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巻　頭　言

教養教育院に所属する総長特命教授が中心となって企画立案し開催した 2016 年度の「特別セミ

ナー」と「合同講義」の報告書を、ここにお届けする。

第 6 回目となる今年度の「特別セミナー」は、昨年 4 月 11 日（月）に開催された。共通テーマは

「異文化理解と教養―留学によって身につく力―」である。工学研究科の石田壽一教授、原子分子材

料科学高等研究機構長で理学研究科の小谷元子教授、本教養教育院の座小田豊総長特命教授による

話題提供の後、出席した学生も参加してのパネルディスカッションが行われた。なお、本年度は里

見進総長に開会の挨拶をお願いすることができた。また、参加者はおおよそ 950 名と、例年にも増

して多かった。

一方、第 8 回目となる今年度の「総長特命教授合同講義」は、昨年 7 月 14 日（木）に開催された。

共通テーマは「大学改革と教養―人文系はいらないのか？―」であり、野家啓一、宮岡礼子、山口

隆美の総長特命教授の講義の後、出席した学生も加えての討論が行われた。この講義には、正規の

受講生のみならず案内等で知った一般学生も参加したが、参加者がおおよそ 70 名と例年よりやや少

なかったのは残念であった。なお、特別セミナーは、学務審議会の先生方の協力を得て開催されて

おり、この組織との共催となっている。

二つのイベントは、セミナーと講義というように、厳密にはカテゴリが異なる授業形態であるが、

構成は同じようなものとなっている。まず、教員側がテーマについて考えていることを話題提供（講

義）し、学生に問題を投げかける。そしてパネルディスカッション（討論）では、学生側が主役と

なり、投げかけられた問題に対して反応し、応答する。それを受け、再び教員側も反応し、応答する。

この過程を経ることで、テーマに対する理解が「深化」し「進化」する。この議論の過程は、本冊

子によりそのまま味わうことができる。ぜひ、教員と学生との真摯な姿勢での議論を追体験してい

ただきたい。

また、本冊子には、参加した学生が会場内で記した質問や意見と、教員側によるそれらへの回答

も合わせて収録した。学生による質問や意見は多岐にわたり、また、本質を突く鋭いものも多数あっ

た。これらにもぜひ目を通していただければ幸いである。

なお、2010 年度から始まった総長特命教授合同講義と 2011 年度から始まった特別セミナーの内容

も、これまでもウェブサイトと冊子で公表している。これらも合わせて手に取っていただければ幸

いである。

2017 年 2 月 22 日

東北大学高度教養教育・学生支援機構長、教養教育院長　　花輪 公雄
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第Ⅰ部　教養教育特別セミナー

異文化理解と教養
―留学によって身につく力―

平成 28 年 4 月 11 日



学務審議会・教養教育院共催

東北大学
教養教育特別セミナー

異文化理解と教養
― 留学によって身につく力 ―

● 開会挨拶

里見 　進　　東北大学総長

● 話題提供

『オランダの環境構築術から学んだこと』

『異分野融合への挑戦とリーダーシップ』

『「異なり」のなかにアイデンティティー』

石田 壽一　工学研究科教授

小谷 元子　原子分子材料科学高等研究機構長、理学研究科教授

座小田 豊　教養教育院総長特命教授

● パネリスト

石田 壽一 ［建築史・意匠］
小谷 元子 ［数学］
座小田 豊 ［哲学］
花輪 公雄 ［海洋物理学］

会場の皆さん

工藤 昭彦 ［農業経済学］
野家 啓一 ［哲学］
山口 隆美 ［生体医工学］

教養教育院総長特命教授

● 閉会挨拶

花輪 公雄  理事、高度教養教育・学生支援機構長、教養教育院長［海洋物理学］

● 司会

吉野 　博  教養教育院総長特命教授［建築環境工学］

平成28年

4月11日（月）

東北大学百周年記念会館

川内萩ホール

13：30～15：30 ［受付開始 12：30］

日 時

東北大学教務課全学教育企画係　TEL：022-795-7578　E-mail：kyom-k@grp.tohoku.ac.jp問い合わせ

場 所



東北大学教養教育特別セミナー

異文化理解と教養
― 留学によって身につく力 ―

　東北大学は、高度な専門性と分野を
超えた鳥瞰力を駆使して新しい価値を創
出する若者を世に送り出すため、教養教
育の充実を核とする教育改革に取り組ん
でいます。
　この特別セミナーでは、パネリストの話
題提供を踏まえ、新入生の皆さんととも
に、留学などによって異文化を理解する
ことを通して教養がどう役立つのか、どの
ように身につけるか、教養教育とは何か、
などについてディスカッションをしたいと
考えています。学問の第一線で活躍する
多様な専門の教員の話を聞き、直接議
論する絶好の機会です。
　過去に参加した新入生からは、討論が
刺激になった、今までの考え方が変わっ
た、などの感想や意見が数多く寄せられ
ました。皆さんの積極的な参加と討論を
期待しています。
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⽇ 時 平成 28 年4 ⽉11 ⽇（⽉）
13：30～15：30［受付開始］12：30 場 所

東北⼤学百周年記念会館

川内萩ホール
開会挨拶  東北⼤学総⻑  ⾥⾒ 進 
 
セミナー 
  話題提供１「オランダの環境構築術から学んだこと」 

⼯学研究科教授  ⽯⽥ 壽⼀ 
  話題提供２「異分野融合へのチャレンジとリーダーシップ―数学の新たな挑戦―」 

原⼦分⼦材料科学⾼等研究機構⻑、理学研究科教授  ⼩⾕ 元⼦ 
  話題提供３「『異なり』のなかにアイデンティティー」 

教養教育院総⻑特命教授  座⼩⽥ 豊 
― 休 憩 ― 
 
パネルディスカッション 
  【パネリスト】 
   話題提供者 ⽯⽥ 壽⼀（建築史・意匠）、⼩⾕ 元⼦（数学）、座⼩⽥ 豊（哲学） 
   教養教育院総⻑特命教授 ⼯藤 昭彦（農業経済学）、野家 啓⼀（哲学）、⼭⼝ 隆美（⽣体医⼯学）
   会場の皆さん 
 
司 会  教養教育院総⻑特命教授  吉野 博（建築環境⼯学） 

■問い合わせ 
東北⼤学 教務課 全学教育企画係 
TEL︓022-795-7578  E-mail︓kyom-k@grp.tohoku.ac.jp 

■ご意⾒等 
東北⼤学 教養教育院 （⾼度教養教育・学⽣⽀援） 
TEL︓022-795-4723  E-mail︓info@las.tohoku.ac.jp  
http://www.las.tohoku.ac.jp

資 料

学務審議会・教養教育院 共催
東北⼤学 教養教育特別セミナー 

異⽂化理解と教養
－留学によって⾝につく⼒－

※今後の教育に役⽴てるため、終了後、 
 アンケートへのご協⼒をお願いします。 
 記⼊後、出⼝付近のボックスに⼊れて 
 からご退場ください。
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司会（吉野）：大変お待たせいたしました。それ

では定刻となりましたので、これより学務審議会

と教養教育院が共催しております本年度の教養教

育特別セミナーを開始したいと思います。皆さん

こんにちは。新入生の皆様、あらためまして入学

おめでとうございます。先ほど少し会場を歩きま

したけれども、皆様方の大変すがすがしい顔を見

て、我々も大変うれしく思います。マイク、聞こ

えますか。特に桟敷席、聞こえる人、手をあげて

ください。大丈夫ですか。今回のセミナーのタイ

トルは、「異文化理解と教養－留学によって身に

つく力－」ということです。これから 3 時 30 分

までですけれども、3 人の先生から話題提供をい

ただきまして、その後皆さん方とこのテーマで議

論して行きたいと思います。私は今日の司会進行

を務めます教養教育院総長特命教授の吉野でござ

います。それではまず初めに、東北大学総長の里

見進先生に開会の挨拶をお願いしたいと思いま

す。先生、よろしくお願いいたします。

里見：総長の里見です。皆さんとは入学式でお会

いしていると思いますが、あらためまして入学お

めでとうございます。東北大学教養教育特別セミ

ナーの開会に当たり、一言ご挨拶をいたします。

皆さんは東北大学に入学されたということで、お

そらく色々な分野の専門的知識や、それを活かす

力を身に付けようとされていると思います。それ

は非常に大切なことだと思いますし、皆さんには

その様な熱意を持続させ、これからも頑張ってほ

しいと思います。ただ、大学ではそのような専門

開会挨拶
東北大学総長　里見 　進

的なことを学ぶほかに、皆さんの将来にとって大

事なこと、生きて行くうえでのものの考え方や自

分の立ち位置のようなものをしっかりと定めるこ

とが、これから非常に大事になってくると思いま

す。人の成熟の度合いには個人差があると思いま

す。かなり早い時期から成熟される人もいるで

しょう。しかし、おそらく皆さんの大半は、私が

そうであったように、これまで一生懸命勉強をし

てご両親の言うことをよく聞く、素直な良い生徒

であったと思います。その様な良い環境で育った

皆さんは、この数か月の間に色々な問題に悩むよ

うな時期が来ると思います。私の入学した時代は、

政治の時代でもあったからでしょうが、今まで考

えたこともないような様々なことを考えなくては

ならず、なおかつ、ものすごく考え方の進んだ先

輩たちと色々な議論をしなければならないので、

背伸びをして生きた時代でした。わけのわからな

いままに様々な本を読んで、自分の考え方を何と

かそこに近づけようと努力するなど、色々な意味

で無理、背伸びをしてきたと思います。その様な

ことは残念ながらほとんど役には立っていません

し、大半は忘れております。ただ、60 年以上生

きてきた私がそれを振り返ってみますと、私の人

生のある時々の節目、節目に、何となくあの時代

に考えてきたことの残り粕みたいなものが、意外

と私の色々なものの判断に役立ったというか、影

響を与えてきたという気がいたします。私にも教

養といわれるようなものがあるとすれば、このよ

うなものが教養なのかなという気がしないわけで

もありません。私が何かを判断する時に、皆さん

より少し良い判断が出来るとすれば、恐らくそう

いう残り粕のたくさん入った引き出しを、皆さん

教養教育特別セミナーの記録1.1

1.1　　教養教育特別セミナーの記録　挨拶
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人々がいることを理解する必要があると思いま

す。先生方はそういう思いからこのような企画を

されたのではないかと思います。教育というのは

一体何だろうかと考えています。ジョン・スチュ

アート・ミルというイギリスの哲学者は、教育と

いうものは、その教育を受けたものに、自分が産

まれた社会よりもより良い社会を作って、世の中

から去りたいという、そういう思いを持たせるこ

とができたら、それは教育の全ては叶えられたと

いうことだと言っています。私たちは皆さんの世

代に、より良い社会を作ることを委ねていずれ消

えていきたいと思います。今日の特別セミナーが、

皆さんにとって自分で自分の考え方を少しずつ

作っていく良いきっかけになることを希望して、

私の開会の挨拶に代えさせていただきます。今日

は本当に多くの方にお集まりいただき、私どもは

大変うれしく思います。このセミナーが皆さんに

とって良い機会になることを祈念いたしておりま

す。

（拍手）

司会（吉野）：里見総長先生、ありがとうござい

ました。それでは進めたいと思いますけれども、

その前にお手元の資料について説明しておきま

す。最初は表紙で今日のセミナー、ディスカッ

ションの内容が入っています。この後 3 人の先生

におひとり約 15 分前後でお話しいただき、休憩

を挟んで、その後パネルディスカッションを行い

3 時半頃までということになっております。資料

の方ですが、その後に 3 人の先生のパワーポイン

トの資料が続いております。これは、画面でご説

明いただくことになると思います。一番最後にア

ンケートが付いています。このアンケートに記入

していただいて、質問 7、8、9 は、自由記入欄で

すけれども、自由に書いていただいて、帰りがけ

に玄関入口に置いてあるボックスの中に置いてい

よりも少し多めに持っているということではない

かと最近よく考えます。その意味では、皆さんに

は無理をしてでもいいですから、できるだけ背伸

びをして、色々なものを自分で考える努力という

ものをしてほしいと考えています。これらのこと

は、色々な本との出会いによるかもしれませんし、

また沢山の同僚や先生とのディスカッション、も

しくは実際に社会に出てからの様々な活動の中で

学ぶことかもしれません。ぜひ、そういう引き出

しを自分で広げる努力というものを行ってほしい

と考えております。今日のこの特別セミナーの

テーマは「異文化理解と教養」、副題として、「留

学によって身につく力」と伺っております。これ

は、教養教育院の先生方と、学務審議会の先生方

が共同で皆さんのために考えたプランです。私た

ち人類は有史以来、火を使ったり、農耕を行った

り、ものを作ったり、また科学技術ということを

進歩させて、豊かで便利な世界というものを作っ

てきました。確かに世の中は豊かで便利になりま

したが、人間そのものが本当に賢くなったのかと

言えば、いささか疑問のような気がします。豊か

な者と貧しい者との差というものは依然としてあ

りますし、またその格差は一段と広がっているよ

うな気がしないわけでもありません。また、国、

人種、宗教、性差に見られるように色々な差別が

ありますし、それをもとにして私たち人類は残念

ながらまだ悲惨な争いをしています。人類の歴史

が始まって以来の問題であるのに、それが未だに

解決していないことを考えると、本当に私たち人

類は豊かになったのだろうか、それだけ良い人類

になっているのだろうかという疑問があります。

残念ながらこの課題は、私たちの世代では解決で

きず、おそらく皆さんの世代に積み残して委ねる

ことになると思います。皆さんはこの課題の解決

のためにも、異なった考え方や文化を持っている

教養教育特別セミナーの記録　挨拶　　1.1
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来ました。オランダと日本は鎖国期の江戸時代か

ら 400 年ぐらい交易関係が続いていますが、私は

そのデルフト市にある工科大学に 4 年ほど研究員

で所属しておりました。今日はその時にオランダ

から学んだこと、感じたことをお話したいと思い

ます。

3.11 以降、私の専門分野である建築や都市をど

う作るのかについて日本の社会の考え方がだいぶ

変わったように思います。戦後 50 年の高度成長

期とは全く逆で、省エネ技術を有効利用して、環

境全体の持続性を高めようという考えが主になっ

てきました。これからの時代は建築家が一人で大

きな都市の全体を考える、環境を設計するのでは

なく、建築・土木の知識だけではなく IT やエネ

ルギー分野の様々な情報を統合して、初めて良い

都市ができる。再生エネルギーといっても太陽光、

風、地中熱など色々な種類があるので特性を良く

理解する必要がある。そこで大事なのはトレード

オフの関係ですね、需要と供給を補い合う環境を

作り上げることが重要でトータルな発想が今求め

られている。この辺りはヨーロッパで特に進んだ

研究がなされています。私たちも 3.11 で未曾有

の経験をして、安心安全な環境とそれを持続させ

る技術の重要性について再認識しました。実際、

工学研究科のある青葉山は特に建物被害が甚大

で、私が所属する建築・社会環境工学科も校舎を

失いました。震災後に私はキャンパス復旧・復興

支援室に所属して、次に大きな自然災害があって

電力やガスの供給が止まっても、自立できるキャ

ンパスを考えようということで、地震力を弱める

免震基礎構造や、災害後 72 時間を持続的なエネ

ルギーを使ってある程度を通常と変わらないよう

な弾力性のある教育研究環境を整備する計画に携

わってきています。新校舎はようやく昨年竣工し

まして、里見総長にも来ていただいて開所式を経

ただくようにお願いしたいと思います。それでは

早速ですが、3 人の先生方に話題提供をお願いし

ます。先生方は海外での活動の経験が豊富でして、

このテーマに関してそれぞれのご経験をふまえて

お話しいただきます。まず初めは石田壽一先生で

す。石田先生は、工学研究科都市・建築学専攻に

所属されまして、都市デザインあるいは建築史・

意匠を専門に研究されております。また同時に、

国の内外で都市や建築の設計もされております。

現在は、都市・建築学専攻の専攻長も務められて

おります。講演のタイトルは、「オランダの環境

構築術から学んだこと」いうことです。それでは

よろしくお願いいたします。

石田：皆さんこんにちは。ただいまご紹介いただ

きました工学研究科都市・建築学専攻の石田です。

学部の皆さんには先週オリエンテーションで建

築・社会環境工学科長としてご挨拶させていただ

きましたけれども、今日は私の専門、留学経験を

ふまえた話を吉野先生の方からしてくださいとい

うお話をいただき、最初に話題提供ということで

「異文化理解」、あるいは「留学のすすめ」に関連

した簡単な話題を用意して参りましたので、それ

をもとにお話しさせていただきたいと思います

［スライド 1］。まず皆さん、この絵。見たことあ

る方手をあげてもらえますか。ご存知の方。あま

りいらっしゃらないね。17 世紀のオランダにフェ

ルメールという画家がいましたが、その人が描い

たデルフトという町の景色です。デルフトは人口

10 万人弱の小さな町なのですが、17 世紀にはこ

の絵に描かれた港から小さな木造船で何万キロも

離れた異国の地である長崎の平戸や出島にやって

セミナー　話題提供 1
「オランダの環境構築術から
学んだこと」

石田 壽一
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て、今年からやっと研究教育活動が不便なく続け

られる状況になっています。その中で、私たちの

研究室でも再生エネルギーを有効利用した色々な

仕掛けをキャンパス内に実験的に整備をして、ど

ういうものが持続的なキャンパス環境に必要なの

かというのを今検討しております。以上が簡単な

自己紹介です。では話を「オランダからの学び」

に戻しましょう。

私が所属していましたオランダのデルフト工科

大学建築学部は［スライド 2］、1960 年代に写真

のような近代的な校舎ができたのですが、残念な

ことに 2008 年に漏電で出火して、この建物が今

は火災で滅失してしまい、今は別な建物に移って

います。今日の私の話題提供はふたつあります。

実はふたつとも根は繋がっているのですが。オラ

ンダというのは海面よりもだいぶ下の方に国がで

きていて、我々が日本で考える都市や建築の造り

方とはだいぶ違う環境の作り方をしています。そ

ういう考え方や計画がオランダでどうやって生ま

れたのかについて話したいと思います。キーワー

ドのひとつ目は「フラットに考える」というこ

と。二つ目は「アウェイに強くなる」ことです。

先ほどオランダと日本の交易の歴史の話をしまし

たが、いまから 400 年前にオランダは長崎・出島

に商船で来ていました。当時、想像もできない遠

い外側の世界に行って交易をしてくるって、一体

どういうモチベーションでそんな無謀なことを計

画したのだろうと思いませんか。400 年前は今み

たいに進んだ GPS も正確な地図もないので位置

を把握できないですし、色々な道具が何もないの

に、どうやって来たのかと。オランダは当時世界

中に植民地都市を作っていますけれども、なぜそ

んなことができたのかというようなことをちょっ

とお話ししたいと思います。アウェイに強くなる

ということを言いましたが、一方で郷に入っては

郷に従えということわざがあります［スライド

3］。当然ですけれども日本人だとこの景色を見て、

美しいと思いますし、美しいと思う理由は、色々

な国内の山と比べて、やはりこの富士山というの

がたくさんの評価指標に高得点を与えられるよう

な存在なわけですね。こういういう景色を見て、

自分の一番安心できるコンフォートゾーン、そう

いうものが地域から出てくるわけです。この風景

を見て美しくないと思う人は日本人ならいないと

思いますけれども、その価値観が共有できないよ

うな世界もなくはないですね。下の方にリージョ

ナリズムとグローバリズムとありますが、地域と

世界という対比で見た時に、全ての皆さんが同一

の価値を持っているわけではないので、むしろ自

分には見えない全然違うブラインドスポットに新

しい価値を見いだす地域や文化固有の集団があっ

たりします。オランダもその一事例かと思いま

す。オランダの山は一番高くても 300 メーターぐ

らいです。皆さんが見ているチューリップの花畑

も海面より 3 メーターも下にある、一番低いとこ

ろでは 6.7 メーターという低地の水をかき出して

くらしている。日本で言うと八郎潟ですね、東北

地方だと。海面からだいぶ下にある人工的な真っ

平らな環境でコミュニティーが成立している。先

ほどの富士山のような大きな高い山はまったくあ

りません。そうすると、生まれてからこのかた一

度も高い山を見た事がなく、堤防でぐるりと囲ま

れた海面よりずっと低いスリバチの底のような地

形で育った人たちの考え方は、やはり地域固有の

ものがあって、それはなかなか我々が理解できな

いものも色々あったりするわけです。一見オラン

ダの風景は牧歌的ですけれども、国土全体を何と

か地面が水没しないようにするために風車でとに

かく水をかき出し続けて、干拓した地面で酪農や

施設園芸を営んでいる非常に過酷な環境なんです

教養教育特別セミナーの記録　話題提供 1「オランダの環境構築術から学んだこと」　　1.1



－　　－6

らできた車の道よりもはるかに重要だということ

で、高速道路よりも水路が優先されています［ス

ライド 8］。この地図を見ていただくと色々な細

い線が見えますけれども、これは実は全部排水路

です［スライド 9］。水を逃がしたり、あるいは

水が溜まるところに風車を配置して排水し、都市

が水没しないようにし続ける。オランダは 24 時

間 365 日、それを 1000 年ぐらい継続してきてい

るんですね。レンブラントやフェルメールなどの

画家が、17 世紀のオランダでユニークな絵画文

化を築き上げるのですけれども、彼らの風景画の

対象となった場所は、非常に厳しい環境にあった

わけです。さらにオランダはライン川支流の河口

のデルタ地帯に位置するので建材がないんです、

木や石などの。そもそも地面もなかったと。そこ

に人工的に地盤を作って、あるいはレンガを焼い

て建築を作っていく。地面も耐力がないので高い

教会を建てると傾いちゃうんですけれども、それ

でも人間が人工的に生活できる環境を作って、豊

かな都市文化を築く。有史以来の土木建築史に照

らしても奇跡的なすごいことをやっていることが

わかります。海の下っていうと何か湿った感じが

しますよね。日本で 0 メーター地帯というと快適

な生活環境が想像できませんが、17 世紀当時の

生活の様子を描いた絵を見ると、海よりも低くい

土地に実に豊かな居心地の良い居住環境が実現さ

れていることが分かります［スライド 10］。当時

のオランダは、色々な技術が周辺国から集まって

おり、アムステルダムを中心に都市文化が発展し

て、他のカトリック文化圏では禁止されていたこ

とをオランダでは実験したりしていました。レン

ズが発明され、見えない世界が可視化された。そ

れによって測量術や天文学が連鎖的に発展したお

かげで、後々長崎に行くために必要な航海の技術

も進んでいくわけです［スライド 11］。その恩恵

ね。この図は比較のためにグリッドで並べてみ

たんですけれども［スライド 4］、先ほど言った

八郎潟が大体 15 平方キロくらいです。日本で一

番大きい琵琶湖で 25 平方キロ。神奈川県全体を

真っ平らにして 50 平方キロぐらいですね。オラ

ンダはそのさらに 4 倍ぐらいの面積が、真っ平ら

で海の下にある。面積的には宮城県よりも一回り

大きいんです。宮城県も大半は山ですけれども、

それを全部真っ平らにして海の下におかれたのが

オランダの国土の非常にユニークなランドスケー

プです［スライド 5］。先ほども言いましたよう

に、堤防があって右の方に北海が描いてあります

けれども、北海よりもだいぶ低いところに色々な

都市ができています。よく言われるように、「世

界は神が創ったが、オランダはオランダ人が創っ

た」んだと［スライド 6］。実際、オランダの地

面は全部人の手が入った人工的な真っ平らな環境

といっても過言ではありません。そういう類い希

な国土ですので、よその国とは違った特徴がいろ

いろあります。たとえば自転車文化がたいへん発

達しています。なぜなら地面が平らなので移動が

容易です。仙台と違って坂がありません。皆さん

自転車を使って移動をする。オランダでは人口よ

りも自転車の台数が多いと言われており、当然、

自転車専用道路等のインフラも発達しているんで

すね。非常にユニークなコミュニティーができて

います。これはもともと、海水だったところに作

られた締め切り大堤防と呼ばれている 32 キロの

堤防です。北海に繋がる湾の出口に堤防を通して、

それによって南側の内湾を淡水化して、海水の潮

位が影響しないような人工的な淡水湖を作ってい

ます［スライド 7］。今、東北地方でも津波のた

めに大堤防を整備していますけれども、オランダ

では半世紀以上前にこの堤防が計画されて、実際

に構築されているんですね。まず水の道が、後か
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気です。ということで、両生類のエラ呼吸、肺呼

吸とはちょっと違いますけれども、オランダでは

とにかく環境が変わってもそれぞれに最適に適応

するアンフィビアスリビング（水陸両用居住）と

いう柔らかい考え方で、都市とか生活環境を考え

て、できる限り CO2 を排出せずに再生エネルギー

を活用した居住環境を考えようというようなこと

を普通の住居でも対応しています。実際に農地も

浸水してしまうので、これは全部温室を浮かべ

て、その中で生産しようというようなことをやっ

ています。先ほども言いましたけれども、風車が

止まって排水が止まると、すぐにこうなってしま

います［スライド 15］。非常に厳しい環境です。

しかしその逆境故にですね、人の住む環境に対す

る新しい価値観が生まれている。都市や建築にも

たくさんイノベーションを起こしている。オラン

ダのイノベーションは土木・建築分野だけではあ

りません。もうひとつの例、これは建築・土木の

技術史とは違って、人工的にできあがった真っ平

らな地面の使い方の特徴の一例と言えるかもしれ

ません。それはスポーツ、とりわけサッカーの戦

術の話です。オランダはサッカーでも実は歴史的

なイノベーションを起こしたのです。オランダ

サッカーはプレーヤーが「フィールドをポジショ

ンではなくスペースから考える」という柔軟な戦

術モデルを最初に導入したといわれています［ス

ライド 16］。トータルフットボールと呼ばれます

が、要はゴールにキーパーがいてディフェンスが

いてトップのフォワードがいるという決められた

ポジションの役割をプレーヤーが果たすという考

え方のサッカースタイルではなくて、状況に応じ

て全員守備・全員攻撃のような非常にトータルで

柔軟な組織を戦術として据える戦い方です。サッ

カーをやっている人は知っているかと思いますけ

れども、オランダ人のリヌス・ミケルス監督がア

を受けた代表例がオランダ東インド会社です。イ

ンドネシアを中心に長崎まで来て平戸、出島で日

本との交易拠点を作りました［スライド 12］。あ

るいはマンハッタンもそうですね。もう一方のオ

ランダ西インド会社が最初にコロニーを作ったわ

けですが、今のニューヨークにウォール街ってあ

りますけれども、このウォールはもともとオラン

ダ人が作った要塞を守るための境界に作った擁壁

のことですね。今でも通りの名前に残っている

わけです。マンハッタン島のオランダ人入植地、

ニューアムステルダムは 17 世紀半ばに英蘭戦争

でイギリスに負けて、ニューヨークに変更される

んですけれども、出島にしても、このマンハッタ

ンにしても、何万キロも離れたところにオランダ

人は都市を作って、リモートコントロールしたわ

けです。オランダ人いわく「自国が非常に厳しい

環境なので、どこに行っても実は母国よりも簡単

に経営できる」というようなことを当時言ってい

る。非常にアウェイに強い民族とも言えます。実

際に近年、地球温暖化とか水位上昇とかという問

題がオランダでも起きて、17 世紀に制御してい

た治水技術ではもはや不十分だということで、海

の潮位の変化に対して河川の水位を制御するよう

な、非常に大きな動く堤防ですね。それを作っ

て、コントロールをしたりしています［スライド

13］。都市や住居もユニークで、下にピクトグラ

ムがありますが、水の上に生活をするということ

を実際に実装しているんですね［スライド 14］。

日本だと地面の下の基礎は、地震の水平力から形

状が決まりますけれども、オランダの場合は水の

浮力で浮いちゃうので、浮いた時にずれないよう

にするため、建築物の基礎の考え方が日本とはだ

いぶ違います。実際に住宅なのか、船なのか分か

らない全く新しいタイプの基礎を持った水位の上

昇に対応できる居住モデルが建てられて意外と人
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本気で進めています。火星を遠い未知の環境だか

ら人が住める訳がないという先入観を鵜呑みにす

るのではなく、水・CO2・太陽光でできることは

なにかと考え、とりあえず植物栽培は可能なはず

だから、まず生活環境の最初の整備を食の確保か

ら始めるというフラットな発想です。確かに江戸

時代の長崎にオランダで交易拠点を計画し日本で

整備するよりも、今の技術で火星にコロニーを計

画する方がはるかに容易で安全なのかもしれませ

ん。

ということで私の方からは、一見ネガティブで

特異な条件にあるオランダが、既成概念や出来上

がった常識を鵜呑みにせず「フラットに考え」、

自分の外側の世界に恐れず出かけ積極的に未知と

の遭遇を繰り返すことで、「アウェイに強くなる」

という柔軟なマインドをもった人を生み出したこ

と。またその人たちが社会・文化・技術等の多面

的なフィールドでイノベーションを起こす源泉と

なったことを「オランダからの学び」としたいと

思います。最初にお見せした富士山の美しい風景

とは真逆の世界観なので、なかなかすぐに共感で

きないかもしれませんが［スライド 18］。オラン

ダの厳しい条件下で新たな環境を作るモデルとい

うのは、自分の外側の世界といかに繋がるかとい

う異文化交流を考える上でも参考になるのではな

いかということで、話題提供とさせていただきま

す。どうもありがとうございました。

（拍手）

司会（吉野）：石田先生、どうもありがとうござ

いました。質問もあろうかと思いますけれども、

後のディスカッションの時に、質疑をしたいと思

います。

ムステルダムアヤックス時代にこのトータルフッ

トボールを提唱し、ヨハン・クライフという 14

番の背番号を付けた選手を軸にしたチームで、オ

ランダは 74 年のワールドカップで準優勝しまし

た。ポジションではなくて、状況に応じて全員守

備全員攻撃というような、柔らかい新しい戦術モ

デルがサッカー界に革命をもたらしたのです。こ

れも、言ってみるとやはり洪水の経験というか、

洪水に対して誰か一人が決められた役を果たすと

いうよりは、常に組織的に情報を共有して、危機

的な状況のリスクを下げたりしながら生活環境を

水災害から守っていくというような、1000 年ぐ

らい共有しているオランダのコミュニティー・モ

デルに近いのかなっていう感じがするんですね。

決まりきった役割を鵜呑みにするのではなく、常

にフラットに状況を見て攻守を柔軟に切り替え、

大きなリスクが生じたらすぐに役割を超えてフ

ラットにトータルな対応を考える戦術です。近年、

マーズワン計画というのがあって、またこれもオ

ランダの若い NPO 法人が始めたのですけれども

［スライド 17］、書いてある 2023 年には火星にコ

ロニーを作ると。本当にできるのかって一部では

言われていたんですけれども、今どんどん現実化

しています。ここにアウェイに強くなるってあり

ますけれども、確かに 17 世紀に星の位置とあま

り性能の良くない望遠鏡を頼りに日本に来るより

も、現在の火星に行く方が圧倒的に安全で簡単

だってみんな言っているんです。火星にはたくさ

んの CO2 があって、光合成に有利だから、まず

植物工場を作って、ベジタリアンを送ってとかっ

て、我々が本当ですかっていうようなことを実際

に最新技術を使って実現する火星コロニー計画を

1.1　　教養教育特別セミナーの記録　話題提供 1「オランダの環境構築術から学んだこと」
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木や石などの建材が無いだけでなく、地面もない 

-6.76m 
海面下の人工環境に思えない美しい都市景観 

1608年のリッペルスハイによるオランダ式望遠
鏡の発明が、測量術や天文学を発展させた。 

AXS環境セミナー　オランダ式環境構築術に学ぶ　ーモノコト・イノベーションの源流ー 
 

3 ルーツ 

 

海面下の人工環境に思えない居心地の良い住宅 

［スライド 7］ ［スライド 8］

［スライド 9］ ［スライド 10］

［スライド 11］ ［スライド 12］
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フラットに考える	


アウェイに強くなる	
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がありますが、そのふたつの分野の関わる研究

を 2000 年ごろからしていました。そういうわけ

で、数学の中での異なる分野の両方を分かりたい

なという、そんな研究をしていました。2008 年

ごろからに数学と材料科学の連携に興味を持つよ

うになって研究プロジェクトを実施したことが発

端で、今現在、数学―材料科学研究にどっぷりつ

かっています。私は数学者だと言うと、数学好き

ですと言ってくださる方も多いんですが、数学が

嫌いとか苦手っていう人も多いので、まずは数学

とは何かをお話しします。私、小学校の時は算数

がとても嫌いでした。数学者だというと、数の計

算が得意なんですかとよく聞かれるのですが、実

は今でも、数の計算はとても苦手です。みんなで

ご飯を食べに行ったら、一体いくら自分が払った

らいいのか分からないというような感じです。た

だ、実は数学が上達するためには、怠けものでな

いといけないと、計算が嫌いでないといけないと

思っています。真面目にコツコツ計算すればでき

るようなことを、いかに怠けるかっていうことを

考えようとすると、公式というものにたどり着き

ます。その公式を作ることが数学なのです。とい

うわけで、あまり勤勉で与えられた課題を即座に

やろうとすると、算数は得意になるかもしれない

けれども、数学は上達しないかもしれません。怠

け者のすすめをしたいと思います。どうやったら

怠けられるかというのを考えていただくと。教養

教育院の先生に怒られてしまうかもしれません。

私、中学高校大学と、数学と物理がとても得意で

した。大学に入って物理や化学の実験が人より速

くできたので、自分は実験にも向いているのかと

いうふうにその時思いましたけれども、実は実験

がさっさとできるというのは、実験に向いていな

いんです。なぜかというと、大学ぐらいでやる実

験というのはうまくできるように仕組まれている

司会（吉野）：お二人目は小谷元子先生です。先

生は理学研究科数学専攻に所属されておりまし

て、数学がご専門で微分幾何学と離散幾何解析学、

幾何学と確率論の関わりに興味を持っておられる

ということです。現在は、東北大学原子分子材料

科学高等研究機構、機構長もされております。お

話のタイトルは、「異分野融合へのチャレンジと

リーダーシップ－数学の新たな挑戦－」です。よ

ろしくお願いいたします。

小谷：皆さん、入学おめでとうございます。私、

今ご紹介にあずかりました通り、東北大学の所属

が 2 つございまして、ひとつは大学院理学研究科

の数学の教授です。もうひとつは、そこに AIMR

とローマ字で書いてあるんですが、原子分子材料

科学高等研究機構の機構長でございます。［スラ

イド 1］今日の話題が異文化ということですが、

なかなか文化までお話する自信がなかったので、

異分野融合へのチャレンジということでお話をさ

せていただきたいと思っています。［スライド 2］

私、本職は数学者です。幾何学が専門です。とこ

ろが、今の私の本務というか、自分のエフォート

の多くを使っているのが、ご紹介にありましたよ

うに原子分子材料科学高等研究機構です。名前が

長くて何の分野かよく分からないと思いますが、

材料科学の研究所でございます。私自身数学が専

門なのになぜ材料科学をやっているのか。数学と

材料科学が関わって何ができるのかというような

ことをお話ししたいと思っています。左側に自分

の経歴を簡単に記しました。私は数学の中でも幾

何学が専門です。幾何学と別に確率論という分野

セミナー　話題提供 2
「異分野融合へのチャレンジと
リーダーシップ
―数学の新たな挑戦―」

小谷 元子
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れているかのグラフです。一番上がロックフェ

ラー、その下が MIT、この赤いところが WPI 研

究所、AIMR が所属する研究所です。それから

カルフォルニア工科大学、ハーバード、スタン

フォード、UC バークレー、プリンストン、オッ

クスフォード、ケンブリッジというふうに並んで

いて、WPI 研究所が、世界トップレベルの研究

成果を出していることが分かります。また、国

際化も進んでいて、所属研究者の 40％が外国人

です。［スライド 6］AIMR で行っている研究と

は、物質を原子・分子レベルで観測し制御するこ

と、そしてよい機能をもつ材料を生成しようとす

るものです。材料科学とは物質がどのような機能

を持つかを調べる科学です。そこに数学が加わっ

て、ふたつの研究テーマに注力しています。ひと

つがスピン材料科学で、もうひとつが、予測に基

づく階層構造材料のデザインというものです。［ス

ライド 7］メンバーを見ていただくと分かるよう

に外国人が非常に多いです。［スライド 8］国際

的な賞もたくさん取っていますし良い研究をして

います。［スライド 9］我々の研究所が強いのは、

先ほども申し上げましたように、原子とか分子と

か、とても小さいものを見る技術に長けているこ

とです。［スライド 10］世界で最高の技術や世界

にただひとつしかない装置を開発し、原子を観

測・制御し、その知識を使い新しい材料を作って

います。［スライド 11］今日は、研究というより

は異分野融合の話ですので、研究の内容はあまり

詳しくご説明しません。新材料の生成をし、それ

をさらに、世の中の役に立てるような技術、スピ

ントロニクスと MEMS テクノロジー、へと展開

しています。［スライド 12］そして、それを使っ

て社会に貢献するような材料を数多く開発してい

ます。［スライド 13］これが、私たちの研究所です。

［スライド 14］今日は時間がないので、ふたつの

ので、そこから意外なことが見つかった時にそこ

にこだわることが、実験が上手なのです。新しい

発見がありますので、意外なことが起こった時に

それを見過ごして、正しいゴールに真っ直ぐ進ん

でしまうというのは、実験に向かない証拠です。

というわけで、自分は実験もできるし数学もでき

ると思っていたんですが数学を専攻して正解でし

た。3 年生になって数学科に入ったら、自分より

も断然にできる人がいて、ちょっと自信を失いま

した。しかし大学院に行って研究するようになる

と、実は自分にもできることがいっぱいあると分

かりました。それは自分に能力があるというより

は、むしろ、例えば数学であったり、自然であっ

たり社会であったりというものは、非常に豊かな

ので、それぞれの興味を持って、多様な観点で研

究することができるということ、つまり我々の住

んでいる宇宙というのは懐が深いということを

知ったということです。以上が私の自己紹介です。

［スライド 3］さて、先ほど申し上げましたように、

私が所属しているのは AIMR、原子分子材料科

学高等研究機構という材料科学の研究所です。正

式名称は日本語ではなくて Advanced Institute 

for Materials Research という英語名です。日本

の国の中に国際的な研究所を作ろうと、2007 年

に、日本全国、そして全ての研究分野から選ばれ

てできた WPI という研究所群の一つです。英語

が公用語になっております。［スライド 4］東北

大学は、皆さんご存知かと思いますが、材料科学

において真の意味で世界をリードしています。東

北大学に材料科学の国際研究拠点を作るというこ

とが、非常に自然でしたので、2007 円に AIMR

ができたわけです。2007 年に開始し今年がちょ

うど 10 年目ですけれども、非常にいい成果をあ

げております。［スライド 5］左下の方に棒グラ

フがあります。トップ１％論文がどの程度輩出さ

教養教育特別セミナーの記録　話題提供 2「異分野融合へのチャレンジとリーダーシップ」　　1.1
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というのは科学の女王であり、しもべであるとい

われています。自然界の現象が数学という言葉で

書かれていますので、ビッグデータをうまく扱う

ためには数学の言葉が必要なのです。［スライド

19］段々時間がないのでちょっと飛ばします。［ス

ライド 20］ビッグデータ時代に向けて、これか

ら人工知能とか情報科学を使いたいのですが、た

くさんあるデータをただただたくさん集めても、

データが集まるだけです。そこからどうやって意

味を取り出すか。情報を取り出すかということが

大切で、それはデータの中に隠れた構造を見出し

て、大きなデータの中から、真の意味を取り出す

ことが必要です。数学にはそのための道具がある

ので、これを使った材料設計を行うということで

す。［スライド 21］以上が、AIMR における、異

分野融合的な考え方に基づき新しい科学を作ろう

という試みの紹介です。［スライド 22］国際的な

研究所であり外国人がたくさんいます。［スライ

ド 23］先ほど申し上げたように、研究者の約半

分が外国人です。色々な国から来ています。［ス

ライド 24］15 の研究大学との学術協定を結んで

おり、その中でもケンブリッジ大学、シカゴ大学、

UC サンタバーバラ大学、中国科学院とは共同研

究契約を結びたくさんの共同研究をしています。

［スライド 25］この共同研究の架け橋になってい

るのは若い人で、例えばケンブリッジ大学の先生

と東北大学の先生の研究をつないでいます。［ス

ライド 26、27］色々な国際共同研究や国際集会、

ジョイントワークショップをしていますし［スラ

イド 28］、世界中から優れた研究者、ノーベル賞

を受賞された方なども、たくさん呼んでいます［ス

ライド 29］。［スライド 30］これは、研究所のティー

タイムの様子です。皆さんがお茶を飲みながら議

論している様子です。なるべくオープンな空間

を作るということを目指しています。［スライド

テーマのうちのひとつのスピン科学については簡

単に。［スライド 15］皆さん電気、電流を使わな

いで生きていくことはできないと思いますが、電

流というのは電子の流れです。電子は電荷とスピ

ンを持っていて、これまではその電荷に注目して

電流を使ってきました。しかし、電子には電荷の

他にスピンというもうひとつの情報があるので、

今まで全く使われてこなかったこの新しい情報を

使うと、エレクトロニクスと同じぐらい広大な技

術であるスピントロニクスができます。［スライ

ド 16］この分野に関しては、世界をリードする

研究者が基礎から応用、開発まで東北大学にはい

ますので、これを異分野融合で推進する研究がこ

の一つ目のテーマの狙いです。［スライド 17］私

は数学者ですので、今日は二つ目のテーマの方を

もうちょっとだけ詳しく説明したいと思います。

数学が材料科学に貢献できることは、データ駆動

社会に適合する予想に基づく材料デザインです。

我々の身の周りにあるものは全て物質でできてい

て、色々な機能を持っています。例えば、電流が

流れやすい物質もあるし絶縁物質もある、冷たい

物質も暖かい物質もあるし、重たいものも軽いも

のもある、柔らかいものも固いものもある。色々

な用途に合わせて物質は利用されています。その

欲しい機能を持った新しい物質をどうやって見つ

けるかが材料科学の課題です。軽くて、強くて、

安く作れる材料があれば、素晴らしい飛行機が作

れるとか、色々な夢が膨らむわけです。最近皆さ

ん新聞で、ビッグデータとか、人工知能とかいう

ような言葉をお聞きになると思いますけれども、

まさしくこれからの我々の 21 世紀の科学は、人

工知能を使ったりして、ビッグデータを活用し、

予測に基づき進めていこということです。AIMR

では、ビッグデータや人工知能を使って材料を

作ってやろうとしています。［スライド 18］数学

1.1　　教養教育特別セミナーの記録　話題提供 2「異分野融合へのチャレンジとリーダーシップ」
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り、大変失礼なことであったりすることがありま

す。当たり前ではないということを知ることが大

切ですし、違う考え方や発想があるということを

知ることは、とても面白い、心地よい驚きです。［ス

ライド 33］多様性についても一言。この会場に

も女子学生の方は何人かいますけれども、まだま

だ少ないですね。東北大学は、女子学生を日本で

初めて受け入れた大学で、女性の力を活用するこ

とにも大変熱心な大学です。［スライド 34］多様

性こそが飛躍の鍵であり、新しいことにチャレン

ジして、この社会をリードしていく、そのような

人生をこの東北大学で始めていただければと思っ

ています。どうもありがとうございました。

（拍手）

司会（吉野）：小谷先生、どうもありがとうござ

いました。

31］時々ミニコンサートもやっています。これは

プロフェッショナルの方を呼んでいるのではなく

て、研究所の教職員が自分の得意な楽器を演奏し

ています。［スライド 32］異分野融合は、融合す

ること自体が目的ではありません。私が異分野融

合をすることの意義と考えていることを紹介しま

す。私たちは研究者ですので、何か新しい発想が

欲しい。新しい発想があれば人より先に行けるの

で、新しい発想のきっかけを探しています。今ま

でと全く違う視点が新しい発想の、そして全く違

う地平に飛躍するきっかけになります。それから

もう一つ。郷に入っては郷に従え、ローマに行っ

てはローマにといわれますように、実は私たちの

常識だと思っていることは常識ではないことが

多々あります。今まで当たり前というか、常識だ

ということも感じないくらい普通だと考えていた

ことが、実は他の地域では全くの非常識であった

教養教育特別セミナーの記録　話題提供 2「異分野融合へのチャレンジとリーダーシップ」　　1.1
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［スライド 5］

異分野融合へのチャレンジ

とリーダーシップ

ー数学の新たな挑戦ー

２０１６年４月１１日

＠教養教育院特別セミナー

東北大学大学院理学研究科＆WPI-
AIMR機構長小谷 元子

2007~：文部科学省の
世界トップレベル研究拠点プログラム

AIMR Tohoku University: Materials Science
MANA  NIMS :Nano-technology
IPMU   University of Tokyo: Mathematics and Physics
ICeMS Kyoto University: Cells-Matter 
IFRec Osaka University: Immunology
I CNER Kyushu University: Energy

世界舞台で「見える」研究所、頭脳循環のハブ

4

Advanced  Institute  for  
Materials Research
材料科学、物理、化学、工学を

統合し、新しい材料科学を構築

し、社会に貢献する。

2

6

５拠点におけるトップ１％ペーパー割合

国際化＆異分野融合研究

• 高い国際性: 
– 40% の研究者が外国人 (406/1,006). 
– 国際シンポジウム、ワークショップ、サマース

クール

• 融合研究の推進: 
– AIMR: 数学と材料科学の連携
– Kavli IPMU: 数物連携
– iCeMS: セルバイオロジーと材料科学の統合
– iFReC: 免疫、バイオイメージング、バイオイン

フォマティク

– MANA: ナノ・アーキテクトに基づく異分野融合
研究

トップレベルサイエンス

世界トップレベル研究拠点形成（WPI)プログラム 公募時の必須事項

• 中長期的な計画への位置づけ

• 実施期間（10年間）
• 研究：新領域の開拓

• 組織：ＰＩ10～20名、1～2割は外国人、過半数が世界トップレベル研究者
• 総勢（若手研究者、研究支援者、事務）200名、うち3割は外国人

• ホスト機関のコミットメント

• リソース供与（研究者による競争的研究費獲得、現物供与（人件費部分負担・スペース

の提供）

• 拠点運営の独立性を担保

• 他部局との調整を支援

• 制度の柔軟な運営に協力

• インフラ

• 最大限の支援

• 終了後：世界トップレベル研究拠点であり続けられる

• 幾何学者

• 15年前まで：微分幾何学、調和写像、スペクトル解析

• 1999年 東北大学助教授

• 2001年 フランス IHES訪問教授
• 2002 THE 1ST JAMS INTERNATIONAL CONFERENCE “DISCRETE 

GEOMETRICAL ANALYSIS” 離散幾何解析

• 2004年～教授

2008年～ディスティングイッシュト・プロフェッサー

離散幾何解析学：幾何学と確率論の係わり

• 2005年

猿橋賞「離散幾何解析学による結晶格子の研究」

• 2006年～2008年

「杜の都女性科学者ハードリング支援事業」リーダー

• 2008— CREST 離散幾何学から提案する物質創成・物性発現の解明
数学ー材料連携 研究開始

• 2008 THE 1ST MATH.SOC.JAPAN SEASONAL INSTITUTE(MSJ-SI)  
INTERNATIONAL CONFERENCE “PROBABILISTIC APPROACH TO GEOMETRY”
幾何と確率論

• 2012～ WPI-AIMR ADVANCED INSTITUTE FOR MATERIALS RESEARCH 機構長

数学と材料科学の連携による新たな材料科学の展開

・2015年ー 日本数学会理事長

2

• 小学校のときは算数が大嫌いだった．
今でも数字の計算は苦手．

• 数学は計算嫌いで怠け者でないと上
達しない．

• 大学 物理・化学実験は一番速かった：

つまり実験に向いていなかった

• 数学と物理はまだ得意だった．

• ３年で数学科に進学．本当の天才に遭

遇．自信を失う

大学院：研究の多様さ，自由さを知る

自信回復

東北大学大学院理学研究科・＆AIMR 小谷元子

• 2007年に世界トップレ
ベル研究拠点（WPI）の
1つとして設立

• 東北大学が伝統的に強い
材料科学分野の世界拠点
を目指す

東北大学原子分子材料科学高等研究機構（AIMR）とは

“杜の都”仙台に材料科学研究の世界拠点

世界トップレベル研究拠点事業

世界のなかで
「目に見える」研究拠点

頭脳循環のハブ

年間13億円 10年間の支援
(2007-2016)

5

7

TP1 力学系理論による非平衡材料

TP2 トポロジー的機能材料

TP3 離散幾何解析による階層構造材料

Math-Mateのためのターゲットプロジェクト

2007年１０月ＡＩＭＲ設立

若手研究者の育成

+

MEXT WPI拠点 AIMR 国際頭脳循環のハブ

FY2011年 AIMR’s Identityを明確化

数学の参加

提案内容:原子・分子の観測・制御に基づき
学際的研究により材料科学を統合し新しい材

料科学を構築し、社会に貢献する。

Math-Mate collaborations（数学・材料科
学連携）により、機能と構造を予見する

材料科学の基盤を確立

グローバルネットワーク

スピン材料科学

予測に基づく階層構造材料のデザイン

［スライド 1］ ［スライド 2］

［スライド 3］ ［スライド 4］

［スライド 6］
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研究グループ

材料物理

ソフト・マテリアル

バルク金属ガラス

デバイス・システム

数学

運営

機構長 小谷元子

事務部門長 塚田捷

副事務部門長（総務）佐藤伸一

副事務部門長（研究）池田進

国際アドバイザリーボード

J.G. Bednorz,  IBMチューリッヒ研究所
1987 ノーベル物理学賞

H. Gleiter, カールスルーエ工科大学
V. Narayanamurti,  ハーバード大学
根岸英一,  パデュー大学

2010 ノーベル化学賞
森 重文,  京都大学数理解析研究所

1990 フィールズ賞
8

Device/Systems

Mathematics

Materials Physics

Soft Materials

Bulk Metallic
Glasses

H. Isobe
(AIMR)

M. Kotani
(Institute Director)

M. Kotani
(AIMR)

Y. Nishiura
(AIMR)

K. Kurihara
(AIMR)

T. Adschiri
(AIMR)

K. Nakajima
(AIMR)

T.P. Russell
(UMass Amherst)

L.-J. Wan
(IC-CAS)

K. Prassides
(Durham U)

M. Esashi
(AIMR)

S. Mizukami
(AIMR)

S. Samukawa
(AIMR)

S. Orimo
(AIMR)

H. Ohno
(AIMR)

T. Matsue
(AIMR)

A. Khademhosseini
(Harvard Med Sch)

H. Wu
(HKUST)

T. Gessner
(Chemnitz U Tech)

K. Tanigaki
(AIMR)

T. Hitosugi
(AIMR)

E. Saitoh
(AIMR)

T. Takahashi
(AIMR)

Y. IKuhara
(U Tokyo)

M.W. Chen
(AIMR)

D. Louzguine
(AIMR)

A. L. Greer
(U Cambridge)

A.R. Yavari
(Grenoble Inst Tech)

T. Dietl
(Polish Acad Sci)

A.L. Shluger
(UCL)

W. Teizer
(Texas A&M)

P.S. Weiss
(UCLA)

Q.-K. Xue
(Tsinghua U)

Thomson Reuters Highly Cited Researchers 2014

陳明偉教授
高橋隆教授 Ali Khademhosseini教授

Two FIRST Researchers (M. Esashi, H. Ohno) ,

Two ERATO Researchers (H. Isobe, E. Saitoh

)

AIMRの主な国際賞等受賞履歴

(1) Arthur C. Cope Scholar Award of the American Chemical Society (ACS) (2007)
(2) James C. McGroddy Prize for New Materials of the American Physical Society (APS) (2009)
(3) Oliver E. Buckley Condensed Matter Prize of the American Physical Society (APS) (2009)
(4) The International Rubber Conference Organization (IRCO) Medal (2009)
(5) Royal Society of Chemistry (RSC) Centenary Prize (2009)
(6) Alexander Lecture Award of the Colloid and Surface Chemistry Division of the Royal Australian Chemical Institute (2011)
(7) Humboldt Research Award (2011)
(8) Presidential Early Career Award for Scientists and Engineers (PECASE) (2011)
(9) IEEE David Sarnoff Award (2012)
(10) Selected as the "IUPAC 2013 Distinguished Women in Chemistry or Chemical Engineering“ (2013)
(11) the Gottfried Wagener Prize（2013）
(12) the ISMANAM 2013 Senior Scientist Award (2013)
(13) Royal Society Wolfson Research Merit Award (2014)
(14) the American Institute of Chemical Engineers Nanoscale Science and Engineering Forum Young Investigator Award (2014)
(15) IUMRS – MRS Singapore Young Researcher Award(2014)
(16) Materials Today Conference Award（2014）
(17) IEEE Andrew S. Grove Award (2015)

International Awards

Asahi Prize
Honda Frontier Award
Commendation for Science and Technology by the Minister of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT)
The Prize of the Minister of Education, Culture, Sports, Science and Technology in the field of Cooperation among Government, Industry and Academia
the Yomiuri Techno Forum Gold Medal prize.

Domestic Awards

AIMRの研究目標

既存の研究分野を超えて融合研究を行うことで

新しい材料科学を創造し、社会に貢献する

• 異なる材料に共通な機能発現の背後にある基本原理の解明
• この原理に基づき新たな機能や新しい材料を予測する基盤の構築
• 創エネルギー、省エネルギー、環境浄化に貢献するグリーンマテリアルの
創製

10

新材料創製

高効率触媒

“ナノ細孔金属”

“金属ガラス”

Proc. Natl. Acad. Sci. (2008)   Phys. Rev. Lett. (2009) 
Nature Mater. (2011)    Nature Mater. (2011)

“無機/有機超ハイブリッド物質”

超臨界熱水合成法によ

るCeO2ナノ結晶の生成

Chem. Mater. (2010)    Nano Lett. (2011)

放射清浄用の

ナノ結晶

Angew. Chem. Int. Ed. (2010)   Chem. Comm. (2011)
Nature Nanotech. (2011)    Nature Mater. (2012)

スーパー蓄電気

極めて強く

しなやかな

非晶質金属

超撥水性表面

水滴をはじき返すばかりでなく

吸着する表面構造を実現

http://www.flickr.
com/photos/bru
nociampi/

“生体模倣物質”
生物系の機能を人工

物質で実現して応用

Chem. Mater. (2009)
Chem. Lett. (2011)

12

デバイスへの応用

“スピントロニス”

“MEMS”

しなやかな金属ガラスを

用いた“マイクロ鏡”
Optics Lett. (2011)

マイクロ電気機械系

2 nm

Co40Fe40B20

Co40Fe40B20

Co50Fe50

MgO

MgO

Phys. Rev. Lett. (2011)   Appl. Phys. Lett. (2011) 

“生体イメージングと生体センシング”

Angew. Chem. Int. Ed. (2011)
Proc. Natl. Acad. Sci. (2012)
Lab Chip (2012)

トンネル磁気抵抗

(TMR) デバイス
磁気ランダムアクセス

メモリ (MRAM)を目指し
て

13

原子分子を観測・制御

“原子の観察”

走査トンネル顕微鏡 (STM)
Appl. Phys. Lett. (2011), ACS Nano (2011)

走査型透過電子顕微鏡

(STEM)
Science (2009) 
Nature Mater. (2009)
Nature Comm. (2010)
Nature (2011)

“超伝導体、トポロジカル絶縁体
の電子状態の観察”

スピン及び角度分解型光電子分光装置

(spin-ARPES) 世界最高性能を実現

Nature Phys. (2009), Phys. Rev. Lett. (2010)
Nature Phys. (2011)

固体表面

の原子構造

界面の原子構造

シリコン結晶表面の

個々のSi原子

トポロジカル絶縁体

とデイラックコーン状態

11
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［スライド 17］

社会に貢献するグリーン材料

Si Quantum
Dot Arrays

100nm
High energy 
density
sulfur electrode

Li/Na Fast-Ionic Conductor

リチウム電池2D crystals

Electrochemical
Imaging  

熱電変換素子

Target Project4
コア・テクノロジ

持続可能エネルギ

ーシステム

階層構造材料トポロジー材料非平衡材料

基礎理論に基づき 構造・機能・プロセスを総合的にデザインする

グリーンデバイス＆システム

Nanoporous metals
スーパ

キャパシター

Spintronic
Materials

量子ドット

太陽電池

低エネルギー消費デバイス

14

Spin-centered Science
電荷制御からスピン制御へ

究極のエネルギー損失ゼロシステム

16

Focused research in AIMR

２．数学－材料科学連携

データ駆動社会に適合でする

予測に基づく材料デザイン

19

Mathematics in AIMR

2. 異分野融合による
パラダイム創出

世界をリードする 東北大発 3つのテーマ

Terunobu Miyazaki

Shigemi Mizukami

Hideo Ohno
Tomasz Dietl

Inverse spin Hall effect
Spin Seebeck effect

Eiji Saitoh

Gerrit E.W. Bauer

World leaders are at AIMR.
Spincaloritronics

磁性半導体

スピン流

TMR トンネル磁気抵抗

Takashi Takahashi
Motoko Kotani
Koji Sato

観測 数学

Electronic structure
by ARPES

Topology analysis

17

数学：科学の女王 OR 僕（しもべ）？
数学はすべての根源

•宇宙という書物は数学の言葉でかかれ
ている（ガリレオ・ガリレイ）

•幾何（ギリシア）：形の研究
•代数(アラビア・インド）：数の概念
•解析（ヨーロッパ）：運動の記述
天体の観察、星の動き

20

［スライド 13］ ［スライド 14］

［スライド 15］ ［スライド 16］

［スライド 18］
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科学の発見 ０１、数学の横串 １∞

Math

データ駆動社会へ向けて

材料ゲノムプロジェクト

(2012～）$100M ビッグデータプロジェクト

(2012～）$200M

• 巨大で複雑なデジタル・データ集
合から知恵と直感を抽出する

• 逆デザインセンター

• (2009～2014) $4M
コンピュータの性能 vs ビッグデータ

データの構造を見なければ いたちごっこ

真のデータはスパース

SIP革新的構造材料

東北大

JSTイノベーションハブ構築支援事業
「情報統合型物質・材料開発イニシアティブ」

NIMSを拠点にデータ科学をフル活用
した材料開発を推進

経済産業省

産業技術総合研究所（AIST）を舞台と
したマテリアルズインテグレーション

cf.
人工知能（AI）研究センター

ビッグデータに基づくAIと論理的・形式的な知識駆動
型のAIを融合

マテリアルズ・インフォマティクスに基づいた

新材料の探索

田中功教授（京大）グループ

AIMRは、数学的視点を提供できる
唯一の研究所として大きな期待

理論・実験・計算科学とデータ科学が連携・

融合した先進的マテリアルズインフォマティ

クスのための基盤技術の構築

研究総括：常行真司教授（東大）

23

数学の役目

データの階層構造

を材料科学者の

直観にあう

「言葉」に。

数値化、可視化

外国人研究者の割合

主任研究者（ＰＩ） 総数31人

内、定住または短期滞在外国人ＰＩ 16人 50%

国別数

米国 5, 中国 4, イギリス 2, ドイツ 1, フランス 1, ロシア 1
ポーランド １、カナダ1

全研究者数（含短期滞在者） 総数169人

内、外国人の割合55%

地域別割合

アジア 61%, 欧州 29%, 北米6%, オセアニア 2%
中東 2%

この他、 14カ国から52人の POST DOCS (75%) が参加

25 27

Cambridge, May 2012 UC Santa Barbara, July 2012

海外サテライト機関におけるジョイントラボ設置

主任研究員 31名
( 外国人16名 )
全スタッフ数約200 名
(外国人は研究者50％
以上)
事務部門も英語による

対応/公用語は英語/英
語またはバイリンガル

の事務書類

ＡＩＭＲの

研究員構成

外国研究者の招聘

若手研究者の派遣

をサポート

GI3
制度

3. 国際化
頭脳循環のハブ

24
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［スライド 29］

Joint research @ Joint laboratories

29

J. Orava

K. Orchard 

Y. Zheng
D. Kiss

M. Kotani

A.L. Greer

D. Awschalom
Photocatalysis

P.F. Nealey

K. Kurihara

T. Yanagimachi

H. Ohno

F. Wudl

Non-equilibrium 
Materials

Mathematics of 
random media

E. Reisner

K. Tanigaki

Organic 
semiconductor
s

G.R. Grimmett

Spintronic
s

Surface/
Interface

N. Asao
T. Adschiri

D.V. Louzguine

Nanocrystals

G. Wolfowicz

ジョイント・リサーチ@ ジョイント・ラボ

メールによる研究費情報

Dear AIMR researchers,
This is to inform of the new funding information 
as below. For those who meet the 
requirement for the application, I would 
highly recommend to try for it.

事務の国際化 「意識改革」が鍵

31

海外拠点における事務間の情報交換

大学全体に波及

大学の事務改革

東北大学経費執行ハンドブック

has been translated into English at 
AIMR for the first time.

ノーベル賞受賞者の講演会

33

AIMR Opening Ceremony (Nov. 15-16, 2007) 2011 WPI-AIMR Annual Workshop (Feb. 21-24, 2011)

Dr. Johannes Georg Bednorz
(1987 Physics Nobel laureate)

Dr. Peter Grünberg
(2007 Physics Nobel laureate)

the late Dr. Heinrich Rohrer
(1986 Physics Nobel laureate)

Special Science Cafe of Tohoku University sponsored
by AIMR (Feb. 23, 2013 at Main Building of AIMR) 

AIMR International 
Symposium 2013
(Feb. 19-21, 2013)

Prof. Ei-ichi Negishi
(2010 Chemistry Nobel laureate)

Dr. J. G. Bednorz

Chunnam Natl Univ

Jilin Univ. Brookhaven Natl LabNRC,Canada

Univ of Nevada

Johns 
Hopkins Univ

Univ of VirginiaUCL
Univ of York

Autonomous 
Univ of Barcelona  

Univ of Bremen

INSERM

Inst of Applied Acoustics

キャリア形成

In Japan:
Univ of Tokyo
Kyoto Univ
Kyusyu Univ
Waseda Univ
RIKEN
NIMS

Peking Univ.
IPCAS

Total Number > 50 

Akari Takayama
Ph.D. @Takahashi Lab (AIMR)

JSPS IKUSHI Prize
JSPS PD @AIMR

2014- Assist. Prof., U. Tokyo

Nanyang Tech. Univ.

Tsinghua Univ.

Univ of Sussex

Univ. Wisconsin

Pierre Richard
Assist Prof

at AIMR

Professo
r

at IPCAS

Excellent 
achievement 

by ARPES

Peter Sushko
After researcher at GI3 lab: 

Royal Society University 
Research Fellow, University 
College London

30

国際集会・ジョイントワークショップ

AIMR International Symposium
2012: 267 participants from 10 countries
2013: 240 participants from 14 countries 

(regions)

IACIS2012
“International Association of Colloid 
and Interface Scientists, Conference”
Emperor and empress presented

The 2012 WPI-AIMR Summer 
School of Materials Science 

(ASSM2012)   
30 students from 13 Countries

University of Cambridge

Joint Workshop with satellites

Institute of Chemistry,
Chinese Academy of Science

University of California,
Santa Barbara 32

34

国際的でオープンな空間

［スライド 25］ ［スライド 26］

［スライド 27］ ［スライド 28］

［スライド 30］

1.1　　教養教育特別セミナーの記録　話題提供 2「異分野融合へのチャレンジとリーダーシップ」



－　　－21

Tea Time Mini-Concert
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自分と異なる発想や感じ方があることを知る驚き

若いときのネットワークは一生の宝

そもそも知らないことを知ることはワクワクする。
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は、まだだいぶ前のものなので、内容が少し変わっ

ています。その後手を加え続けて、さっきまで手

を加えていたんですが、裏側のページの一番下の

左側、そこに、「3．「理解」可能性と「教養」の

役割」とありますが、これ、実は 2．に変えてい

ただけませんでしょうか。話の展開をもっと途中

で行うつもりだったんですが、そこまで展開する

時間も余裕もなくなって、結局 2 ということに留

まりました。

それでは、最初の方から始めていきます。途中、

資料が少し増えておりますので、そこは画面を見

ながら理解をしていただければと思います。まず

最初に、この話の全体の構成です［スライド 1］。

皆さんの資料にある通りで、これから展開して行

きますのでそれぞれの中身はここでは説明しませ

んけれども、下の方に、資料の下の方に小さな字

で書いております一般的な注意点というところで

すね。そこに 4 点あげておきました。これを一応、

これから話を聞いていただく際のいわば、謎解き

の鍵みたいな形で、理解していただければありが

たいと思います。ひとつは、私たちはその時の自

分に理解できるものしか理解できない。これは当

たり前のことですね。ただし、2 番目。私たちは

自分の「理解のフィルター」ある種の色眼鏡―

これは悪く言えば偏見ということですけれども、

それを通して物事を見ている。これも皆さんよく

お分かりのことかと思います。そして 3 番目。た

だし、「自分」も、したがってまた私が持ってい

る「フィルター」も変化―これは成長と言って

もいいですし、私のような歳を取ってきますとそ

れは退化、後退と言わなければならないかもしれ

ませんけれども―していくということが言える

かと思います。それから 4 番目。これは先ほどの

小谷先生のお話の中にも出てきましたが、私たち

は、自分は唯一の存在だということで、非常に個

司会（吉野）：それでは、3 人目、最後ですが座

小田豊先生にお話をお伺いしたいと思います。座

小田先生は、教養教育院総長特命教授でございま

すけれども、昨年の 3 月までは文学研究科で哲学・

倫理学合同研究室を担当されておられました。特

に近代哲学、ドイツ関連の中でもヘーゲル哲学を

専門にされております。話題提供のタイトルで

すけれども、「『異なり』のなかにアイデンティ

ティー」ということで、大変哲学的な謎めいたタ

イトルとなっております。それではお願いいたし

ます。

座小田：ご紹介にあずかりました、総長特命教授

の座小田と申します。私の専門は今、吉野先生

が紹介してくださったように哲学ですけれども、

ヨーロッパの近代哲学を中心に長年研究して参り

ました。これまでのお二方の先生方とかなり違っ

て、多分皆さんには理屈っぽいなというふうに感

じられるようなお話になるかと思います。皆さん

のお手元にある資料をご覧になっても分かります

ように、ほとんど字で埋め尽くされておりますの

で、その内容をいちいち説明していくと、恐らく

一日や二日じゃ話は終わらないというような、そ

ういう色々なものを盛り込んでおります。今日は

その中で、特に重点的に皆さん方の考えるきっか

けになってもらえればという点にウェイトを置い

て、説明をしていきたいと思います。できました

ら、後ほど皆さん方がこの原稿を見ながら、読み

直して、自分なりに私の話の中からヒントを引き

出すような読み方をしていただければというふう

に思います。ちょっとあらかじめ指摘しておきた

いことがあります。皆さんにお配りしたプリント

セミナー　話題提供 3
「『異なり』のなかに
アイデンティティー」

座小田 豊
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別性、個人性、特殊性を自負しているかと思いま

す。しかしその個別性、唯一性というものは、実

は多様性とリンクしているのだというこの点を念

頭に置いて、これからの話に耳を傾けていただけ

ればと思います。

今日の話の全体的な意図ですけれども［スライ

ド 2］、教養ということがひとつのメインテーマ

になっておりますので、その教養ということが一

体どういうことを目指して、あるいはどういうと

ころにベースを置いているのかということ、その

ことをちょっと考えてみた時に、私は基本的には

自分自身の人格的同一性、アイデンティティーを

確立していくということが、人生の目的であって、

そのために資するような様々な知識なり、ものの

考え方なり、その全体を教養という名前で呼べる

のではないかというふうに思うわけですね。例え

ば、「私＝私」であるということは「私」の「唯

一性」―先ほども言いました唯一性に照らして

みれば明確なわけですが、しかし、その「私」は

決して一定不変ではなくして、その内実は日々新

たに変貌していきます。その「唯一性」がなぜ変

貌するかというと、他者の存在を介して常に再確

認していかざるを得ないからなのです。これは日

常的にもそうですし、とりわけ外国に行ったりす

ると、そのことが身につまされるような形で思い

知らされることになります。これは私自身が何度

も経験していることです。そして、そこから言え

ることは、他者との「異なり」―これは後ほど

説明いたしますが、異なりとは、古典語の形容動

詞ですけれども―と、そしてその異なりを際立

たせてくれる他者との関係性が、私のアイデン

ティティーの限界を明らかにしてくれるのです

し、そして、その限界に気付く、これが教養とい

うことになるかと思います。そして、そのきっか

けとなる最良の機会が、「留学」という経験であ

ろうかと思います。そこから、最終的に結論とし

ては、「留学」は私たちにとって「教養」が不可

欠であることを明らかにしてくれる、きっかけに

なるだろう、なぜなら、「教養」とは、自らの「限

界」に気付かせてくれる力だからと、こういうふ

うな結論に話を持っていければというふうに思い

ます。

さて、今日のセミナーのタイトル。「異文化理

解と教養」ということですが［スライド 3］、異

文化理解―異文化を理解するのにどうして教養

が必要なのか。あるいはどのような教養が必要な

のか。そういう問いが出てくるかと思いますが、

この問いを分けてみますと、次の 3 つになるかと

思います。そもそも「異文化」とは一体何なのか［ス

ライド 4］。あるいはさらに、「理解」するとは一

体どのようなことなのか。そのために求められる

教養とは一体何なのか。そしてさらにそこに、「留

学」はどんな役に立つのか。こういった、非常に

重要な、厄介な問いがそこに立ち上がってくるか

と思います。まず最初に、異なりということにつ

いてですが、つまり「異文化」とは何かというこ

とですけれども、これは一見して明らかだと思わ

れる人もいるかもしれませんが、しかし、実はそ

れがそれほど明らかなのではなくて、実際に私た

ちはそのような異文化を目の前にすることによっ

て、初めてそれが私たちに明らかになってくる、

つまり、違っているということを実感的に身に体

験することを通さないと、その異文化という「異

なり」それ自体が明らかにはならないのではない

か。そういう意味で私は、「異」という、これは

現代語にもありますけれども、古典語では「異」

という違っている、特別なというそういう意味で

すけれども、そういう「異」の動きをちょっと念

頭に置いた上で、実際にそれを体験するというこ

と、つまりその場における違いを異なりという形

教養教育特別セミナーの記録　話題提供 3「『異なり』のなかにアイデンティティー」　　1.1
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で受け止めるということが重要な契機になるので

はないかというふうに思うんですね。そういう意

味で、異なりを知るために、異文化に直接触れ

る。異文化に触れる触れ方には色々ありますけれ

ども、例えば皆さんはこれからおそらく第二外国

語を経験し始めることになるでしょう。これは明

らかに、全く新しい体験だというふうに言ってい

いかと思うんですが、ではそういった中で、最も

大きな体験、経験となるのが留学ということにな

るのではないかと思います。では、それを理解す

るという時にはどういうふうに考えて行けばいい

のかということになりますが、一番大きな問題は

やはり言葉という壁がそこに出てきます。例えば

日常会話のレベル、それから技術的コミュニケー

ションのレベル―これは先ほどの小谷先生の、

数学というのはある意味では万国共有の言語だと

いうふうに言えるかもしれませんが、そういった

言語のレベル、そしてさらに、もう少し違うとこ

ろに文化的なレベルの違いといったようなものが

そこに加わってくるのではないかと思います。日

常会話のレベルにおいては、通常の日常会話が習

得できれば日常生活にはどこに行っても困ること

はないわけですね。その国の言葉を覚えれば。し

かしながら、文化レベルに関してはそんなに簡単

にいかないというふうに言わなくてはならないか

と思います。例えば、どこがどう違うのか［スラ

イド 5］。形式的なものについては、ある程度明

確だと言っていいでしょう。学校や交通規則、決

まりなどですね。それから電車とか、公共交通機

関のチケットの扱いなどを見ると、ここには明確

な違いがあります。私は、特にドイツにいました

ので、そのドイツのことをお話ししますと、ドイ

ツには公共交通機関には、チケットがなくても乗

れます。これは驚きですけれども、もっともチケッ

トを持っていないで乗っていると、違法乗車です

から、見つかれば普通料金の倍以上、時によって

は数倍の料金を取られることがあります。けれど

も、一応持っていなくても、すり抜けて行けば無

賃乗車可能な、そういうシステムになっています

ね。一応切符を自分で買って、その切符は自分自

身で検札機に入れるわけですね。もちろん、特急

列車とかに乗っていると車掌が回ってきてチェッ

クされますから、持っていないと罰金を取られる

ことになります。しかもその切符を持っていて

も、チェックを入れる機械の中に通していない

と、チェックされていないということで、また罰

金を取られます。つまり、その切符をもう 1 回使

えるわけですから。これはドイツの、どの交通機

関でも同じなわけで、これは行くと何か最初ひど

く得したような気がするんですが、時々列車の総

チェックみたいなのがあって、それに引っかかる

人が結構いて、それがたいていの場合外国人です

ね。しかも移民の方が多くて、非常に厳しい取り

立てを迫られるそういうような状況を私は 2、3

度目にしたことがあります。これはやっぱり大き

な文化的な違いが背景にあるんだろうというふう

に思いますね。ご存知のように、ドイツはアウト

バーンという自動車道路があって、これは基本的

に速度制限がありません。何キロでも出すことが

できます。私は、車はそれほど好きでもありませ

んし、そんなにスピード狂でもありませんけれど

も、普通に運転していて 200 キロぐらいはすぐに

出てしまいます。その私のそばをあっという間に

追い抜いていくポルシェとかそういった高級車が

あって、全く目を見張らんばかりのスピードの世

界なわけですね。これもまた文化的には全然違い

ますね。交通事故も非常に頻繁に起こるわけです

が、そういった交通公共機関等々の規則の中にも、

明らかに文化的な様々な違いが反映しているのだ

というふうに見ることができるのではないかと思

1.1　　教養教育特別セミナーの記録　話題提供 3「『異なり』のなかにアイデンティティー」
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な画家の一人だと言っていいかと思います。1500

年前後に活躍した人で、ここにあげている自画像

はミュンヘンのアルテ・ピナコテークという美術

館にある、有名な自画像、ちょうど 28 歳の頃に

描かれた自画像だと言われています。これは自分

をイエス・キリストになぞらえて、画家という職

業というものをこの世界に認めさせるために描き

出した自画像だというふうに説明されますが、こ

の自画像の内容を読み解くためには、ただこれを

ぼやっと見ているだけでは到底わけが分かりませ

ん。これは見ているだけで素晴らしく引き込まれ

るような絵ではあるんですが、それはやっぱりそ

の時代的な背景、デューラー自身の持っている意

図とかそういったものを考えて行かなければなり

ません。ちなみにニュルンベルグっていうのは、

皆さん多分ほとんどの方は分からないかもしれま

せんが、ニュルンベルグ裁判という、有名な第二

次世界大戦後のアメリカ、フランス、イギリス、

それからロシアが中心となった占領軍がナチスド

イツの軍の兵士たちを裁いた国際裁判所が設けら

れた、そういう場所でもあって、非常に重要な場

所なわけですが、そのニュルンベルグという場所

にこのデューラーという人は産まれたわけです

ね。その後、第二次世界大戦の時に、そのニュル

ンベルグは爆撃によってほとんど全面的に破壊さ

れます。しかし、ドイツ人は破壊された大きな街、

それを元の通りに復元するという非常に努力を惜

しまずに、昔の街をそのまま再現していく。ひと

つひとつのがれきを組み立て、積み上げて、また

新しく、古い街を再生していくという、そういう

努力を惜しまない民族なんですね。そのような彼

らが生み出したのが、私も行ってびっくりしたの

は、新幹線と並び称されるようなドイチェバーン

の ICE という、インター・シティ・エクスプレ

スという、超特急ですね。最高時速は、やっぱり

います。

さらに先の 3 番目の文化理解でのレベルでの言

葉の問題ということになると、これはもっと単純

にはいきません。一体何が語られているのか。本

当のところこの人は何を言いたいのか。文学作品

もそうですし、哲学の思想等の書物等になるとま

すますそれが言えるわけです。これはその文化と

は何かといった問いに連なっていくことになりま

す。本当にどこまで一体理解できているのかとい

う、そういう問いがそこに当然出てくるわけです

ね。理解するからには、例えば翻訳という方法を

使って、それを日本語に移して置き直していける

かどうかっていうことが問われていくことになり

ます。そうすると、どのような日本語を自分が身

に付けているかということが同時に問われること

になっていくわけで、そこに教養への問いという

ことが当然出てくるのではないかと思います。そ

れは言い換えれば、自分自身が持っている内的ア

イデンティティー、つまり、自分がどういう人間

であるのか、そういったものへの問いへと発展し

ていくことになる。なんで理解できないのか。ど

うして理解できないのか。本当に理解できるのか

どうかといったような問いが、そこに浮かび上

がってきます。これはいわば、関係性への問いと

言っていいのではないかと思います。つまり、相

手との関係をどのように考えるのか。ちょっと他

のお二人の先生の資料を見て、色々と映像を使っ

ておられたので、私もちょっと出してみたいと思

いますが、ここにヨーロッパ文化の、これから

ちょっと若干文化の伝統ということで、その契機

を考えて行きたいと思いますが、画面に出ている

のは、これは多分資料にあげていなかったかと思

います。あげていないものがこれからいくつか出

てきます。左側は、デューラーというドイツ、ニュ

ルンベルグの出身の画家で、ドイツでは最も有名

教養教育特別セミナーの記録　話題提供 3「『異なり』のなかにアイデンティティー」　　1.1
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が 2005 年にドイツにいた時に、2000 年祭ってい

うのが色々な街で行われていまして、ローマが都

市のベースを作ったその 2000 年目の年に当たる

という、要するに紀元 5 年ぐらいにヨーロッパの

色々なところにローマ人が街を作っていった。そ

ういう痕跡が残っていて、地面を掘り返していく

とそういう遺跡がぼろぼろ出て来るわけですね。

今もそういう工事がずっと行われています。これ

はひとつの伝統。それから 2 番目。ちょっと頭だ

けで、伝統ということだけで言うと、神話と文学

的伝統というのがございます。これも、各国に偉

大な文学者がいて、彼らがそれなりの作品を残し

ていて、それぞれの民族の精神を代表するような、

そういうような文学を作り出したと言われている

わけですね［スライド 10］。各民族はそれぞれに

神話を持っているわけですから、これはギリシャ

神話に限らず、ケルト神話、それからゲルマン神

話、北欧神話、様々な民族が神話を持っています

ね。さらに、これは私の分野ですけれども、哲

学、思想の伝統というものがございます。これは

皆さんの資料だと字が小さすぎて見えないかと思

いますが［スライド 9］、古代ギリシャから中世、

近代、20 世紀という時代の中で、思想が営まれ、

展開して行きます。これは連綿とした伝統を持っ

ているわけですけれども、さらに一般的にはパッ

と見てもらえれば分かりますが、ここに 4 点［ス

ライド 7、8］。母子像、マリアとイエスキリスト

の赤ん坊の時の絵を描いた、4 点の絵を並べてお

きました。最初は先ほどあげたデューラー、左側

ですね。右側がラファエロです。いずれもウィー

ンの美術史美術館にある作品で、次の左側ものが、

ハンス・メムリンクという人が描いた三連祭壇画

という、これは両翼が扉になっていまして、開く

とそれが祭壇画になるというものですね。右側が

ジョヴァンニ・ベッリーニというイタリアのヴェ

300 キロぐらい出ますが、この列車の、これは日

本と同じように非常に有効な時間、正確な時間で

運行されているのですが、こういったふたつの、

伝統と現在の狭間の中に、ドイツに行くと直面さ

せられることになります。ともあれ、ちょっと先

を見て行きますと、ヨーロッパの文化の伝統をさ

らっと見て行きますけれども［スライド 6］、ご

存知の通りひとつはギリシャ文化とローマ文化と

いうものがありますね。左側が有名なサモトラケ

のニケというルーブル美術館の正面の階段を上

がっていった真正面のところに飾られている非常

に感動的な、圧倒されるような彫刻ですけれども、

ギリシャの彫刻です。紀元前 190 年頃に制作され

たと思われている勝利の女神の彫像ですね。ヨー

ロッパの文化の礎にはギリシャ文化があるという

ことは、よくご存知だと思います。それからもう

一方、ローマの文化というものがヨーロッパの各

地に浸透して行きます。これはローマ帝国という

形でどんどんローマ帝国の範囲、領土を広げて

行って、ここにあげているのはスコットランド、

イギリスですね。イギリスのスコットランドとイ

ングランドとの間のちょうど境に、紀元後 76 年

から 138 年頃に、皇帝の地位にあったハドリアヌ

スという人の時代に作られた長城です。これはケ

ルト族が侵攻してくるのを妨げるために作った城

壁なんですね。その城が現在でも残っていまして、

これは世界遺産に登録されていますが、この城が

スコットランドとイングランドの境界線だとずっ

と目されてきて、それが彼らの民族意識のひとつ

の境界線というふうに考えられてきたということ

も言えるわけですが、それほどの力をローマ帝国

はヨーロッパの果ての果てにまで勢力を及ぼし

て、文化的な影響力を行使して行っているわけで

す。このローマの遺跡は、ヨーロッパのいたると

ころで見ることができるわけですが、ちょうど私
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なります。そのパスポートがなんでよりどころに

なるかと言えば、自分の血筋、自分が生い育った

国。そういった国が、実は自分自身の根本にある

からだという、そういうふうな意識があるのかと

思うんですね。もう一点、最後に、日本は文化的

に鎖国等を通じて、非常に独立した国だというふ

うに言われてきたわけですけれども、最近の研究

では当然渡来人によって、この日本の民族が形作

られてきたんだということが明らかになっていま

すね［スライド 14］。縄文、弥生しかりです。そ

れから奈良時代の文化はみんな中国、朝鮮からの

渡来人たちによって作られたというふうに言われ

ているわけですね。その際に言われたのが、和魂

漢才ということでした。やがて明治維新以降、今

度は西洋化ということで和魂洋才ということが言

われます。その時に、じゃあ和魂、日本人の心っ

て一体何なのかと［スライド 15］。そういうふう

に問われるとそれが何なのかということについて

はやっぱり考えて行かなければならない。それを

理解し、考えて行く契機となるのも、やはり異な

りということを意識することによってではないの

かと私は思うわけですね。最後に、ちょっと暫定

的な結論です［スライド 16］。皆さんのプリント

にもありますのであらためて言うまでもないこと

ですけれども、「おのれ」を知るためには「他者」

を知らなければならない。「他者」を知るには「お

のれ」を知らなければならない。いずれにしても、

「おのれ」および「他者」の文化的背景およびそ

の関係についての知識がなければ、「おのれ」の

限界も、「他者」の限界も見定めることができな

いはずです。「教養」というのは、そのような関

係、および限界の認識の総体、それを指すのでは

ないか。そのような教養を作り上げていくことが

重要であるように思います。大切なのは、やっぱ

り自分自身と他者との「異なり」に気付くことで

ネチアにある作品です。これは私も直接見て、あっ

と驚くような素晴らしい作品だったのでこれは

こっそりと私が撮った写真ですけれども、誰もい

なかったので、こっそり写真を撮らせていただき

ました。

さて、近代以降ヨーロッパは大きく展開して

いくことになりました。その大きな特徴を、合

理化と普遍化というふうにあげることができる

わけですが、そのヨーロッパの文化の展開の中

で、この右に図があげてありますけれども［スラ

イド 11］、これはエネルギーの消費量と人口増の

割合を、国連の 2010 年の調査によって示したも

のです。産業革命がちょうど真ん中あたりにあり

ますが、あの辺りから人口が急増してきます。エ

ネルギー消費がどんどん拡大して行きます。破線

のあるところが 2010 年の段階で人口 60 億。その

後現在もう 6 年経ちましたから 70 億ぐらいに増

えているのかもしれません。エネルギー消費もど

んどん膨らんで行っていますけれども、文化的に

見れば、まさにヨーロッパの伝統が、世界全体を

席巻している［スライド 12］。これが、グローバ

リゼーションがもたらしている現在の状況だと

言っていいかもしれません。もちろん、いい影響

ばかりではなくて、様々な悪影響ももたらしてい

ることはご存知の通りですね。これは最後の話で

す。ちょっと時間がないのではしょりますけれど

も、結局じゃあ日本人とは一体何なのかという問

いになろうかと思いますが［スライド 13］、先ほ

ど富士山の絵が出ていましたけれども、ヨーロッ

パにいて、自分のアイデンティティーを一体どこ

に求めればいいのかというと、やっぱり日本とい

う国のことになっていくわけですね。それが一体

何なのかというと、簡単に言えば私たちはヨー

ロッパ中旅行して歩く時に身分を保証してくれる

ものである、パスポートがひとつのよりどころに
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司会（吉野）：座小田先生、どうもありがとうご

ざいました。以上で話題提供を終了いたします。

それではここで、少し休憩を取りたいと思いま

す。その間に舞台で机をセットして、パネルディ

スカッションの準備をしたいと思います。パネル

ディスカッションの開始は 15 時ということでま

た席にお戻りください。それでは、10 分強、休

憩したいと思います。

はないかというふうに思います。その異なりを無

視するのではなくて、重視することによって初め

て、己のアイデンティティーがはっきりと自覚で

きるようになるかと思います。そのきっかけのひ

とつが、「留学」という大きな経験になればいい

かというふうに思います。ちょっと急ぎすぎて申

し訳ありませんでした。

（拍手）
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「「異なり」のなかにアイデンティティー」
総長特命教授 座小田 豊

○全体の構成
序 この話題提供の意図とそこから導き出そうとする結論？
１． 「異文化理解」と「教養」の関わり
A. 「異文化」とは何か？（「西洋文化」を材料に）

「異なり」の意味 （１）
「異なり」の意味 （２）

B. 「アイデンティティー」とは何か？
２． 「理解」可能性と「教養」の役割

注意点 一般に

１．私たちはその時の自分に理解できるものしか理解できない

２．私たちは自分の「理解のフィルター」（ある種の色眼鏡＝偏見）を通して物事を見ている

３．ただし、「自分」も、したがって「フィルター」も変化（成長・退化）する

４．「唯一性」と「多様性」は相関する 1

１．「異文化理解」と「教養」の関わり

１．「異文化」を理解するのに「教養」がどうして必要なのか？

あるいは、どのような「教養」が必要なのか？

この問いを分節化すると⇒次の三つの問いになるだろう

○ 「異文化」とは何か？

○ 「理解」とは何か？

○ そのために求められる「教養」とは何か？

そして、 「留学」がどのような役に立つのか？

3

「異なり」の意味 （２）

⇒ 「どこがどう違うのか？」（形式的なもの（ex.学校や交通の規則や

決まりなど) については、ある程度明確）

ex. 電車など公共交通機関のチケットの扱い⇒背景に「文化的伝統」

背景となる世界観や人間観などいわゆる「文化」の領域に関しては、

違いの理由はそれほど明示的ではない＝だから不可解！？）

３．文化理解のレベルでの「ことば」

思想や文学の理解可能性→「文化」とは何か？⇐「教養」の問い

⇒それは自分の「アイデンティティー」への問い、あるいはその危機へ

の問い＝「自分は一体何者なのか？」⇒「関係性」が浮かび上がる

5

序 この話題提供の意図とそこから導き出そうとする結論

まず確認しよう：自分自身の人格的同一性 Identityの確立が生の重要な目標

⇒「私＝私」は「私」の「唯一性 Uniqueness」に照らせば確かに自明

⇒だが、「私」はけっして一定不変ではなく、その内実は日々新たに変貌する

⇒「唯一性」は他者の存在を介して常に再確認せざるをえないからである

⇒他者との「異なり」（形容動詞）と「関係」が「私」の Identityの限界を暴く

⇒その限界に気づくきっかけとなる最良の機会が「留学」経験

⇒結論：「留学」は私たちにとって「教養」が不可欠であることを明らかにする

⇒なぜなら、「教養」とは自らの「限界」に気づかせてくれる力だからである

2

A. 「異文化」とは何か？ 「異なり」の意味 （１）

◎ 「異なる」「文化」とは何か、そして、それはどのようにして理解できるのか？

→ 「異なり」とは？

→ 「異なり」を知るにはどうすればいいのか？

手っ取り早いのは「異文化」に直接触れること＝ex. 留学の「経験」（いや「体験」）

◎ 「理解」には相（レベル）の違いがありそうだ！⇒ まず一番は、「ことば」の問題

１．日常会話レベル

２．技術コミュニケーションレベル

⇒ その上でなお、「どうも変だ！？」、 「日本と違う！？」（社会一般の慣習や

規則、生活習慣・食習慣）

３．文化理解のレベルでの「ことば」

4

ヨーロッパ文化の伝統（１）：ギリシア文化とローマ文化

ギリシア彫刻：サモトラケのニケ
(BC.190頃）

ローマ帝国：スコットランド：ハドリアヌス帝
(76‐138)の長城

6

［スライド 1］ ［スライド 2］

［スライド 3］ ［スライド 4］

［スライド 5］ ［スライド 6］
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（２）キリスト教文化：教会：宗教芸術（絵画・音楽・彫刻）

アルブレヒト・デューラー Albrecht Durer
1471‐1528 | ドイツ聖母子像1512年、ウィーン美術史美術館

ラファエロ・サンティ Raffaello Santi(1483‐1520),イタリア

草原の聖母1505年頃、ウィーン美術史美術館

7

（３）哲学・思想の伝統

○古代ギリシア

アテナイ ソクラテス

プラトン、アリストテレス、

○ 中世

アウグスティヌス、ボエティウス、ボナヴェントゥラ、

アンセルムス、トマス・アクィナス、

○近代

クザーヌス、デカルト、スピノザ、ライプニッツ

フランシス・ベーコン、ロック、ヒューム、

カント、フィヒテ、ヘーゲル

ニーチェ、マルクス、ディルタイ

○20世紀

ハイデガー、ヤスパース、

サルトル、メルロー＝ポンティー

(http://art.pro.tok2.com/R/Raphael/Athens.htm)

9

（５）「近代」以降のヨーロッパ文化の展開: 「世界のエネルギー消費量と人口の推移」

「合理化」と「普遍化」の西洋

○宗教戦争

○近代科学

○市民革命

○産業革命

○国民国家⇒植民地主義

○世界大戦（第1次・第2次）

○グローバリゼーション
（出典）United Nations,"The World at Six Billion"

United Nations,"World Population Prospects 2010 
Revision"

Energy Transitions: History, Requirements, Prospects

BP Statistical Review of World Energy June 2012

BP Energy Outlook 2030: January 2013

【第111-1-1】 世界のエネルギー消費量と⼈⼝の推移

11

聖母子像 （２）

ハンス・メムリンクHans Memling
1430/40‐1494 | ネーデルランド ：三連祭壇画 ウィーン美術史美術館

ジョヴァンニ・ベッリーニ Giovanni Bellini
1433‐1515 | イタリア ：聖母子、マグダラのマリア、と聖カタリナ
1490年頃 ヴェネチア、アカデミア美術館

8

（４）文学的伝統（詩人・文学者たち）

ダンテ・アリギエーリ：イタリア(1265‐
1321)『神曲』、『新生』、etc.

シェークスピア・ウィリアム：イギリス(1564‐
1616)『ハムレット』、「ロミオとジュリエット」
etc.

10

◎ヨーロッパ文化の伝統と現代

アルブレヒト・デューラー Albrecht Durer
1471‐1528 、 ドイツ、自画像 1500年、ミュンヘン・
アルテ・ピナコテーク

近代合理主義・現代ドイツの技術の象
徴 ICE

12

［スライド 7］ ［スライド 8］

［スライド 9］ ［スライド 10］

［スライド 11］ ［スライド 12］
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B.「アイデンティティー」とは何か？ 留学の体験から

A. 「私は誰？」

人格 Personの同一性 (私＝私)
B. 私は日本人

（アイデンティティー パスポート）

C. 日本人とは何、誰？

D. 富士山と桜、奈良・京都

13

２．「理解」可能性と「教養」の役割
異文化の通訳可能性 interpretability・翻訳可能性 translatability ・共訳可能性
commensurability（⇒哲学的解釈学 philosophical hermeneutics）
たとえば、翻訳可能性は自国の文化を理解する教養 liberal artsに基づく

＝どういう日本語に置き換え可能か⇔「おのれを知ること」が大切

A. 「私は誰？」人格 Personの同一性(私＝私)
B. 私は日本人

C. 富士山と桜、奈良・京都

D. 父・母、兄弟・姉妹、友人、恩師、親戚・知人etc.，
E. 郷土・生育った「ふるさと」 という圏域 (atmosphere)
こうしたすべてのものとの関係によって涵養されて今の「私」がある

⇔そのことをどこまで自分自身で知り、気づきえているか

⇒それが「教養」の力⇒そこから「異文化理解」の可能性が拓かれる
15

日本の文化的伝統概観：「和魂漢才」と「和魂洋才」

縄文人・弥生人（渡来人）

A. 中国文化・仏教文化の渡来

法隆寺607年造・金堂・釈迦三尊像623年造（鞍作止利作）→

帰化人（鑑真688‐763）・遣唐使（吉備真備695‐775・空海774‐835）

B. 無常・もののあわれ・わび・さび（伝統芸能・古典文学）

短歌・物語・日記・随筆・和歌・鎌倉仏教

C. 武家文化・武士道（剣道・弓道・茶道・能 etc.)

D. 鎖国政策

E. 明治維新（西洋文化の受容）

文明開化・富国強兵

F.     第二次世界大戦後

経済立国・技術力・勤勉さ・倫理的潔癖さ
14

暫定的帰結

○「おのれ」を知るには「他者」を知らなければならない

○「他者」を知るには「おのれ」を知らなければならない

○いずれにしても、「おのれ」および「他者」の文化的背景
およびその関係についての知識がなければ、「おのれ」の
限界も、「他者」の限界も見定めることができない

⇒「教養」とはそのような関係および限界の認識の総体

⇒大切なのは、「おのれ」と「他者」の「異なり」に気づくこと
⇔その学びのきっかけの一つが「留学」である

16

［スライド 13］ ［スライド 14］

［スライド 15］ ［スライド 16］
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開始しますが、今日は皆さん方との意見交換とい

うのが目的です。これまで 3 人の先生方から話題

提供をいただきましたので、先生のお話に対する

皆さん方からのご意見、質問をまずいただいて、

それに対してお答えいただき、それからまた発展

させて他の先生にも議論に加わっていただくとい

うふうに進めたいと思います。ということで、ま

ず先生方に質問したい、意見を述べたいというか

たがいましたら挙手をしてください。それでは、

所属と名前を言ってください。

学生 A：経済学 1 年の A です。石田先生に質問

です。オランダの「海面下の人口環境の厳しい現

実」と書いてある、水没している写真が資料にあ

りました。この写真を見ると、水没したのは多分

事実だと思うんですけれども、これから復興する

のに何年かかるのか、どのくらいお金がかかった

のかと疑問に思ったので、もしお分かりであれば

教えていただきたいのですが。

司会（吉野）：石田先生の資料の中に、水没した

写真があったということですけれども、何年かか

るかという質問ですね。

石田：はい、ご質問ありがとうございます。レク

チャーの中でちょっと話をしましたが、オランダ

は中世後期、大体 1000 年とか 11 世紀ぐらいから、

もともと水没している。海の中だったり、河川河

口のデルタ地帯に水没しているところの水をかき

出して、土地を乾かして、周りに堤防を築いて、

水が入らないようにして、ということをやってき

ています。低地オランダ、つまり海より低い地域

のオランダの人たちは、良くも悪くも水が出て、

コミュニティーが水没するっていう体験を一度な

らず、数百回とか数千回多分やっているんです

ね。ということで、半分冗談ですけれども、ちょっ

と前まではナショナルスポーツというか、子ども

たちが小学校とかでも、洋服を着たままプールに

司会（吉野）：それでは、ちょうど 3 時になりま

したので、これからパネルディスカッションを開

始したいと思います。ご登壇いただきましたの

は、先ほど話題提供をしていただきました、石田

先生、小谷先生、座小田先生の 3 人。それに教養

教育院総長特命教授の先生に加わっていただいて

おります。適宜討論に参加していただきたいと思

います。この総長特命教授というのは、在職中に

教育・研究において優れた業績を上げ、教育に対

して強い情熱を持っている方を名誉教授の中から

抜擢、選抜された先生方です。3 人の先生方をご

紹介いたしますと、座小田先生の隣にいらっしゃ

るのは、農業経済学がご専門の工藤昭彦先生でご

ざいます。（拍手）それからお隣は、哲学がご専

門の野家啓一先生です。（拍手）隣が、生体医工

学がご専門の山口隆美先生でございます。（拍手）

それから本年度、この 4 月から総長特命教授に任

命されました、これ以外の 3 名の先生方をここで

紹介したいと思います。この前の方の席に座って

おられますので、ご紹介したいと思います。まず、

理学研究科から来られました高木泉先生です。（拍

手）ご専門は数学で、特に数理生物学ということ

でございます。それから同じく理学研究科より来

られました宮岡礼子先生です。（拍手）専門は数

学で、特に微分幾何学ということでございます。

最後は農学研究科より来られました、米倉等先生

です。（拍手）専門は開発経済学、インドネシア

を中心とした地域研究ということでございます。

先生方にはもし機会がありましたらご発言いただ

くということにしたいと思います。3 時半までに

は絶対に終わらせるということで、時間を守りた

いと思っております。パネルディスカッションを

パネルディスカッション
「異文化理解と教養
―留学によって身につく力―」
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浸かって、洋服を着て岸にたどり着くっていうト

レーニングをやるんですけれども、それぐらい水

没するリスクが高かったと。ただ、もちろん 20

世紀に入って、あるいは産業革命以降、蒸気機関

が導入されて、排水技術が非常に飛躍的に高まっ

たことで、今は 1 センチ単位でその水位を制御で

きるようになっています。技術発展とコストの問

題は、それぞれの被災の程度や時代によって違う

ので数字でいくらとは言えませんが。一番大きい

洪水は 1950 年代に起きた聖エリザベスの洪水で

す。この洪水の後、海水と淡水を分ける何十キロ

もの水門を海岸線に作ってある程度その地域の内

水環境が安定して、堤防決壊がなくなりました。

デルタプランという計画ですが、洪水から 20 年

ぐらいかかって実現しています。今は大きなコ

ミュニティーが洪水で沈むような災害は少なく

なっていますね。

学生 A：ありがとうございました。

司会（吉野）：それでは他の方、いかがですか。

はいどうぞ。

学生 B：工学部の B と申します。小谷先生に質

問です。先ほど、AIMR のお話で、新しい視点

を入れるために、AIMR の中で音楽会をやった

りとか、ティータイム、お茶会みたいな雰囲気で

議論をしたりなどしているという話があったので

すが、そういうのは日本の他の研究機関、研究所

などでもあることなんでしょうか。それとも、海

外のほうが多い例とか。

小谷：ティータイムにクッキー食べながらとか、

お茶を飲みながらのセミナーやディスカッション

を行っているのは、そのような雰囲気だとリラッ

クスして色々な質問がしやすいからです。今日も

これだけたくさんの方がいらっしゃるのに、なか

なか手をあげにくいようです。クッキー食べなが

らとか、お茶飲みながらだと、きっと皆さん質問

されると思います。海外、特にヨーロッパでは、

3 時もしくは 4 時に毎日お茶が出るとか、時々

シェリーとかワインも出るとか、わりと当たり前

だと思います。どんなに忙しくても、お茶の時は

出てきて、自分の周りに普段いない人とお話をす

ることが自分にとってもためになるというふうに

思い、出てくるのが普通です。日本の中で、それ

が普通なのかと言うとあまりないのかもしれませ

ん。

司会（吉野）：今の点について他の先生方からご

自分の経験で何かございますか。工藤先生いかが

でしょうか。

工藤：私は留学の経験がありません。ただ、アジ

アとかヨーロッパ、ヨーロッパは少ないんですが、

地べた派ということで現地に出向いて研究をして

きました。異文化の理解について特に意識したこ

とはありません。ただ、食べることから始めると、

色々話題が広がる。こういう経験は何回もありま

した。それぞれの地域で食べ物が全部違うんです

ね。飲み物、これも結構違います。堅苦しい調査

では聞けないような本音の話を、公式の行事が終

わって、夕方から食べたり飲んだりするとしてく

れる。飲み過ぎて次の日潰れるということもあり

ましたが。皆さんはこれから留学したり、仕事で

海外出張やら転勤などの機会が増えると思いま

す。自分のレシピを作っておいて、私の得意技は

これですよと。みんなが集まった時に、日本の伝

統食。例えば私は秋田県ですが、きりたんぽぐら

いは作ってですね、皆さんと一緒に鍋を囲む。そ

ういう体験が、異文化理解というか違う社会に暮

らす人々の理解を深めるきっかけになるのではな

いか。そんな気がしています。ちょっとピントが

外れましたね。

司会（吉野）：大丈夫です。野家先生も一言何か、

今のことに関連してご発言いただけますか。

教養教育特別セミナーの記録　パネルディスカッション　　1.1



－　　－34

それでは山口先生も一言お願いします。

山口：今のティータイムの質問に答えると、日本

ではあまりないんですよね。私はイギリスに留学

したんですけれども、ティータイムが朝と夕方に

あって、かつ昼食をゆっくり一緒に食べる日常で

した。一体いつ勉強しているんだろうかっていう

ぐらい、社交的な、と言いますか、そういう機会

がありました。これが、実は本当の鍛錬だと思う

んですね。その皆と一緒の昼飯を食いながら、自

由に出てくる話題を追いかけて行って、それに対

して自分の意見が言えるようになる。これは大体

1 年ぐらいかかるんですけれども、1 年ぐらいか

かるとその日に話題になりそうなことに大体見当

がついて、それでその話題に準備する。準備する

と言うのは、新聞を読んでおいて、テレビを見て

おくっていうぐらいのものですけれども、そいつ

ができるようになると初めて本当に話が分かるか

な、分かったかなという実感ができると思う。やっ

ぱり外国に行くっていうのは、そういう意味で何

語を話す人でも同じでしょうけれども、人間は同

じだっていうことを理解することにあるんじゃな

いかと思います。僕はちょっと座小田先生と違う

意見なのかもしれないけれども。どこの人間もみ

んな同じで、みんな同じように飯を食って、同じ

ようにつまらないことを話題にして、それでお互

いに段々と理解が深まっていくのですね。そうい

うことが実感できるっていうのが、留学をすると

いうことの本当の意義だろうと僕は思っていま

す。先ほどの質問で言えば、日本でも本当はティー

タイムのようなことがあればいいと思うので、ぜ

ひ諸君も近くにいる外国人の学生諸君と、あるい

はさらには自分で留学して、とにかく一緒に昼飯

を食うと。これがもう、国際理解の一番の鍵だと

思っています。

司会（吉野）：はい、ありがとうございました。

野家：そうですね。皆さんなかなか入学したばか

りで手をあげづらいと思いますけれども、皆さん

方、海外に行ったことある人はどのぐらいいます

か。

司会（吉野）：はい、手をあげてみてください。

ずいぶんいますね。

野家：ずいぶんいますね。では、外国人の友達を

持っているという人はどのぐらいいますか。少し

はいるようですね。東北大は、先ほどからお 3 人

の先生話されているように、グローバルな大学で、

留学生もたくさんいます。ですから、これから皆

さん色々な機会を見つけて、そういう異文化と触

れるというか、外国人の方と友達になって、ネッ

トワークを広げることが大事です。大学の一番重

要なことは、皆さん 4 年間の自由な時間と空間を

持っているわけですから、それを最大限に活用し

て、友達のネットワークを広げることが後々、先

ほど小谷先生も言っておられましたが、色々な意

味で社会に出てからも役に立つと思います。です

から、工藤先生が食べ物の話題を出すと仲良くな

れるという話をされましたが、授業に一緒に出て

隣り合わせになったでもいいし、食堂でカレーラ

イスを一緒に並んで食べたでもいいし、何かそう

いうきっかけを作って、特に外国の留学生の方と

仲良くなってください。それが、皆さんがこれか

ら学部や大学院に進むにしても、色々な意味で財

産になると思いますので、遠慮せずに話しかけて。

皆さん英語は多少ともできるでしょうから、そう

いうネットワークを広げる努力を。特に 1、2 年

の教養課程、その間に身に付けて、先ほど座小田

先生が言っておられましたけれども、教養という

のは己を知り、他人を知る。それが一番の基礎で

すから、そのことを心がけて、これからの学生生

活を過ごされたらいいのではないかと思います。

司会（吉野）：はい、ありがとうございました。
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やイギリスの技術を入れたので、あるところでオ

ランダの技術は継承されなくなっています。その

後日本は独自の技術を開発して、今は日本のトン

ネル技術や土木技術は世界的に一番進んでいます

ね。以上です。

学生 C：ありがとうございます。

司会（吉野）：よろしいですか。どうぞ、他にど

なたかいますか。シーンとなっちゃったな。2 階

の人いませんか。2 階席の人。はい、どうぞ。

学生D：1年工学部のDです。座小田先生に。さっ

きのプレゼンで、「アイデンティティーの限界を

知る」と書いてあったんですけど、アイデンティ

ティーの限界っていうのはどういうものなんです

か。

司会（吉野）：はい、なかなか難しい質問ですね。

お願いします。

座小田：一番難しい質問ですね。というのは、そ

れはここが限界だよと言われて、そうなんですか

と言えるようなものなのではなくて、自分で気

付くということですよね。私の具体的な経験を

ちょっとお話しすると、これは言葉と関係してい

ますけれども、ドイツで滞在が 3 ヶ月を越えると、

ビザを取得しなくてはいけなくて、外国人局とい

うところに行くんですね。そこで、あなたはどう

いう目的で何をしに来たんだというふうなことを

質問されるわけです。私は、大学の先生だったか

ら、研究をしにやってきましたというふうに、招

聘してくれた先生の推薦書、紹介状等を持って

行って見せるのですが、それにも関わらず、何か

しつこくごちゃごちゃ言われるわけですね。何だ、

お前は何だと、ほとんど恫喝されるような、人間

じゃないみたいな言い方をされるわけです。ドイ

ツ語で wegschicken（ベックシッケン）という言

葉を言われたんですね。これはドイツ語の分かる

人は分かると思うんですけれども、私はその時分

それは皆さん方から他の質問。何でも結構ですよ。

はい、どうぞ。

学生 C：工学部の C と申します。石田先生にお

伺いしたいんですけれども、オランダで人工的に

海を削って土地を作るのは、現在も行われていま

すか。そして、その技術は他の国で今は使われて

いますか。

司会（吉野）：質問はふたつですね。

石田：日本も、例えば八郎潟や有明海などは戦後

の食糧難の時にお米をたくさん作る目的で干拓す

るんですけれども、その際オランダの技術を取り

入れています。それ以前も明治時代にたくさんオ

ランダの技術者が日本に呼ばれて、主に河川の改

修と築港ですね。利根川とか長良川とか筑後川と

か、色々な河川改修や港を作っています。熊本の

三角港など今も当時の痕跡が残っています。当時、

オランダの進んだ治水技術を持ってきて、実際に

技師が来てやっています。仙台の近くでは、完成

前に台風で計画が頓挫しましたが野蒜港の計画が

有名です。レクチャーの中でも言いましたけれど

も、オランダは 17 世紀以降、世界中にコロニー

を持っていたので、そこでは最初にオランダ型の

治水をやっているんですね。いまでは当時のオラ

ンダの集落の跡が文化遺産になっているところも

あります。例えばインドネシアのジャカルタでも、

当時の運河を復元しようという取り組みがありま

すし、技術に関しては当時の痕跡を今でも世界中

で見ることができると思います。長崎の平戸では

17 世紀当時のオランダ商館が、最近、復元され

ました。

日本は最初にオランダの技術を取り入れたんで

すけれども、その後は、低水技術と高水技術に分

かれて、山の中にダムを作るようになります。日

本は山だらけですが、オランダには山がないので

参考にする技術がなかった。それで今度はドイツ
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いるうちに、ドイツで哲学の勉強をしに来たんだ

と。何で、ドイツで哲学の勉強なんかできるんだ

と。何のためにするんだとか、段々恫喝されるよ

うになってきて。一体何でこの人はこんなことを

私に言うんだろうかと。やっぱり何か疑心暗鬼で、

向こう側は疑ってかかっているから、そういうふ

うな高飛車なものの言い方をする。いくら説明し

ても全然話がうまくかみ合わないんですね。最初

ドイツ語でしゃべっていたらうまく行かなかった

んで、途中から英語でしゃべり始めたら向こうも

英語でしゃべり始めてくれて、実は私は高校の教

師なんだっていう話で。ああそうですかと。それ

で、ドイツ語じゃうまく意思疎通できなかったけ

れども、英語だと意思疎通ができて、彼はああ、

そういうことで勉強しに来たのかと。でもそれな

ら日本だってできるだろうと言われて。まあそう

言われればそうかもしれないな、というような。

要するに、自分の限界を感じた。要するに、うま

く自分のいる立場を説明できなかったっていう限

界があって、それはひとつの限界かなと思います。

もっと色々ありますけれども、具体的な経験で言

うと、現地での経験で言うと、それぐらいですか

ね。

司会（吉野）：はい。D くんどうぞ。

学生 D：そのアイデンティティーの限界という

のは、これから自分が成長していく限界ではなく

て、今現状の限界ということなのでしょうか。

座小田：常に限界があると思うんです。今あなた

が、自分が理解できる限界っていうのは当然ある

わけですよね。それに気付くためには、要するに

トライしてみなければ、チャレンジしてみなけれ

ば分からない。実際にその場に立って、例えば本

を読むとかすると、分からない。哲学書を読んで

みると分かると思いますけれども、全くちんぷん

かんぷんだという思いに捉われることがあると思

からなかった。道 Weg を与えてくれる（schicken

してくれる）っていうふうに言ったんだと思った

んですね。その時、すごく険しい顔をして言って

いるから変だなと思って。うちに帰って辞書で調

べてみたら、「強制送還する」という意味なんで

すね。これは、僕のドイツ語ってこんなものだっ

たのかと思って。ベッグ weg- っていうのは普通

で言う、動詞の接頭辞っていう語で、「抜け出す」

とか「脱する」という、そういう意味があるんで

すけれども、それをシッケンという、「送る・送

り届ける」という言葉にくっつけて、強制送還す

るという意味になるのです。それを私はベックっ

ていう道という意味の名詞をシッケンしてくれる

と、つまり「道を示してくれる」って聞こえたの

ですね。なのにどうしてこんな怖い顔をしてこう

いうことを言うんだろうなと思って。その時に、

私は自分のドイツ語力の限界はもちろんあるんで

すけれども、ちょっとあんまりポヤッとしている

と、とんでもないこと。本当に強制送還されるん

じゃないかとか、そういうふうな思いをはっきり

と抱きました。大学の先生だからといって、外国

人局のドイツの管理は決して容赦しない。かなり

厳しい当たり方をしてくる。それは自分の中にお

けるひとつの限界という形で自覚したことでもあ

りますね。色々ありますけれども、もうひとつだ

け紹介すると、私が部屋を借りていた家ですが、

おばあさんと一緒の家だったんですけれども、お

ばあさんが家主で、2 階が独立した住居でそこを

借りていたんですが、ある日そのおばあさんの手

伝いで、庭の芝刈りをしていたんですね。そうす

ると、隣から 40 代ぐらいの男性がやって来て、

お前何しているんだというふうに言われました。

要するに、不法侵入者かと。あるいはひょっとす

ると、不法移民かなんかだと思ったのかもしれま

せんね。ドイツの人ですし、ドイツ語で話をして
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司会（吉野）：はい、それでは最後の質問にしま

しょう。手短にお願いします。

学生 G：経済学部の G と申します。座小田先生

に質問があるんですけれども、先ほどのスライド

で、「日本人とは何、誰？」というところがあっ

たんですが、日本人としてのアイデンティティー

を確立するには、どれほどの文化的背景の知識と

か教養とかを身に付ける必要がありますか。

司会（吉野）：これもなかなか難しいですね。手

短に先生お願いします。

座小田：それは量的な問題でも何でもないと思う

んですね。日本人とは何かという問いは、専門家

の日本学を研究している人たちですら、はっきり

とした一義的な答えを持っているわけではないで

しょう。日本って何なんだという、深いところで

誰もが知っている気になっている、例えば和魂と

いう言葉で大和魂とか、武士道とか、茶道とか、

能とかそんな形で知っているような気になってい

るということはあるわけでしょうが。できるだけ

そういう文化的な伝統に触れて、その素養を身に

付けて行くっていうことは必要だと思いますが、

どこがその基準なのか、限界なのかとか、それは

なかなか言い切ることは難しいかと思います。例

えば、日本人のメンタリティー、スピリチュアリ

ティーが一体何なのか。精神性って一体何なのか

ということについて、明確な答えを出せる人は、

おそらく日本の学者の中にもほとんどいないと私

は思っています。それが、自分で人にどうやって

説明できるのかということにきっとなるんだと思

います。自分の限界をそこで味わいながら、学ん

でいくという、そのプロセスが一番大事なのかな

というふうに思います。答えになりませんけれど

も。

学生 G：ありがとうございます。

司会（吉野）：はい、それじゃ本当に最後の質問

うんです。何でだろうと。それはやっぱり自分の

限界なわけですね。ところが、それを理解できる

人が、この世界に一人じゃなくてたくさんいるん

だっていうことがまた一方にあるわけですから、

それをどういうふうな形で気付いていくのかとい

うことが、己の限界を知るということの、ひとつ

の身近な例だというふうにいうことができるかも

しれませんね。

学生 D：ありがとうございました。

司会（吉野）：はい、よろしいですか。他にござ

いますか。2 人手があがっているので前の方から。

あと 5 分ぐらいなので、2 人ぐらいでおしまいに

なるかもしれませんけれども、どうぞ。まず前の

方から。

学生 F：工学部の F というものです。小谷先生に

質問があって、東北大学の女性研究者支援をやっ

ていらっしゃると思いますが、その具体的な目標

が数字か何かで表されているとしたら教えてもら

いたいです。

司会（吉野）：はい。数字で目標が示されている

かどうか。

小谷：まずどうして女性を増やしたほうがよいか

ということは、もう今日お話した通りで、今まで

に参加していない人が入ってくると、新しい発想

が生まれる確率があがります。歴史的に、大学に

は女性がこれまで参加していなかったので、もっ

と女性が入ると新しい視点が入るという期待があ

ります。日本は実は先進諸国の中で女性研究者の

数が最低です。大学の学部レベルでは、外国です

と男性と女性、ほぼ同じ数です。大学院生でも 3

分の 1 ～半分近くが女性になっている国が多いで

す。日本は学部レベルで3分の1、教員に関しては、

東北大学は 13％ですね。国全体の目標としては、

まず 20％を目指し、そして 30％を目指すという

ふうになっています。
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国に行って初めて体験する。逆に言えば滞在許可

を申請するときに、はじめて日本人である自分と

日本をちゃんと客観的に説明する機会に直面する

ことになる。一見、留学や長い間外国にいくと日

本のことが薄まったり消えると思うかもしれませ

んが、逆に日本のことを強くちゃんと考えるよう

になると思いますね。

司会（吉野）：小谷先生。

小谷：私も同じ意見です。先ほどご説明があった

ように、日本人としてのアイデンティティーは、

日本にいたらほとんど考えないですよね。日本人

それぞれ個性があってみんな違うけれども、外国

に行くと日本人に共通のものがあることも分かり

ます。外国に行ったり、環境の違う人と出会った

りすることによって感じることができます。その

中に自分の個性とは何かが見つかったりします。

司会（吉野）：座小田先生、簡単に。一言で。

座小田：私も同様に思います。向こうにいると、

それだけで日本のことについて非常に、自分自身

の中に関心が高まってくると。もちろん質問され

たりもしますけれども、自分自身の中で、日本っ

て一体なんだったんだろうかという問いが、非常

に強くなってくるということが言えると思いま

す。私は資料に書きましたけれども、それはふる

さとという概念でちょっと説明しようとしていた

んですけれども、発表ではちょっと説明できませ

んでしたが、そのふるさとっていう思いはますま

す強まっていく。それを説明することがいかに大

事な、自分の中でも納得させるためにも大事なこ

とだということが非常に強く意識されるようにな

るんだと思います。

司会（吉野）：それでは工藤先生も、簡単に一言

お願いします。

工藤：その通りだと思います。あとは時間の節約

に協力します。

にしましょう。

学生 H：工学部の H と言います。皆さんにお聞

きしたいんですけれども、すみません。ちょっと

否定的な質問になっているかもしれません。国際

交流とか、留学とか、僕はいいことだと思うし、

自分も他国の文化には興味があって知りたいとは

思うんですが、外の方へ、異邦の方に目が向いて、

他の国との関わりが増えると、いつの間にか自国

の文化が薄れてしまう。そういうものに目が向か

わなくなってしまわないかということをふと思い

ました。

司会（吉野）：ちょっと分かりにくい質問だね。

もうちょっと的確に質問。

学生 H：留学とか国際交流とかで他の国のことば

かりに目が行ってしまって、いつの間にか自分の

国の文化を忘れてしまうのではないかと。

司会（吉野）：そういうことですね。はい、分か

りました。これ全員にですね。それでは簡単にお

一人ずつ行きましょうか。この際だから。石田先

生、一言。

石田：あなたは海外に今まで行ったことはありま

すか。

学生 H：修学旅行で 1 回だけしか。

石田：僕の個人的な体験では、逆なんです。やっ

ぱり向こうに行ってみて自分で日本を説明するこ

とに直面して、改めて日本ってなんだって徹底的

に考えたり、異文化の他者との違いを肌で感じる

ことになる。日本では体験しない異質感という

か、日本人である自分を強く意識したりする機会

に遭遇するのだと思います。歌手のスティングの

ちょっと前の歌に「自分はリーガル・エイリアン

でニューヨークにいる」という歌がありますよ

ね。居住の許可を与えられたよそ者っていうので

しょうか。ああいう感じで、自分が法的なエイリ

アンだという感じは日本では体験しないので、外
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るんですよ。それは、君が質問するような、外国

体験に対する逆向きの反応、リアクションだと思

うわけです。我々は、オープンマインドで、世界

中の人間は結局同じように悩んで同じように飯を

食っているんだなというふうに実感できるかどう

か。これはやはり、外国に行くっていうことの最

大のポイントだと思います。

司会（吉野）：ありがとうございました。最後の

方になってきて、盛り上がってきましたがもう時

間も過ぎていまして、これでディスカッションを

おしまいにしなくてはいけないということになり

ました。東北大学では、最近では海外に留学する

学生の数が増えてきています。ただ、他の国に比

べると圧倒的に日本から海外に行く学生は少ない

わけです。私も向こうに行って色々な研究者と会

いますが、日本人が少なくて、東洋からは中国人

ばっかりですね。ぜひ、日本人の方で世界に羽ば

たいて、世界の場で色々な活躍をしていただきた

いということもありまして、このテーマを今回

作った次第です。ぜひ皆さん方には、若いうちに

海外に行く機会を作っていただいて、世界に目を

向けていただければ幸いと思っております。今回

のセミナーが、そのモチベーションを高める第一

歩となれば、大変うれしく思います。ということ

で、これをもちまして閉会といたします。最後に

パネリストの先生方にお礼を込めて、拍手をいた

だきたいと思います。

（拍手）

司会（吉野）：ありがとうございます。野家先生

お願いします。

野家：他の先生と同じで、日本について知るため

にはとにかく外に出ることですね。僕はプリンス

トン大学に留学しましたけれども、要するにさっ

き石田先生が言ったけれども、外国に行くと日本

のことについては何でも知っていると思われて、

歌舞伎とか能についても質問されるのですが、全

然答えられないわけです。それから、僕の専門は

哲学ですけれども、西田幾多郎という明治時代の

哲学者がいますね。外国に行って初めて僕は、西

田幾多郎について質問されて、それで英語で西田

幾多郎を読んで、にわか勉強で外国の方に説明し

たことがあります。要するに、外国に出て行くと、

いかに自分が日本について知らなかったかという

ことを自覚させられます。ですから、日本につい

て知る一番いい方法は外国に出て、外国人に日本

文化を説明することだと思います。

司会（吉野）：はい、では最後に山口先生。

山口：基本は今までの先生と同じなんですけれど

も、さっき僕が言ったことをもう 1 回繰り返しま

す。世界の人間はみんな同じだという認識ってい

うのは、逆に言うと色々な違いがあるということ

の、その違いをきちんと考えて、その結果共通

なものがあるというふうに理解することだと僕

は思っています。外国に行くと、場合によって

は、ものすごい国粋主義者になって日本ばかりが

いいっていうふうになって戻ってくる人が結構い
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このセミナーに対する参加者の感想や意見と、評価のおおよその分布を知るためにアンケートを実施

した。調査方法として、参加者に配布する資料の最後のページに質問事項を記したアンケート用紙を添

付し、終了後に出口で回収するという方式をとった。今回の参加者は 954 名、そのうちアンケートを提

出した者は 310 名、約 32% であった。

アンケート回答者の学部別構成を見ると、工学部のオリエンテーションと時間的に連続していたこと

もあり、工学部学生が多く、全回答者の約 53% を占めた。昨年度に比べると、その割合は少なくなり、

その他の学部の学生からの回答も学部別で 2 ～ 8％見られた。

まず、今後の継続の必要性については、約 31％の人が肯定的に回答した。昨年の 40％に比べるとやや

少なくなった。内容についての反応を見ると、「面白かった／やや面白かった」が約 39% で昨年の 40%

とほぼ同じであった。「教養教育に興味が増した／やや増した」との回答は 36% であり、「勉学意欲を刺

激された／やや刺激された」が併せて 40％であった。また、留学したくなった／少しなった」は、41%

を占めた。このことは、本セミナーが新入生に対して勉学への動機づけや留学意欲促進の役割を果たし

たと見ることができる。また、理解度については、「理解できた／やや理解できた」が 31%、「理解でき

なかった／あまり理解できなかった」が 20% となっており必ずしも充分とは言えない。今後とも理解度

を上げるための工夫と努力は必要であろう。

パネル・ディスカッションについては、講義の内容に対していくつかの興味深い質問が出された。終

了時間に近くなってから議論が活発になり、やや時間が不足した感じが残ったが、「留学したくなった」

との回答が 41% を占めたことからも、本セミナーはおおむね成功したと言ってよい。

なお、学生からのコメントで、「2 階席では音がこもってしまい話の内容が聞き取れないことが多かった」

との指摘があり、今後の検討課題である。

特別セミナーに対する学生の評価1.2

学部別アンケート提出者数と東北大学 1 年生との対比
アンケート提出者 東北大学 1年生 対在籍者

提出率実数（人） 全体比 実数（人） 全体比
文学部 12 4% 227 9% 5%
教育学部 10 3% 74 3% 14%
法学部 8 3% 174 7% 5%
経済学部 9 3% 270 11% 3%
理学部 26 8% 327 13% 8%
医学部 10 3% 289 12% 3%
歯学部 6 2% 54 2% 11%
薬学部 5 2% 83 3% 6%
工学部 165 53% 849 34% 19%
農学部 9 3% 160 6% 6%
未記入 50 16%

計 310 100% 2,507 100% 12%
　　　　　※参加者数は約 954名
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【質問 1】面白さ

面白かった
8％

やや
面白かった
31％

どちらとも
いえない
45％

あまり
面白くなかった

12％

面白くなかった
4％

【質問 3】興味

教養教育に
興味が増した
10％

やや
興味が増した
26％

どちらとも
いえない
46％

あまり興味が
わかなかった
12％

興味が
わかなかった

6％

【質問 5】留学意欲

留学したくなった
14％

少し留学
したくなった
27％

どちらとも
いえない
33％

あまり
変わらなかった

15％

特に変わらなかった
11％

【質問 2】理解度

理解できた
6％

やや
理解できた
25％

どちらとも
いえない
49％

理解でき
なかった
4％

あまり理解でき
なかった
16％

【質問 4】勉学意欲

勉学意欲が
刺激された
12％

やや
刺激された
28％どちらとも

いえない
42％

あまり
刺激されなかった

12％

特に刺激されなかった
6％

【質問 6】継続希望

今後も続けてほしい
8％

どちらかと
いえば

続けてほしい
23％

どちらとも
いえない
48％

どちらかといえば
続ける必要はない

15％

続ける必要はない
6％

特別セミナーに対する学生の評価　　1.2
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■質問 7・8・9、その他、の代表的なコメント等

［質問7］あなたが今日のセミナー全体を通して最も興味深かったことは何ですか。
1）話題 1 について

・ 「世界は神が創ったが、オランダはオランダ人が創った」というのが印象に残った。大変な苦労をし

てオランダをつくったということを知らなかったので興味深かった。

・ オランダと日本の建築術の違いに驚きました。オランダが海面下であることは知っていましたが、

建築にこれだけの工夫がされていることは知らなったので、建築の面での異文化を感じて面白かっ

た。

・ 話題提供の中で一番分かりやすく、3.11 ともリンクしていて興味深かった。

2）話題 2 について

・ 数学が科学の共通言語だということが興味深かった。材料科学だけでなく物理学や生物学を広く理

解するためにも数学の重要性を改めて感じた。

・ 小谷教授が算数が嫌いでありながらも、数学者としてその分野で活躍し、さらには他の分野を融合

させた先端的な研究に取り組んでいるということが興味深かった。

・ 東北大学の材料科学が世界の最先端にいることに驚いた。

3）話題 3 について

・ 「異なり」があっての「唯一性」や、「他者」があっての「自己」ということを改めて確認すること

ができた。

・ 暫定的帰結にある「大切なのは「おのれ」と「他者」の「異なり」に気づくこと、そのきっかけの

一つが「留学」である」という言葉です。全体的に興味深いと思いましたが、この言葉を聞いて留

学してみたいと強く思った。

・ 座小田教授の、留学と教養の必要性を自己のアイデンティティーの確立から考えるというお話です。

ヨーロッパの文化の紹介も面白かったのですが、もう少し哲学的な論理の流れを詳しく説明してい

ただきたかったです。

［質問8］あなたは留学にどんなことを期待しますか。
・ 自分の価値観が変わること。自分の国とは違う文化に肌で触れること。世界の見方が多様になること。

自分が変わるということ。

・ この研究がしたいから留学する、というような明確な目的をもった上でそれを達成すること。その

目的を軸として異なる文化や学術分野に触れ、新たな視点を得ること。

・ 私が“常識”だと感じることが、留学先では“非常識”だったのだと感じ、自国の存在を外国・異

文化を通じて再認識すること。

1.2　　特別セミナーに対する学生の評価
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［質問9］あなたは東北大学の教育にどんなことを期待しますか。
・ 自国のみならず、他国でも通用する技術や価値観を築き、それを活用できる機会を得られる教育。

・ 知識、技術の部分は充分だと思うが、コミュニケーション能力の向上に力を傾けてほしい。

・ 留学や国際交流の前に、まず学生に日本人としての自覚を与え、文化を教えること。

その他、印象に残った点、改善すべき点等がありましたらお書きください。
・ 大学での学びはそうなのかもしれないが、全体的に話が難しかった。これから勉強して理解したい

と思えたので、参加してよかったと思う。

・ スライドの内容が多く盛り込まれていたわりに発表時間が短く、理解不足な点があったように思い

ます。

・ パワーポイントの資料はとても興味深いものだったが、2 階席では音がこもってしまい話の内容が聞

きとれないことが多かった。

特別セミナーに対する学生の評価　　1.2
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「異文化理解と教養 ―留学によって身につく力―」アンケート
このアンケートは、今回の特別セミナーに対する皆さんの率直な感想などをお聞きし、今後の教育に役
立てようとするものです。所属学部・回答をご記入のうえ、会場の入口にあるボックスに入れてください。
無記名で結構です。
※〔質問１〕～〔質問５〕は各質問の答となる１～５を選んで、１つ○をつけてください。たとえば質問１につ
いては、「とても面白かった」は５、「面白くなかった」は１、「どちらとも言えない」は３を、その中間の場合は
４あるいは２を選んでください。
※〔質問６〕・〔質問７〕は自由にお書きください。

所属学部 学部 2016 年 4 月 11 日

〔質問 1〕 面白かった 5 ― 4 ― 3 ― 2 ― 1 面白くなかった

〔質問 2〕 理解できた 5 ― 4 ― 3 ― 2 ― 1 理解できなかった

〔質問 3〕 教養教育に興味が増した 5 ― 4 ― 3 ― 2 ― 1 特に興味がわかなかった

〔質問 4〕 勉学意欲が刺激された 5 ― 4 ― 3 ― 2 ― 1 特に刺激されなかった

〔質問 5〕 留学したくなった 5 ― 4 ― 3 ― 2 ― 1 特に変わらなかった

〔質問 6〕 今後も続けてほしい 5 ― 4 ― 3 ― 2 ― 1 続ける必要はない

〔質問 7〕あなたが今日のセミナー全体を通して最も興味深かったことは何ですか。

〔質問 8〕あなたは留学にどんなことを期待しますか。

〔質問 9〕あなたは東北大学の教育にどんなことを期待しますか。

その他、印象に残った点、改善すべき点などがありましたらお書きください。

■教養教育院　http://www.las.tohoku.ac.jp　Email info@las.tohoku.ac.jp　TEL 022-795-4723

1.2　　特別セミナーに対する学生の評価
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大学改革と教養
―人文系はいらないのか？―
大学改革と教養

―人文系はいらないのか？―

平成　  年　 月　　　日28 7 14 （木）16:20~18:30
（5 講時・時間延長）マルチメディア教育研究棟 M206

平成　  年　 月　　　日28 7 14 （木）16:20~18:30
（5 講時・時間延長）マルチメディア教育研究棟 M206

TEL：022-795-4723　e-mail：info@las.tonoku.ac.jp　（担当：鈴木）問い合わせ先

東北大学教養教育院（高度教養教育・学生支援機構）
Institute of Liberal Arts and Sciences, Tohoku University

http://www.las.tohoku.ac.jp

授業の一環として取り扱う講義：前期・木曜日 5 講時
【基礎ゼミ】哲学・ゼロからの出発（野家 啓一）
【基礎ゼミ】『徒然草』の思想世界へ（座小田 豊）
【基礎ゼミ】統計学入門（宮岡 礼子）
【基礎ゼミ】ユーラシアの農業と人々：その起源と社会経済制度（米倉 等）

平成 28 年度　教養教育院
総長特命教授合同講義

平成 28 年度　教養教育院
総長特命教授合同講義

事前・当日配付資料は教養教育院 Web ページにも掲載します。

過去の合同講義
※行事・イベントページ　http://www.las.tohoku.ac.jp/pastevent　配付資料など
※刊行物ページ　http://www.las.tohoku.ac.jp/publication　各年度報告書

一般参加可
事前申込不要

花輪 公雄（海洋物理学）

― 休 憩 ―【質問・コメントシート記入、回収】

吉野 博（建築環境工学）、座小田 豊（哲学）、
高木 泉（数学：数理生物学）、米倉 等（開発経済学、地域研究）

司会、まとめ

後半：パネルディスカッション

前半：講義（各 15 分）
人文系のための弁明

ダイバーシティとバリアフリーを目指して

教養は死活的に重要である―シンギュラリティを超えるために

アポロギア

教養教育院総長特命教授　野家 啓一（哲学）

教養教育院総長特命教授　宮岡 礼子（微分幾何学）

教養教育院総長特命教授　山口 隆美（生体医工学）

はじめに
高度教養教育・学生支援機構長、教養教育院長、理事

教養教育院総長特命教授

会場の皆さん

工藤 昭彦（農業経済学）教養教育院総長特命教授
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平成 28 年度教養教育院　総長特命教授合同講義　レジュメ
2016 年 7 月 14 日

総合タイトル

大学改革と教養―人文系はいらないのか？―
日　時：2016 年 7 月 14 日（木）　16：20 ～ 18：30（5 講時・時間延長）
場　所：マルチメディア教育研究棟 2階　M206 教室（マルチメディアホール）

教養教育院総長特命教授による公開の合同講義を行います。この講義は、総長特命教授担当の基礎ゼ
ミ受講者はもちろん、学生・教職員すべてに開かれています。
今回の講義では、共通テーマを「大学改革と教養―人文系はいらないのか？―」とし、前半 45 分の講

義を行った後、休憩をはさみ、受講者とともに討論を行います。

【講義】
1．人文系のための弁

アポロギア

明	 野家	啓一（哲学）
2．ダイバーシティとバリアフリーを目指して	 宮岡	礼子（微分幾何学）
3．教養は死活的に重要である―シンギュラリティを超えるために	 山口	隆美（生体医工学）

【討論】
吉野　	博（建築環境工学）	 座小田	豊（哲学）
高木　	泉（数学：数理生物学）	 米倉	　等（開発経済学、地域研究）
会場の皆さん

【司会】
工藤	昭彦（農業経済学）

◆この資料について◆
この合同講義は受講者の皆さんも参加するひとつの授業です。後半は皆さんにも発言していただきた

いのです。この資料はそのために予め、前半に三名の教員が講義する内容の概略を、受講者の皆さんに
お知らせするものです。これを読んで感じたこと、質問したいことを準備しておいてください。また、
この資料は教養教育院のWeb ページからダウンロードすることもできます。
当日講義を聴きながら考えた、あるいは予め考えてきた質問やコメントを質問・コメントシートに記

入して、休憩時間に提出してください。その中の幾つかを採り上げて討論の材料とし、残りは教養教育
院のWeb ページの特集コラムでお答えします。
当日配付する資料の中に、今回の資料の最後にあるような質問・コメントシートを複数枚添付します

ので、聞きたい相手（複数指定可）ごとに別の紙に書いてください。

【教養教育院 Web ページ】http://www.las.tohoku.ac.jp

事前配付資料

総長特命教授合同講義　事前配付資料2.1

総長特命教授合同講義　事前配布資料　　2.1
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人文系のための弁明（アポロギア）

野家 啓一（東北大学総長特命教授）

1．はじめに

日本語で「弁明」と言えば「言いわけ」や「弁解」のように聞こえますが、もとのギリシア語	apologia	は『ソ

クラテスの弁明』に見られるように、「法廷など議論の場において自らの立場をはっきりと述べ、事理を

明らかにすること」（二宮宏之『マルク・ブロックを読む』岩波現代文庫）を意味する言葉であり、この

講義もその原義に倣っています。

2．文部科学大臣通知（2015/6/8）をめぐって

そもそも「弁明」が必要となった事の起こりは、昨年 6月に当時の下村文科大臣から出された「国立

大学法人等の組織及び業務全般の見直しについて」と題された通知にあります。そこには「特に教員養

成系学部・大学院、人文社会系学部・大学院については・・・組織の廃止や社会的要請の高い分野への

転換に積極的に取り組むよう努めることとする」という文言があったからです。多くの大学人やマスコ

ミは、これを「文系廃止」ないしは「文学部不要論」と受け止め、さまざまな論議を呼び起こしました。

3．歴史的視点から：知の新旧論争

「理系＝実学、役に立つ」VS.「文系＝虚学、役に立たない」という通念がはびこりはじめたのは、ヨー

ロッパでは 17・18 世紀の「科学革命」を経てからのことといってよいでしょう。日本では戦前の旧制高

校における理系／文系の区別、それに伴う理系学生の徴兵猶予といった政策によって、そうした傾向に

拍車がかかりました。パスカルの遺稿「真空論序言」には、「書物による学問（文系）」と「推理や実験

による学問（理系）」の区別が出てきますが、彼は「役に立つ」といった世俗の価値によって両者の優劣

を論じるのではなく、むしろ適切な形で「棲み分け」を行うことを提唱しています。

4．人文社会系学問の役割

人文学	（humanities）	はもともと利便性、効率性、有用性といった市場価値には還元できない人間性の

探求	（litterae	humaniores）	を目標としてきた学問です。その意味では、人文社会科学は理系の学問と対

比して「スローサイエンス」と呼ぶことができます。それは手間ひまをかけた学問的熟成を必要とする

点で「スローフード」に似ていますし、また既成の価値の問い直しと組み換えを目指す点で「スローラ

イフ」と軌を一にしています。その観点からすれば、人文社会科学の今日的役割は以下のような方向に

求められるでしょう。

・自明性を問い直す批判的思考力

・異質の他者を理解し共感する想像力

・応答可能性	（responsibility）	に基づくコミュニケーション能力（対話力）

5．おわりに

「人文系の学者が自分たちの住む世界の自然法則や特性についてまったく無知になれるほど、また科学

者が詩的情操と芸術的教養を欠いてしまうほど、我々の精神はそんなに貧弱ではありません。」（J.	S.	Mill	

『大学教育について』岩波文庫）

2.1　　総長特命教授合同講義　事前配布資料
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ダイバーシティとバリアフリーを目指して

宮岡 礼子（教養教育院）

教養とはすぐには役に立たないもの。しかし「教養がない」と言われるのは、「数学ができない」、「英
語ができない」と言われるよりはるかに深刻。なぜか。教養はどうすれば身につくのか？

大学の大衆化で、真のエリートとよばれる人材を育てることよりも、「すぐに役に立つ」人や物が求め

られるようになった。しかし、すぐに役に立つ物はすぐに役に立たなくなる。

今までの日本：官僚は圧倒的に東大法科卒（文系）男性。企業のトップもそう。学校では正答が必ず

一つある多肢選択式問題を解き、他人に言われたことを鵜呑みにして覚えた。他方、社会はグローバル化、

多極化、情報化し、国内では若年人口急減、需要の減少、社会保険費の急増など、今までなかった問題

が山積している。大局に対応できる人材を育成するには、一見無駄に見えても専門外の「教養教育」が

必須である。少なくともそういう教育を施す大学があってもよい。いや、なければならない。このこと
について、次の二つの観点から考える。

理系と文系、いろいろなバリアをなくそう
・理系：論理で事象を説明するが、対象や問題そのものの価値は問わない。主として左脳を働かせる。

・文系：イメージを重んじ、存在理由やその価値を問う。主として右脳を働かせる。

・複数路線を目指す：文系（右脳）の人は理系を、理系（左脳）の人は文系を学ぼう。

　→	例えば理系の人：歴史はいろいろなことを教えてくれる（人類の過ち、成功）

　　	　　　文系の人：生物学は理系と文系の両方をつなぐ（生命の継承）。

多様性（ダイバーシティ）の推奨
・女性、子供がもっと関わることが重要。（女性：ケアの心がある。子供：正直）

・	女性脳の特徴：右脳と左脳をつなぐ脳梁が男性より 20%太い。→	女性は同時に多くのことができる。

マネージメントに強い。

幅広く教養を学びつつ、結局自分は何をするのか？
・不得手なことを克服→	せいぜい普通レベル

・得意なことを貫く→	トップへの道（東北大生に目指して欲しいこと）
・トップとしての判断ができる人間になる。	そのための素養が教養。

とりあえず何をするか？
・4 つの C ＋ 1。私からの皆さんへの提案をお楽しみに。

総長特命教授合同講義　事前配布資料　　2.1
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教養は死活的に重要である 
―シンギュラリティを超えるために

山口 隆美（教養教育院総長特命教授）

今回の合同講義では、教養教育というよりは、大学教育、さらには広く高等教育における文系・理系

の区別と差別、そして、近年、文科省の政治家と官僚諸君が主張する文系の専門組織（学部、大学、etc）

の不要論を議論することになった。私は、現役の教授であった時は、工学部機械系に席をおき、工学系

の学生の指導に当たっていたので、いわば、文系否定論の提示を期待されて講義することとなった。し

かし、私は、文系否定論には全く与しない（ホントは、文系否定論をぶつと面白いかも知れないんだが）。

その理由を以下に示す。

（1）真の高等教育においては、いわゆる文系学問が必須である。

高等教育においては先端的で高級と思われることほど、あっという間に陳腐化する。工学部で言えば、

最先端の学問の賞味期限は実感として 5年くらいである。また、そうでなければ学問の進歩はない。

従って、逆説的であるが、古くて安定している基礎教養こそが陳腐化せず、次のイノベーションの

基礎となる。それは、人間の営みを反省する歴史と思考の礎—哲学である。これなくして大学教育

はない。実利的に言っても、学生諸君のこれから数十年におよぶ人生を考えるとき、現在の専門に

拘ることは未来を閉ざすことになる。

（2）	2045 年に到来するとされているシンギュラリティを超克するためには、教養教育が死活的に重要で

ある。

人工知能が長足の進歩を遂げて、人間の究極の才能の一つである囲碁において世界最強の棋士を圧

倒的に破った。このことは、記憶とバターンマッチングを中心とする知的営みでは、現在すでに、

人間は機械に勝てないということを意味している。文献情報など既成の知識を記憶し検索すること

で成り立つ、いわゆる高等な専門職（弁護士、会計士、内科医など）がすべて機械に置き換えられ

る日は近い。そのとき、絶対に機械知能にできないであろうことは、想像（＝創造）である。想像

力を鍛えて開花させる教育、そしてそれを現実に適用させる技術は、文系・理系を問わず今後の高

等教育の鍵となる。それが教養である。

（3）	人間というものの価値を維持する上で、高等教育はむしろ文系の教養科目の教育を強化しなければ

ならない。

人工（機械）知能が発達して、人間の仕事を奪うことにより、社会において人間の価値は必然的に

低下する。現在進行中の社会における格差の増大は、その表れである。実用的な技術教育も価値の

低下が避けられない。自動車や飛行機の人工知能による操縦が全面的に可能となったときに、外科

医の仕事はあるだろうか。一方において、無反省な人工知能の開発者は、その開発する人工知能が

誰に奉仕し、誰を排除・疎外するかについて、絶望的なほどに無知である。この問題は、結局資本

主義の問題であり、資本の軛から自由な人間の生を取り戻すこと、あるいは、その必要性を深く心

に刻むことが決定的に重要である。とりわけ、世界を無意識のうちに変革している技術者に対する

基礎教養教育の重要性は言い尽くす事ができない。彼らが作るものが世界を破滅させないために。

2.1　　総長特命教授合同講義　事前配布資料
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平成 28 年度 教養教育院 

総長特命教授合同講義 
 

 
2016 年 7 月 14 日（木）16：20～18：30 

マルチメディア教育研究棟 M206 
 

 

 

 

●はじめに   高度教養教育・学生支援機構長、教養教育院長、理事 花輪 公雄（海洋物理学） 

●前半：講 義（各 15 分） 

1.人文系のための 弁 明
アポロギア

      総長特命教授 野家 啓一（哲学） 

2.ダイバーシティとバリアフリーを目指して    総長特命教授 宮岡 礼子（微分幾何学） 

3.教養は死活的に重要である―シンギュラリティを超えるために 総長特命教授 山口 隆美（生体医工学） 

― 休 憩 ― 【質問・コメントシート記入、回収】 

●後半：討 論 

総長特命教授 吉野 博（建築環境工学） 座小田 豊（哲学） 

高木 泉（数学：数理生物学） 米倉 等（開発経済学、地域研究） 

会場の皆さん 

●司会、まとめ  総長特命教授 工藤 昭彦（農業経済学） 

 

 

 

【問い合わせ】東北大学 教養教育院 （高度教養教育・学生支援機構） 

       TEL 022-795-4723  FAX 022-795-7647 

       Email info@las.tohoku.ac.jp http://www.las.tohoku.ac.jp 

当 日 配 付 資 料

※質問・コメントシート は A5 サイズのカラー用紙です。休憩時間中に係員が回収にまわります。 
提出いただいたものの中から幾つかを採り上げて本日の討論の材料とし、残りは後日、教養教育院の Web ページ上でお答え
します。 

※今後の合同講義等の改善に役立てるため、講義終了後、アンケートへのご協力をお願いします。 
この資料の最終ページに質問があります。回答は別紙ミニットペーパーに記入してください。 
（下記の科目を履修している学生は、出欠の確認を兼ねますので必ず提出してください。） 

※アンケートとは別に、担当教員の指示に従ってレポート等の提出をしてください。 
 

・基礎ゼミ（木 5 講時） 哲学・ゼロからの出発（野家 啓一） 『徒然草』の思想世界へ（座小田 豊） 
            統計学入門（宮岡 礼子） ユーラシアの農業と人々：その起源と社会経済制度（米倉 等）

総長特命教授合同講義　当日配布資料　　2.1
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司会（工藤）：皆さんこんにちは。予定した時間

になりました。合同講義を始めます。皆さんのお

手元に、パンフレットが配布されていると思いま

す。今日のテーマは「大学改革と教養」。下の方

に「人文系はいらないのか？」と書いてあります。

文科省が、人文系を少し圧縮したらという、話を

したものですから、あちこちの大学で人文系を圧

縮するような大学改革が始まっています。東北大

学ではまだ、まだと言うか、やらないとは思いま

すけれどもね。私達は教養教育院というところで、

教養教育を担当しています。したがって、教養と

いう立場から考えて、今やろうとしている大学改

革は、本当にいいのかそれとも悪いのか。あるい

は条件付きだったらいいのか、いろいろ意見があ

ると思います。そこで、私達教員と皆さんとで、

大学改革について検討してみたい、討論してみた

いということで、合同講義を開催することにしま

した。時間は 18 時 30 分まで。本来であれば、5

限が終了する 17 時 50 分で終わりですよね。これ

だと、どうしても時間内には終わらない。それで

延ばしました。ただ、バイトがあるとか、部活で

どうしても行かなくてはならないとか、七大戦の

ためになんかやらなきゃならないとか、具体的に

理由のある人で、どうしても 50 分で退室せざる

を得ない人は、ちょっと手を挙げてください。い

る。じゃあ、今手を挙げた人限定で、断って退出

してください。ミニットペーパー等々は、後で説

明しますが、それはちゃんと記載し、許可を得て

退出するようにしてください。他の人は、我慢し

てとにかく時間まで付き合っていただきたいと思

います。一応ここに書いてありますが、この後、

教養教育院長の花輪先生からごあいさつをいただ

き、続いて野家先生、宮岡先生、山口先生の 3人

の先生から記載してあるようなテーマで話題提供

をしていただきます。一人大体 15 分程度で。15

分以内で終わる先生はなかなか珍しいのですが、

でも今日は長引かないように、なるべくその範囲

内でやります。その後、休憩が 15 分あります。

この休憩はものすごく忙しい休憩です。皆さんに

質問用紙に、誰にこういう質問したいという内容

を、書いてもらうのです。それを全部回収して、

先生方それぞれに振り分けをして、その中から代

表的な質問、これを選んで答えてもらう。そうい

う作業を 15 分で全部やるのです。トイレに行く

暇がないかもしれません。その後、3人の先生方

以外の、ここに書いてある先生が全員並びます。

パネルディスカッションとなっていますが、ディ

スカッションをする時間はないので、言ってみれ

ば皆さんを交えた討論会ということで、ざっくば

らんにやりたいと考えております。そろそろいい

なということになったら、司会担当の工藤が様子

をみながら、時間内にできるだけ終わるようにし

ますのでよろしくお願いします。コメントシート、

これは配布資料の中にあります。A5 サイズのカ

ラーの用紙で、ここにさっき言った色々な質問を

書いてくださいということです。所属とか名前を

書いて、どの先生に質問したいのかということを

チェックする。それで、質問の内容はここに書い

ていただく。3人に質問したいという場合には、

3人にチェックしてください。花輪院長先生に質

問したいという場合には、その旨記載して、ぜひ

本学の教養教育についてどうですかというような

質問も、大いにやっていただければなと思います。

その他全体に関わる質問や意見もいろいろあると

総長特命教授合同講義の記録2.2
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教授の先生方、本年度 8名おられます。いずれも

名誉教授の先生方で、定年ご退職された先生をも

う一度、総長特命教授という名称のもとに教育を

お願いしております。現役の時に教育、あるいは

研究で実績のある先生方。選りすぐりの先生方を

お願いして、教養教育院で教育を担当していただ

いているのです。その他に、現役の先生を 4名お

願いしております。今日の講義の題名は、「大学

改革と教養－人文系はいらないのか？－」という

ことで、すでに紹介がありましたように、昨年の

6月 8 日だったと思いますけれども、当時の文部

科学大臣で、下村某さんという人から出たんです

けれども、今の文科大臣の人は 38 点という点数

を付けた文書が出たんですね。その時にすでに、

工藤先生がお話しされたみたいに、人文系、何と

かせえと。もっと大事な学問分野があるに違いな

いから、そっちの方に改組でもしたらどうです

か、みたいなことが書いてある文章なんですね。

これをどう捉えるかというのは、だいぶ問題なん

ですけれども、これについて今日は考えましょう

というのが、今日の合同講義であります。この教

養教育院、8年前にできたんですけれども、毎年

こういう冊子（読書の年輪）を出しています。こ

れは皆さんに入学前に、入学手続きをしてくださ

いという時に配っていますので、ご存知であると

思います。お一方、6冊ずつの本を紹介していま

す。非常に重要な本ですので、ぜひ本に親しんで

いただければというふうに思います。今日のライ

ンナップはこれですが［スライド 3］、私はやっ

ぱり、このパート 2の討論のところで皆さんが積

極的に参加する。特に質問・コメントシートにこ

ういうことを聞きたいというコメントを書いても

らう。それから、討論の時に実際に手を挙げて、

コメントをする、あるいは疑問をぶつける。そう

いうことをぜひやってください。主役は皆さんで

思います。そういうようなご意見も、遠慮なく書

いてください。何を書いてもこれで点数が下がる

ということはありませんから、ご安心してくださ

い。それとアンケート。アンケートの中身は、皆

さんが配布資料の後ろから 2枚目ぐらいに付いて

いるのかな。質問の 1、質問の 2、質問の 3。そ

れで、ミニットペーパーの裏に記載するように様

式が整えられています。該当する項目にチェック

をして、帰りに必ず提出してください。特に、基

礎ゼミの学生さんは、これで出欠を取るというこ

とになっております。あとはそれぞれの先生方か

ら色々なことを言われている場合には、その点も

留意して記載し、必ず返却してお帰りください。

合同講義の様子は記録をしています。音声だけで

すね。カメラも使えるということで、これからは

映像もということになるかもしれません。ただし

今回は音声だけです。だから、私はああいうこと

を言っちゃったけれども、ちょっと消したいとい

う場合には、申し出てください。我々もいろいろ

書いて、これはちょっと校正の時に消したいとい

うのはありますから、そういう場合には皆さんも

これはちょっとやめてくださいという場合には、

遠慮なく申し出てください。ウェブ上に過去の合

同講義の記録もありますから、興味のある人は見

てみてください。以上ですが、何か質問はありま

すか。特にありません。それでは、さっそく花輪

先生のごあいさつからよろしくお願いします。

花輪：皆さんこんにちは。教養教育院長を仰せつ

かっております、花輪です［スライド 1］。この

教養教育院というのは、高度教養教育・学生支援

機構の中のひとつの組織です［スライド 2］。今

から 8年前にできた組織でありまして、総長特命

はじめに
理事、高度教養教育・学生支援機構長、教養教育院長　花輪 公雄
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れども、色々なふうに考えておかなければいけな

いということがあります。こういうことを考える

ひとつの時間というのが、今日の合同講義なんだ

ということですね。考えるというのは、非常に楽

しいことだと思います。苦しみも伴いますけれど

も、何かある時にこう考えて整理できた、新しい

知識を得ることができた。それはすごく嬉しいこ

とだろうと思います。そういうことですので、ぜ

ひ考えることを楽しんでくださいと。私も、毎回

出ているんですけれども、非常にこの合同講義を

楽しみにしています。私も楽しむことにしたいと

思います。私のあいさつはこれで終わります。

（拍手）

司会（工藤）：ありがとうございました。花輪先

生はずっとおられるそうですから、花輪先生に対

する質問も、大いに受け付けます。よろしくお願

いします。

あります。これまで、7回の合同講義が行われて

いるんですが、ここに紹介しておきました［スラ

イド 4、5］。いずれも教養とは何かということを

ベースに考えるような特別講義であります。スタ

イルは毎回同じです。工藤先生から紹介がありま

したように、この合同講義の内容はウェブサイト、

あるいはこういう報告書になっております。ぜひ

前のも、どういう議論が行われたのかなというこ

とに興味を持った人は、見ていただければという

ふうに思います。教養って何だろうとか、あるい

は教養を教育するというのはどういうことなんだ

ろうか［スライド 6］。それから教養教育と専門

教育の関係はどうなんだろうか。等々、色々なこ

とが考える対象であります。特に世界は今非常に、

急激に変わりつつあると思います。そういう中で、

教養というのは変わらないものなのか。あるいは

変わっていくものなのか等々、教育もそうですけ

2.2　　総長特命教授合同講義の記録
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高度教養教育・学生支援機構 教養教育院
平成28年度 第8回 総長特命教授合同講義

2016年7月14日（木），16:20-18:30，MM棟M206教室

大学改革と教養
ー人文系はいらないのか？－

高度教養教育・学生支援機構

教養教育院長
理事 花輪 公雄

（教育・学生支援・教育国際交流担当）

本日の総長特命教授合同講義（第8回）の内容

大学改革と教養
－人文系はいらないのか？－

Part １：話題提供 (15分の講演 × 3人)
野家 啓一 先生 （教養教育院・総長特命教授）

「人文系のための弁明（ｱﾎﾟﾛｷﾞｱ）」
宮岡 礼子 先生 （教養教育院・総長特命教授）

「ダイバーシティとバリアフリーを目指して」
山口 隆美 先生 （教養教育院・総長特命教授）

「教養は死活的に重要であるーシンギュラリティを超えるために」

Part ２：討論
講義担当者，吉野 博 先生，座古田 豊先生，高木 泉 先生，

米倉 等 先生 （教養教育院・総長特命教授），
会場の皆さん

工藤 昭彦 先生 （司会）
主役は

皆さんです！

第5回 （2013年年10月22日（火） 16：20～18：30）

「教養はなぜ必要か－就活に役立つ？」
話題提供1 猪股 歳之 「日本的雇用慣行と大学教育：進路選択の基礎知識」
話題提供2 福西 浩 「リベラルアーツで育むグローバル人材」
話題提供3 野家 啓一 「教養と就活の関係と無関係」

第6回 （2014年7月15日（火） 16：20～18：30）

「環境と人間」
話題提供1 花輪 公雄 「地球温暖化－それは人為的気候変化－」
話題提供2 吉野 博 「住まいの環境と温暖化」
話題提供3 海野 道郎 「環境問題の社会的ジレンマ」

第7回 （2015年7月28日（火） 16：20～18：30）

「愛と生命の教養教育」
話題提供1 田中 真美 「日々精一杯」
話題提供2 羽田 貴史 「学校で学ばなかったこと，子育てから

教えられたこと」
話題提供3 山口 隆美 「愛と生命：生物学および社会的帰結」

これまでの総長特命教授合同講義 ②

合同講義の内容の内容は，すべて教
養教育院のｳｪｯﾌﾞｻｲﾄで見られます．

冊子体にもなっています．

教養教育院とは？

・高度教養教育・学生支援機構に属する組織

・教養教育院は，本学の‘教養教育’の充実を
目指して，今から8年前の2008年に設置

・教育と研究に実績のある8名の本学名誉教
授の先生 「総長特命教授」 と，4名の現役の
教養教育特任教員の先生が所属

・先生方は授業科目を開講するとともに，「特
別セミナー」 と 「合同講義」 を開催

http://www.las.tohoku.ac.jp/
教養教育院の先⽣⽅による
読書への誘い

第1回 （2010年10月26日（火） 16：20～17：50）

「『食べる・科学する・行動する』人」
話題提供1 秋葉 征夫 「『食べる・科学する・行動する』人」
話題提供2 海老澤丕道 「人は科学する」
話題提供3 海野 道郎 「『行動する』人：行動のメカニズムと集積結果」

第2回 （2010年12月21日（火） 16：20～17：50）

「教養とは？—東北大学生に考えてほしいこと－」
話題提供1 森田 康夫 「教養教育の今昔」
話題提供2 柳父 圀近 「政治と教養」
話題提供3 工藤 昭彦 「農経から見た教養」

第3回 （2011年11月1日（火） 16：20～17：50）

「震災」
話題提供1 森田 康夫 「想定外の津波と福島第一原発」
話題提供2 前 忠彦 「塩害，放射能汚染と作物」
話題提供3 工藤 昭彦 「限界領域から探る震災復興の回路」

第4回 （2012年10月30日（火） 16：20～18：20）

「3.11からの出発～東北大学の教養教育が目指すもの」
話題提供1 前 忠彦 「教養教育で培う総合力」
話題提供2 福地 肇 「感覚としての教養」
話題提供3 福西 浩 「異分野とのコラボレーション能力を高めよう」

これまでの総長特命教授合同講義 ①

教養とは？ 教養教育とは？：全学教育を学ぶ意義

全学教育を学んでいる皆さんに，ぜひ考えていただきたい

・「教養」とは︖ 「教養教育」とは︖

・ 専⾨（専⾨教育）と教養（教養教育）の関係は︖

・ 世界 （社会） が⼤きく変わりつつある現在，
あるべき 「教養」とは， そして 「教養教育」とは︖

毎年，テーマは少しずつ変わりますが，底に流れている精神は同じ
皆さん，⼀⼈ひとり，⼤いに考えてください
そして，考えることを，⼤いに楽しんでください
私も今⽇の合同講義を，⼤いに楽しむことにいたします

［スライド 1］ ［スライド 2］

［スライド 3］ ［スライド 4］

［スライド 5］ ［スライド 6］
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司会（工藤）：それではさっそく、野家先生の話

題提供からよろしくお願いします。

野家：皆さんこんにちは。トップバッターの野家

です。僕の専門は哲学なのですが、3人の中では

人文系は私ひとりなので、「人文系のための弁明」

というタイトルで話させていただきます［スラ

イド 1］。弁明と言うと［スライド 2］、普段の日

本語では「言いわけ」とか、「弁解」というネガ

ティブなイメージなのですが、アポロギアという

言葉、これはギリシア語です。そして一番有名な

のはプラトンの『ソクラテスの弁明』という対話

篇で、そこにタイトルとして使われているわけで

すが、二宮宏之先生というフランス史の大家が、

「apologia に発する原語は、法廷など議論の場に

おいて自らの立場をはっきりと述べ事理を明らか

にすることを意味する」と書いておられる通り、

今日の弁明もそういう趣旨でタイトルに掲げまし

た。

それで、もともとこういう弁明が必要になっ

た発端というのは［スライド 3］、先ほど花輪先

生からお話がありましたが、文科大臣が 2015 年

6 月に国立大学に次のような通達を出しました。

「特に教員養成系学部・大学院、人文社会系学部・

大学院については、18 歳人口の減少や人材需要、

教育研究水準の確保、国立大学としての役割等を

踏まえた組織見直し計画を策定し、組織の廃止や

社会的要請の高い分野」というのは、これは理工

系ということなのでしょうが、それ「への転換に

積極的に取り組むように努めることとする」とい

うものです。それで大きくマスコミでも取り上げ

られ、皆さんも目にされたかと思いますが、ここ

に主なものを上げました［スライド 4］。最初に

講義
「人文系のための弁

アポロギア
明」

野家 啓一

反応したのは日本学術会議です。去年の 7月にこ

ういう声明を出しました。それから秋になると、

『週刊朝日』をはじめ、『現代思想』とか『文學界』

という雑誌。それから『中央公論』までこのよう

な特集を組んで、文科省の通達に反論をするとい

う出来事が起こりました。

今日の私の話は、それを受けて、人文系は要る

のか要らないのかということを皆さんに問いかけ

たいと思っていますが、皆さんの中で、理科系の

学部の人はどのくらいいますか。理科系は半数以

上、人文社会系の方は。はい、どちらかというと

理科系が優勢ということでしょうか。

それで、今回の文科省の通達が、どういう歴史

的背景の中にあるかということを、ちょっと振り

返ってみますと［スライド 5］、ネオリベラリズ

ムという政策立案の考え方があるのですが、だい

ぶ古いことですが、アメリカではレーガン大統領、

イギリスではサッチャー首相、日本では中曽根首

相がリーダーシップをとって、規制緩和。これま

で色々な規制があって、なかなか自由に経済活動

ができる、あるいは組織運営ができる状態ではな

かったのを、大幅に規制を緩めて、市場原理。つ

まり、自由競争のもとに政策立案をしようという

考え方が導入されました。日本では国鉄、それか

ら電電公社、専売公社といったものが解体されて、

一般に分割民営化と呼ばれていますが、そういう

流れが、大学経営と言いますか大学運営にまで及

んだのが、今回の通達ということになるだろうと

僕は考えているわけです。

その出発点はずっと以前に、1990 年代までさ

かのぼります。「大学設置基準の大綱化」という

出来事が 1991 年にあり、それまで大学では教養

科目として、自然科学系、人文科学系、社会科学系、

それぞれ 12 単位で計 36 単位を取らないと教養部

を脱出することができないという縛りがあったの
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ですが、それが自由化されました。それから「大

学院重点化」ということで、大学院の入学定員が

大幅に増えました。それは当然質の低下を伴った

わけですが、それから最後は 2004 年に「国立大

学の法人化」がなされました。皆さんはこの法人

化された国立大学法人東北大学に入学されたわけ

ですが、その結果基本的には、それまでは運営費

交付金という国から下りていたお金が大幅に減額

されて、逆に競争的資金。色々な大学が競争して

研究資金を取るという、そういうシステムが導入

されました。そして、ここ 2、3 年は「ミッショ

ンの再定義」ということで、それぞれの大学が自

分の大学の役割を明確にして、今後の計画を立て

るということが要求されてきたわけです。その辺

の流れの中に、昨年の文科大臣の通達があったと

考えてよろしいかと思います。

先ほど理系と文系の所属について手を挙げても

らいましたが、理系と文系の区別が出てきたの

は、科学の歴史で言うと大体 17、8 世紀だと考え

られます。これはパスカルという［スライド 6］、

哲学者でもあり数学者でもあり物理学者でもあっ

た、まさに文理融合型の知識人の言葉ですけれど

も、『真空論序言』という遺稿。死んだ後に残さ

れた原稿があります。その中でパスカルは「歴史

とか、地理とか、法律とか、言語とか、とりわけ

神学とかいうような、著者たちの書いたことを知

ろうとして探求すればよいような問題」と述べて

います。人文系の、文献学とはそういうものです

ね。そういう学問は書物に書かれていることが手

掛かりになって完全な理解に至ります。ところが

［スライド 7］、「同様なことは、感覚や推理のも

とにある問題については言われない。そこでは権

威は無用である。それらは理性によってのみ知ら

れるべきものである」と続けています。理性とい

うのは、合理的な思考能力と考えればいいと思い

ます。

それで、「権威と理性とはそれぞれ違った権利

を持っている。前の場合」というのは人文系の学

問ですね。神学とか歴史とか。それは「権威がだ

んぜん有利であり、後の場合」というのは理系の

方ですね。感覚や推理のもとにある問題。そちら

の方では「理性が支配する。このように、幾何学、

算術、音楽、自然学、医学、建築学など、実験と

推理のもとにある全ての学問」これらは理系の学

問ですが、なぜ音楽が入っているのかは後でもし

質問があれば答えますが、「完全になるためには

増し加えられなければならない」。増し加えると

いうのは、要するに実験によるデータの増加だと

この後でパスカルは述べています。ただ彼はだか

らと言って、理性に基づく理系の学問が優先され

るべきで、人文系は背景に退くべきだとは言って

いません。どう言っているかといえば、人文知と

科学知は、それぞれ役割が違うと言っているんで

すね［スライド 8］。

「このような相違が明らかになれば、自然学的

問題における論拠として、推理や実験の代わりに

権威のみを持ち出す」、書物の権威のことですが、

「持ち出す人々の盲目をあわれまざるをえなくな

り、また神学において、聖書と教父たちとの権

威」パスカルは非常に敬虔なキリスト教徒でした

から、「権威の代わりに、推理のみを用いる人々

の悪意を恐れざるをえなくなる。自然学において

何事をも発明しようとしない臆病な人々の勇気を

鼓舞し、神学において新説を生み出そうとする無

謀な人々の高慢を困惑させねばならない」という

わけです。

ですから、理系と文系の学問は、それぞれの役

割をきちんと自ら把握をして、お互いに越境しな

いようにしなくてはならないというのが、パスカ

ルの結論でした。それで、時間がだいぶ経ってし
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まいましたが、人文社会系の学問というのは、そ

れではどういう役割を果たしているのか［スライ

ド 9］。僕自身は、「スローサイエンス」という言

葉を使っているのですが、自然科学の方はそれに

対して「ファストサイエンス」と呼べるでしょう。

自然科学の全てがそうだとは言いませんが、人文

社会系と比べれば、利便性とか効率性、あるいは

有用性を追求してきたのが自然科学の歴史と言え

るかもしれません。つまり市場価値のあるものを

優先して開発に取り組んできた。

現在では「アカデミック・キャピタリズム」と

いう言い方もなされますが、1980 年にアメリカ

で「バイ＝ドール法」という法律が施行されて、

大学のような組織でも、特許を持つことができる

ようになりました。そういった方向性がファスト

サイエンスだとすれば、それに対して、人文社会

科学というのはむしろ、スローサイエンスとして

自己主張するべきだというのが、私の考えです。

もともと、人文系の学問というのはHumanities

と呼ばれます。つまり、サイエンスではないわ

けですね。出発点は litterae	humaniores という、

つまり「人間らしい学芸」という名前のもとに

括られてきた学問です。言い換えれば、市場価

値には還元できない、人間性の探求というのが

Humanities、人文系の学問、歴史とか哲学とか、

文学とかそういったものですね。

それからすれば、先ほどスローサイエンスと呼

んだのですが、ご存知のようにスローフードとか、

スローライフという言葉があります。スローフー

ドというのは、手間ひまをかけた熟成した食べ物

のことですが、人文社会科学というのは、言わば

そういう学問的な熟成に手間ひまがかかる、時間

がかかるという意味で、スローフードに似ていま

すし、またスローライフというのは、今のあまり

にも忙しいライフスタイルに対して、そういう既

成の価値観を問い直し、価値観の組み換えをやろ

うというのがスローライフの運動です。スロー

フード、スローライフと並んで人文系はスローサ

イエンスとして自己主張をすべきだろうというふ

うに私自身は考えています。

それで、今回のこの合同講義の副題になってい

ます、人文系はいらないのか［スライド 10］と

いう問題です。一般にその理工系の学問というの

は役に立つ、それに対して人文系は役に立たない

と言われます。あるいは理工系は実学であるのに

対して、人文系は虚学だというふうな色分けがさ

れているわけですけれども、むしろ人文系は、「役

に立つ」とはどういうことなのかということを問

い直す、そういう学問だと考えた方がいいと思い

ます。それは価値に関わる事柄ですね。ここで、

事実認識と価値判断というふうに、これも完全に

対立するかどうかというのは哲学的な問題なので

すが、少なくとも事実認識に関しては、理工系の

学問というのは圧倒的な優位を誇っています。た

だ、事実認識だけでは我々は的確な判断ができな

いので、そこに価値判断というのがどうしても加

わってきます。ですからその価値判断を行う基準

や手続きを明確にするのが人文学で、その意味で

は事実認識と価値判断が先ほどのパスカルの言葉

ではないですが、それぞれ役割を認識して協働す

ることが大変重要です。

それを教養教育に例えるならば、人文系の学生

は科学リテラシーを持たなくてはならないし、逆

に理科系の学生は社会文化リテラシーというも

のを持たなくてはならない。それをいわば形作

る、あるいは育成するのが教養教育だろうと思い

ます。これは日本学術会議の『日本の展望』とい

う 2011 年に出た報告書ですが、その当時僕は哲

学委員会の委員長をしていましたが、人文系の

学問によって培われる能力として、自明性。当
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たり前と思われることを問い直す批判的な「思

考力」。それから、異質の他者を理解し共感する

「想像力」、イマジネーションですね。それから、

responsibility というのは責任ですが、もともと

の意味は応答可能性、レスポンスする能力です。

それに基づいた「対話力」。この 3つが人文社会

科学によって培われる能力であるという報告書を

出しました。

それで、ここには［スライド 11］エドワード・

サイードという比較文学者の言葉を引いておきま

した。パレスチナ生まれの非常に優れた批評家で

もありましたけれども、次のようなことを言って

います。つまり、人文学に求められるのは、自分

の社会や、誰か他の社会や、他者の世界で問題に

なっている広く流布した考えや価値観。先ほどの

自明のこと、自明性といったことですが、それに

対してインサイダーであり、つまり内部の人間で

あると同時にアウトサイダー、それを外側から批

判的に眺める、両方の役割を果たすのが人文学の

使命であるということを述べています。

そしてこのことは、最後になりますが［スライ

ド 12］ここの似顔絵はジョン・スチュアート・

ミルというイギリスの哲学者であり経済学者でも

あった人ですが、スコットランドにあるセント・

アンドリューズ大学の名誉学長だった人です。こ

れは学生たちの選挙で選ばれるらしいですけれど

も、その就任講演で、次のようなことを述べてい

ます。これは、今岩波文庫で、『大学教育につい

て』というタイトルでこの就任講演の全文が読め

るようになっていますけれども、「人文系の学者

が自分たちの住む世界の自然法則や特性について

まったく無知になれるほど、」これはさっきの科

学リテラシーということですね。それから「また

科学者が詩的情操と芸術的教養を欠いてしまうほ

ど」これは先ほど言った社会文化リテラシーとい

うことですが、それほど「我々の精神はそんなに

貧弱ではありません」というふうにミルは述べて

います。まさに科学リテラシーと社会文化リテラ

シーの、両方を身に付けた人間になれと言ってい

るわけですけれども、それを培うのが、我々が担

当している教養教育であるというふうに考えてい

ます。以上、ちょっと時間が超過しましたが、ご

清聴ありがとうございました。

（拍手）

司会（工藤）：野家先生、どうもありがとうござ

いました。いろいろ質問あろうかと思いますが、

それは、今のうち忘れないうちに書き込んでおい

て、それぞれお話を聞いて、その後総合的に討論

をしたいと思います。
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合同講義2016
人文系のための弁明（アポロギア）
野家啓一

（総長特命教授：哲学）

２．問題の発端
２‐１．文科大臣通知（2015．6．8）

• 『国立大学法人等の組織及び業務全般の見
直しについて（通知）』

「特に教員養成系学部・大学院、人文社会系学
部・大学院については、18歳人口の減少や人

材需要、教育研究水準の確保、国立大学として
の役割等を踏まえた組織見直し計画を策定し、
組織の廃止や社会的要請の高い分野への転
換に積極的に取り組むよう努めることとする。」

2016/06/26 科学史学会東北支部 3

２‐３．新自由主義的大学改革

• ネオリベラリズム（レーガン・サッチャー・中曽
根路線）：規制緩和と市場原理の導入 →
分割民営化（国鉄、電電公社、専売公社）

• 大学設置基準の大綱化（1991）
• 大学院重点化(1990’s)
• 国立大学法人化(2004)
→ 運営費交付金の削減と競争的資金の導入

• ミッションの再定義（分割統合と差異化）

2016/06/26 科学史学会東北支部 5

１．「弁明」のための弁明

• 二宮宏之『マルク・ブロックを読む』

「現在日常的に用いられる日本語では『弁明』と
いうと『言いわけ』とか『弁解』のニュアンスで受
け取られるかもしれません。しかし、もともとギリ
シア語のapologiaに発する原語は、法廷など議
論の場において自らの立場をはっきりと述べ事
理を明らかにすることを意味しており、それはプ
ラトンの『ソクラテスの弁明』にも見られるとおり
です。」

2016/06/26 科学史学会東北支部 2

２‐２．各方面からの反応

• 日本学術会議幹事会声明「これからの大学のあ
り方―特に教員養成・人文社会系のあり方―に
関する議論に寄せて」(2015.7.23)

• 『週刊朝日』2015年11月13日号「特集：大学崩
壊！実学重視が人材育成をダメにする」

• 『現代思想』2015年11月号「特集：大学の終焉―
人文学の消滅」

• 『文學界』2015年12月号「特集：『文学部不要論』
を論破する」

• 『中央公論』2016年2月号「特集：国立大学文系
不要論を斬る」

2016/06/26 科学史学会東北支部 4

３．歴史的視点から
３‐１．知の新旧論争①

• B.パスカル「真空論序言」（遺稿、17c．半ば）

「歴史とか、地理とか、法律とか、言語とか、とりわ
け神学とかいうような、著者たちの書いたことを知
ろうとして探求すればよいような問題、要するに、
単純な事実か、聖俗の制度かをその原理としてい
るような事柄においては、それらについて知りうる
ことはすべて書物に含まれているので、それらの
書物に助けを求めることがどうしても必要である。
したがって、それによって完全な理解を得ることが
でき、それに何ものも加えることはできない」

2016/06/26 科学史学会東北支部 6

［スライド 1］ ［スライド 2］

［スライド 3］ ［スライド 4］

［スライド 5］ ［スライド 6］
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３‐２．知の新旧論争②

同前（続き）「同様なことは、感覚や推理のもと
にある問題については言われない。そこでは権
威は無用である。それらは理性によってのみ知
られるべきものである。権威と理性とはそれぞ
れ違った権利を持っている。前の場合には権威
がだんぜん有利であり、後の場合には理性が
代わって支配する。（中略）このように、幾何学、
算術、音楽、自然学、医学、建築学など、実験
と推理のもとにあるすべての学問は、完全にな
るためには増し加えられなければならない。」

2016/06/26 科学史学会東北支部 7

４．人文社会系学問の役割
４‐１．スローサイエンスの自己主張

• 「ファストサイエンス」としての自然科学

→ 利便性、効率性、有用性の追求（市場価値）

→ アカデミック・キャピタリズム（バイ＝ドール法）

• 「スローサイエンス」としての人文社会科学

→ Humanities：市場価値に還元できない人間性
の探究 (litterae humaniores：人間らしい学芸)
→手間ひまをかけた学問的熟成 (スローフード)
→既成の価値の問い直しと組み換え(スローライフ)

2016/06/26 科学史学会東北支部 9

３‐３．人文知と科学知の棲み分け

同前（続き）「このような相違が明らかになれば、
自然学的問題における論拠として、推理や実験
の代わりに権威のみを持ち出す人々の盲目を
あわれまざるをえなくなり、また神学において、
聖書と教父たちとの権威の代わりに、推理のみ
を用いる人々の悪意を恐れざるをえなくなる。
自然学において何事をも発明しようとしない臆
病な人々の勇気を鼓舞し、神学において新説を
生み出そうとする無謀な人々の高慢を困惑させ
なければならない。」

2016/06/26 科学史学会東北支部 8

［スライド 7］ ［スライド 8］

［スライド 9］

４‐３．境界を横断する人文学

• エドワード・サイード『人文学と批評の使命』

「現代の人文学者にとりわけ求められるのは、多
様な世界と伝統の複雑な相互作用についての感
覚を養うこと、そして属しつつ距離を置き、受容し
つつ抵抗するという、避けがたい組み合わせだ。
人文学者に課せられた仕事は、ただある地位や場
所を占め、どこかに属することではなく、むしろ自
分の社会や誰か他の社会や＜他者＞の世界で問
題になっている広く流布した考えや価値観に対し
て、インサイダーでありかつアウトサイダーである
ことだ。」

2016/06/26 科学史学会東北支部 11

４‐２．人文系はいらないのか？

• 理工系；役に立つ vs. 人文系：役に立たない
→ 人文系は「役に立つ」とはいかなることかを

根本に立ち戻って問い直す学問
• 日本学術会議『日本の展望』哲学委員会（2010）
①自明性を問い直す批判的思考力
②異質の他者を理解し共感する想像力
③応答可能性 (responsibility) に基づく対話力

• 事実認識（科学）と価値判断（人文学）の協働
→ 教養：科学リテラシーと社会文化リテラシー

2016/06/26 科学史学会東北支部 10

おわりに （Saint Andrews 大学
名誉学長就任講演）

「人文系の学者が自分
たちの住む世界の自
然法則や特性につい
てまったく無知になれ
るほど、また科学者が
詩的情操と芸術的教
養を欠いてしまうほど、
我々の精神はそんな
に貧弱ではありませ
ん。」 Ｊ．Ｓ．ミル

2016/06/26 科学史学会東北支部 12

［スライド 10］

［スライド 11］ ［スライド 12］
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司会（工藤）：それでは次、宮岡先生お願いします。

宮岡：こんにちは、宮岡です［スライド 1］。よ

うこそおいでになりました。私は自己紹介から始

めさせていただきます［スライド 2］。東工大と

いう東京の大学を出まして、そこに長年勤めてい

たんですけれども、そこから上智大学、九州大学

と流れまして、今は東北大学に 2007 年からお世

話になっております。ずっと東京が長かったのは、

3人の子育てをしたという経験がございます。下

の子が大学に入った年が 2003 年なんですけれど

も、九州大学のほうによんでいただいて、非常に

思い切って単身赴任をいたしました。その当時で

すが、旧帝大系で数学の女性教授というのは、全

国で 3人だけ。今は倍増していると思いますけれ

ども、そういう状況でした。それ以前、夫の方が

実は東京を離れて、単身赴任をしていたというこ

ともございまして、母子所帯。その他に海外に行っ

たりということで、10 年ぐらいは母子所帯とい

うことで、それなりに苦労しての今があります。

今日は、横文字でダイバーシティとバリアフリー

というタイトルを入れてしまって［スライド 3］、

何のことだろうと思われたかもしれませんけれど

も、かみ砕けば多様性と垣根をなくすという、そ

れだけのことです。どちらも「教養」ということ

に関係していますので、ちょっとこういう言葉を

入れさせていただきました。要するに多感な感性

を持って、いろいろな人やものと、隔てなく付き

合って触れ合うことが、教養につながりますよと

いう、そういうことが言いたかったわけです。先

ほどから教養教育とか人文系とかいう話が出てい

ますけれども、それより以前に大学とか、大学生

講義
「ダイバーシティとバリアフリー
を目指して」

宮岡 礼子

という概念が、ずいぶん昔と今では変わってきて

いると思いますので［スライド 4］、ちょっとこ

の表を見てください［スライド 5］。これは大学

進学率とか、大学生の数を表すグラフなんですけ

れども、こちらは見えないと思いますけれども数

ですね。こちらがその同じ年代のうちの何％が大

学に進学しているかという、それの動きを示して

います。大学進学率というのは、この破線。ここ

が進学率なんですが、明治大正を見ますと、5％

を下る。2～ 3％しか大学というところには行っ

ていないわけです。ところが、これは平成 15 年

の統計ですけれども、大学進学率が 41％。10 人

のうち 4人は大学に行くという、そういう状況に

なっています。ということは、明治大正時代とい

うのは［スライド 6］、本当にエリートとか、本

当に経済的に恵まれている人とか、そういう人し

か大学に行かない時代だったわけです。そこで旧

制高校に入って寮生活をしながら、哲学を学んだ

り、いろいろな教養を身に付ける。そういう時間

がたっぷりあったわけですね。我々は昭和 40 年

代に大学生になっているんですけれども、団塊の

世代と言われる、いわゆるそういう世代なんで

すけれども、その頃も大学の進学率というのは

20％以下だったわけですね。それは高校によって

違うかもしれませんけれども、少なくとも私が出

た高校では理系も文系もなくて、全員が同じこ

とを学んでいました。大学に入ってからも教養

教育というものが、1年半ないし 2年はありまし

て、そこでたっぷり人文科学、社会科学、自然科

学を学ぶことができたわけです。ところが［スラ

イド 7］、現在進学率 41％になってしまいまして、

大学が庶民化した、大衆化した。そういう時代に

なっています。皆さん多分、この間もちょっと基

礎ゼミで手を挙げてもらいましたけれども、高校

の時から理系、文系分かれてしまって、文系の人
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は数Ⅲはやらないとか、理系の人は、人文系はあ

まり学んでいない。そういう方がすごく増えてし

まって、そのキャパシティーがないまま大学に進

むので、大学でもそういうことを、色々なことを

学ぼうというようなキャパシティーがないままの

学生さんがちょっと増えているんじゃないかとい

う気がします。社会の方も半分が大卒ということ

ですから、エリートですごく教養のある人を求め

るというよりは、即社会人として役に立つ、即戦

力として役に立つ人材を育成してほしいというよ

うな、そういう社会的な要請もあったんだと思い

ます。90 年代初頭、先ほどからお話が出ていま

すが、実学というか大学の専門学校化というよう

なことも、これはやむを得ない部分もあると思う

んですけれども、起こってきたわけです。ところ

が、大きな事件が 1990 年にふたつありまして［ス

ライド 8］、皆さんはまだ産まれていない時だと

思いますけれども、95 年に阪神淡路大震災とい

うのがございました。それからその 2ヶ月後に、

地下鉄サリン事件というのが宗教団体のオウム真

理教徒によって引き起こされました。そこでは非

常にエリートですね、理系の人が関わっていたと

いうことが、お医者様とかですね、本当に理系の

優秀な人たちが宗教集団に入って、こういう事件

を起こしてしまったということがございました。

ちょっと画像を見ていただいて、これは阪神淡路

大震災ですが［スライド 9］、高速道路がこんな

ふうになってしまっていたり、建物がこんなふう

な。皆さんも大震災でご存知だと思いますけれ

ど、こんなことがあったわけです。それからオウ

ム真理教というのは［スライド 10］、官庁街、地

下鉄の霞ケ関駅周辺で地下鉄の中でサリンという

猛毒の液体をまいて、6,000 人ぐらいの人が死傷

したわけですね。そういう事件が 95 年に起こり

ました。こちらは皆さん記憶にまだ新しいかと思

いますが［スライド 11］、5 年前に東日本大震災

があって、その時も津波とか東京電力の原発事故

とかで、想定外のことがいっぱい起こってしまっ

て、理系の人も文系の人も、非常に慌てふためい

たわけですね。その時は、ちょうど首相が菅直人

さんという東工大出身の理系の方でした。画像［ス

ライド 12］、これは福島第 3原発。こちらは津波

の映像ですけれども、まだ記憶に新しいこういう

こともあったわけです。日本というのは、他の国

とちょっと違った構造を持っていまして［スライ

ド 13］、官僚というのがほとんど東大の法科出身

男性。そんな感じ。今までですね。これから変わ

ると思いますけれども、それから理系がとても少

ない。企業のトップとかも、文系の人が牛耳って

いる会社が多いのではないかという感じがしま

す。私は東工大に入った時に、文系の人は将来社

長になれるけど、理系の人は将来工場長だよと言

われて。今もそういうふうに言われているのかも

しれませんけれども、互いに融合しようとか、理

解しようというのがむしろなくて、何かそういう

分離してしまったような状況が、日本の特色では

ないかと思います。けれども［スライド 14］、こ

れからは世界がグローバル化していますし、多極

化、情報化、若年人口急減、社会保障費の急増と

いうような、大転換に対応していくような人材を

養わなければいけないわけです。そういう人たち

は主体性をもって、多様な人たちと協力しながら

学び働く力を養わなければならない。ですから、

多肢選択式のこの中から、この 5つの中から正解

を選びなさいという、そういう教育は、もう困る

わけですね。こういう人を養うためには。じゃあ

どうすればいいでしょうか［スライド 15］。私は

言葉が悪いので、ここは後で削除していただくか

もしれませんけれども、大学の差別化というのは、

ある程度は必要なんではないかという気がしま
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す。かつての大学のように、本当のエリートを育

てる、そういう大学がなければいけないと思うん

ですね。そうした大学では、どういう教育をすれ

ばいいかと言ったらやっぱり専門教育はもちろん

ですけれども、いわゆる教養教育というものを重

視していかなければいけないと思います。「教養」

とは何か［スライド 16］。先ほどからいろいろ言

われていますが、すぐには役に立たない。確かに

そうかもしれませんが、やっぱり私たちも「あな

た教養ないわね」と言われると、やっぱり「数学

できないね」とか、「英語駄目だね」と言われる

よりも、ちょっとダメージが大きくなっちゃいま

すよね。じゃあどうすればいいんでしょうか［ス

ライド 17］。ちょっと安直ですけれども、先ほど

も野家先生もおっしゃっていた複数の路線を目指

す。文系の人は理系、理系の人は文系を学ぼう。

例えば理系の人は歴史から学ぶことがとても多い

ので、歴史というものは、歴史の本とか読み物を

読むことはとても勉強になると思います。それか

ら文系の人は、例えば生物とか生命科学ですね。

最近、そういうものがとてもポピュラーになっ

て、読みやすい本もいっぱい出ていますので、そ

ういうものを読んで、生命の継承ということを考

えてくださればいいかと思います。理系、文系の

違い［スライド 18］。さっき、現実認識と価値判

断という、まさにそれですけれども、理系という

のは論理で事象を説明するが、対象や問題そのも

のの価値は問わない。主として左脳、脳の左側を

働かせます。文系というのは、イメージを重んじ、

存在理由やその価値、価値というのは価値判断。

先ほど野家先生の話に出てきましたので、これは

右脳を働かせる。一方ダイバーシティ、多様性を

なぜ推奨するかというと［スライド 19］、女性が

今までの社会に関わる比率というのはとても少な

かったと思うんですね。ここで今見ても女性の方

の方が、やっぱり圧倒的に男性ですよね。私も数

学を教えていますと、クラスにまず 1割ですね、

女性は。すごくおかしいと思うんですよ。だって

半分は女性なのに、半々なのに、大学の数学の教

室には女性が 10％しかいないというのは、とて

も変なこと。遺伝子もみんな同じはずですよね。

何かそう、女性が理系をやると何かちょっとお嫁

に行けないみたいな、昔はそんな雰囲気があって、

すごくおかしいですよね。女性というのはいろい

ろケアの心があったり、気遣いできたり、心配り

ができたりそういう能力がすごくあるから、やっ

ぱり政治の世界でも、どういう世界でも女性がい

るということがとても大事だと思います。女性脳

の特徴って、右脳と左脳をつなぐ脳梁が男性より

も 20％太いんですね。ということはどういうこ

とかと言うと、女性は同時に色々なことができる

んです。もう家事、育児をやっていると、まさに

そうなんですけれども、色々なことができて、マ

ネジメントにはすごく強いんです。だから理系。

特に今は、私は理系を増やしてほしいなと思って

います。一応男性はひとつのことに集中するのが

強いということを付け加えておきます。4つの C

［スライド 20］というのは私の考えではなくて受

け売りなんですけれども、Communication 能力

というのは、常に要求されることですね。それか

ら Commitment というのは、いろいろなことに

関わったり、参加するということです。Creation

は、造る方の創造ですね。それから Care という

のは、心遣いや気遣い。それで、もうひとつ C

を入れたかったんですが、今私は Circle 活動を

今皆さんにしてほしいなと思っています。サーク

ル活動をしている方はどのぐらいいらっしゃいま

すか。手を挙げてください。ずいぶんたくさんい

らっしゃいますね。よかったです。私自身は［ス

ライド 21］ギター研究会で、今はギターなんて
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あまり流行らないかもしれませんけれども、アン

サンブルを組んで、クラシックギターをやってい

ました。私は数学が専門ですけれども、色々な学

部の皆さんと一緒になったり、ドレスメーカー女

学院という女学院の皆さんともお付き合いをした

りして、いまだに年に一度は旧交を温めるという

ような、そういうお付き合いになります。私はずっ

と大学にいて［スライド 22］すごく狭い世界に

いるんですけれども、やはりそういう違った社会

にいるという人たちと、お付き合いをすることで

学ぶことがとっても多いので、皆さんも大学生の

うちしかそういうことはできませんから、ぜひそ

ういうことを心がけてください。不得手なことを

克服する［スライド 23］ということも大事なん

ですけれども、例えば私が今すごく頑張っても、

絶対にオリンピックの選手にはなれないとかです

ね。やっぱり自分が得意なことを貫く方が、トッ

プへの道は近いと思います。それから皆さんもぜ

ひ、トップへの道に近い方を選んでほしい。特に

東北大学の学生さんたちは、皆さん本当に優秀な

方。キャパシティーがすごくある方ばかりですか

ら、ぜひ文系の人は理系をやり、理系の人は文系

をやるという、そういうのは予備としてやってい

ただくにしても、まずは得意なことを貫いてトッ

プを目指してください。とりあえずお勧めするの

は［スライド 24］、本を読みましょう。それから

映画を見ましょう。そして、体を動かしましょ

う。そして、もちろん勉強をしてください。素敵

な 4年間の大学生活を送ってください［スライド

25］。どうもありがとうございました。

（拍手）

司会（工藤）：ありがとうございました。最後の

方は、男は駄目だみたいな話になりましたが、皆

さん質問用紙にちゃんと色々なことを書き込んで

おいてくださいね。

総長特命教授合同講義の記録　講義「ダイバーシティとバリアフリーを目指して」　　2.2



－　　－66

ダイバーシティとバリアフリーを目指して

教養教育院 宮岡礼子

(2016.7.14)

今日の話題

•ダイバーシティー（多様性）

•バリアフリー（垣根をなくす）

どちらも「教養」に関係します．

多様な感性を持ち，いろいろな人や物と隔
てなく付き合い，触れ合うことが教養につ
ながります．

大学進学率の推移

自己紹介

•東工大→上智大→九大→東北大(2007から)

•子供3人育て上げ，2003年九大に単身赴任．
当時は旧帝大系で数学の女性教授は全国3名．

•それ以前，夫の単身赴任で母子世帯8年

•それなりに苦労しての今があります．

なぜ教養教育が軽視されたか？

•昔と今では「大学」，「大学生」の意味
がずいぶん違います．

•歴史からひもといてみましょう．

大学生がエリートの時代

•明治-大正時代，大学進学率は3%以下で，
進学者は真のエリート．旧制高校では哲
学を論じ，教養を身につけた．

•昭和40年代（団塊の世代，現在65歳以
上）大学進学率15-20%．ここまでは，
高校でもすべての科目を全員が学び，大
学でも教養教育をきちんと受けられた．

［スライド 1］ ［スライド 2］

［スライド 3］ ［スライド 4］

［スライド 5］ ［スライド 6］
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大学生が庶民化の時代

•現在大学進学率41% ．大学の庶民化．

•高校から文系，理系が分かれ入試に必要な科
目のみ力を入れ，大学進学後も多くを学ぶ
キャパシティのない学生が増える．

•受け入れ社会：早くから専門教育を施し，
「即戦力として役に立つ人材」を育成してほ
しい → 90年代初頭：教養教育の軽視進む．
教養教育廃止．大学の専門学校化．

阪神淡路大震災
（1995.1.17）

教養教育の見直しのきっかけ

•1995年：阪神淡路大震災，オウム真理
教による地下鉄サリン事件（理系のエ
リートが多数関わる）

＊この頃から「教養」の重要性が再認識さ
れるようになる．

［スライド 7］ ［スライド 8］

［スライド 9］

東日本大震災(2011.3.11)

•2011年：東日本大震災による津波や東
京電力の原発事故：理系も文系も「想定
外」の出来事にたじろぐ．→ 教養教育の
見直しへ．

•この時の首相は東工大出身の菅直人氏．

地下鉄サリン事件(1995.3.20)

原発事故と津波被害

［スライド 10］

［スライド 11］ ［スライド 12］
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日本の構造

•政治は東大法科出身の官僚が中心．

理系は非常に少ない．

•企業のトップも理系は少ない．

文系出身→将来は社長

理系出身→将来は工場長

互いの理解は？

ではどうすれば良いのか？

•言葉は悪いですが，大学の差別化も必要．

•かつての大学のように，真のエリートを育
てる大学が存在しなければなりません．

•こうした大学では専門教育はもちろんです
が，「教養教育」が大事です．

どうすれば良いか？

•複数路線を目指す：文系の人は理系を，
理系の人は文系を学ぼう．

•歴史はいろいろなことを教えてくれる
（人類の過ち，成功）．

•生物学は理系と文系の両方をつなぐ（生
命の継承）．

しかしこれからは

•世界のグローバル化，多極化，情報化，
若年人口急減，社会保障費の急増という
大転換に対応しなければならない．

•主体性をもって多様な人たちと協力しな
がら学び働く力を養うためには，狭い知
識から多肢選択式問題の答を探すといっ
た今までの教育は通用しない．

「教養」とは何か？

•すぐには役に立たないもの．

•しかし「教養がない」と言われるのは，
「数学ができない」，「英語ができな
い」と言われるよりはるかに深刻．

理系と文系の違い

•理系：論理で事象を説明するが，対象や
問題そのものの価値は問わない．主とし
て左脳を働かせる．

•文系：イメージを重んじ，存在理由やそ
の価値を問う．主として右脳を働かせる．

［スライド 13］ ［スライド 14］

［スライド 15］ ［スライド 16］

［スライド 17］ ［スライド 18］
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多様性（ダイバーシティ）の推奨

•女性や子供が社会に関わることは重要（女
性：ケアの心がある．子供：正直）

•女性脳の特徴：右脳と左脳をつなぐ脳梁が男
性より20%太い．

•女性は同時に多くのことができる．マネージ
メントに強い．リケジョを増やそう．

•男性は一つのことに集中するのに強い(一応)．

この歳になって思うこと

大学時代のCircle活動

私はギター研究会でアンサンブルをやって
いました．

所属していた理学部数学科だけではなく，
工学部や，一緒に活動していたドレスメー
カー女学院の方たちともお付き合いがあり
ました．

今も年に一度は旧交を温めています．

4つのC+1が重要

Communication

Commitment（いろいろなことに関わる
（参加する）こと)

Creation

Care

そして大学生の皆さんは

Circle 活動をしましょう！

［スライド 19］ ［スライド 20］

［スライド 21］

自分は何を目指すのか？

•不得手なことを克服→ せいぜい普通レベル

•得意なことを貫く→ トップへの道

•東北大生に目指して欲しいこと

ダイバーシティとバリアフリー

•50年近くも大学という狭い世界にいる私か
らすれば，こうした多様性と垣根のないお
付き合いにより，学ぶことが多いのです．

•皆さんも是非こうした活動をしてください．

とりあえず

•本を読もう！

•映画を見よう！

•体を動かそう！

そしてもちろん勉強しよう！

［スライド 22］

［スライド 23］ ［スライド 24］
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素敵な大学生活を送ってください！

ご静聴ありがとうございました．

［スライド 25］
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司会（工藤）：それでは、3人目、最後になりま

すが山口先生。お願いします。

山口：教養教育院の山口です［スライド 1］。今

のおふたりの先生がおっしゃったことで、大体私

たちが言いたいことは全部尽きていると思うの

で、私は余談をちょっとお話しさせていただき

ます［スライド 2］。最近AI、すなわちArtificial	

Intelligence、日本語では人工知能というのがえ

らく話題になっています。こういうものを含む情

報系の学問を勉強しようと思っている人たちは面

白いと思っているかもしれません。

これに関して、シンギュラリティという言葉も

聞いたことがあると思います。こういう話で、一

番極端なのはカーツワイルという人が、2045 年

頃にはいわゆる超知能あるいは強いAI というも

のができて、そういうAI が 1 回出現すると、も

う人間なんか全然構わないでそいつが進化するよ

うになると言っています。そうすると、カーツワ

イルは人間が幸せになるって言っているんだけれ

ども、悲観的な人は、人間が全部滅ぼされてしま

うと心配しています。つまり、映画になった「ター

ミネーター」の世界ですね。

2045 年は、今から 30 年も先だから、私たち 60

歳代の老人は、大体はもう死んでしまっているん

でどうでもいいと言えばいいんですけれども、君

たち 10 代の学生にとっては死活的に重要なわけ

です。2045 年に、もし本当にそういうことが起

きたらば、君たちは大体まだ 40 代で、えらいこ

とになります。だから、今日は、その話をちょっ

と考えてみて、そうすると、今何をするべきなの

講義
「教養は死活的に重要である
―シンギュラリティを
超えるために」

山口 隆美

かという方向も出てくるかなと思って、その話を

したいと思っています。

学生諸君には映画を見ることを勧めると、ただ

今宮岡先生がおっしゃったんですが、私も映画が

大好きで、映画の話から入ります。［スライド 3］、

先週EX_MACHINAという映画を見て来ました。

この EX_MACHINA というタイトルは、Deus	

ex	machina という言葉から来ています。これは

皆さん知っているかも知れないけれど、中世から

近世にかけてのオペラで、話が面倒くさくなって

くると、最後に機械仕掛けのデウス、つまり神様

が出てきて、みんなぶち壊して終わらせてしまう

という解決法です。一番有名なのはモーツアルト

の「ドン・ジョバンニ」で、最後にドン・ジョバ

ンニを地獄の窯の中に連れていく幽霊が出てきま

す。つまり、EX_MACHINA というのは、あま

り良くない意味で、機械仕掛けということを意味

しています。

このEX_MACHINAという映画では、人間そっ

くりのロボットが完成しているというところから

話がはじまります。さて、人工知能がヒトの知能

と同じ水準にあるかどうかを見分ける方法として

チューリングテストというのが提案されていま

す。聞いたことがあるかもしれませんが、チュー

リングテストというのは、もし人工知能と称する

ものがあったら、そいつと顔を合わせないで問答、

議論をして、どうしても人間としか思えないとい

うふうになったらば、そいつは本当の人工知能だ

というものです。これはアラン・チューリングと

いう、第 2次世界大戦中に、ドイツのエニグマと

いう暗号を解読したことで有名な数学者が提案し

た方法です。

さらに余談ですが、アラン・チューリングとエ

ニグマの映画っていうのも去年公開されていま

す。残念ながら、この映画（イミテーション ･ゲー
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派な哲学用語なのね。こういうタイトルの映画が

ハリウッドから出てくるっていうのは、この頃本

気でAI を研究している人たちは、自分たちが技

術開発というよりは哲学をやっている気でいるら

しいということがわかる。

こっちは今度は現実の話で、皆さんもよく知っ

ている話です。イ・セドルという、もしかしたら

囲碁というゲームの世界の歴史上、最強ではない

かと言われている韓国の九段がアルファ碁という

Google が作ったプログラムに完敗している。最

初に連続 3敗したときは、もう駄目だという話に

なって世界をショックが走った。韓国棋院は、こ

のアルファ碁に対して、名誉九段を授けた。これ

で、これまで人工知能なんて大したことはないと

思ってた人たちが相当危機感を持つようになるわ

けですよ。碁が負けるんだったら、もう後は人間

が勝てるゲームが絶対ないだろうという話になり

ます。

さて、このショックのもとは何かって言うと、

この辺はちょっとついでだから知識をひけらかす

けど、ディープラーニング［スライド 4］という

技術です。ディープラーニングというのは、これ

は実は元の技術は、私などが本当に若かった時か

らあった技術で、このニューラルネットワークと

いうものを使います。こんなもので何かがわかる

んだろうかと大方の人は思っていたんですがね。

この技術の原型は、もう 30 年以上前からあって。

時々流行ってすたってたんですね。それで最近こ

のニューラルネットワークを現実に適合させるた

めにバックプロパゲーションという新しい技術が

導入されて飛躍的に性能が向上したと言われてい

ます。また余談になるけれど、この方法を見つけ

たひとの一人は日本人の甘利俊一先生という人な

んだけれども、日本人の研究者は真面目だから、

名前の付け方が悪いんですよ。確率勾配降下法と

ム）は、特に技術的な問題の描写がちょっと出

来が悪かった。ま、そういう点では、この	EX_

MACHINAも大して出来がいい映画とは言えな

いんですがね。

この EX_MACHINAという映画では、ロボッ

トまたはアンドロイドということになっている、

このきれいなお姉ちゃんが、これが本当に人間に

見えるかどうかチューリングテストをするという

筋書きになっています。どうやってするかという

と、この時代では問答が、つまり言ったりするこ

とが人間とそっくりなのは当たり前で、人間そっ

くりにふるまえるかという話になります。

この映画の小道具がまた凝っていて、このロ

ボットの開発者がその世界で最高の検索エンジン

を発明して、これがすなわち人工知能だというん

ですね。つまり、世界中のことを検索して何で

も分かるのが、人工知能だと言いたいわけです。

この検索エンジンの名前がまた奮っていて、The	

Blue	Book という。何のこっちゃいと思うかもし

れないけれども、The	Blue	Book というのは、ウィ

トゲンシュタインという哲学者の難解をもって有

名な講義録なんですね。日本語訳では、「青色本」

といいます。それでThe	Blue	Bookっていうのは、

この映画の中では世界で一番の検索エンジンで、

このアンドロイドは、そのBlue	Bookそのものが、

言ってみれば人の格好になっていると。こういう

お話になっているわけですよ。つまり、知能とは

検索エンジンであるというわけです。何だか、何

でもスマホで検索する今時の学生さんそのもので

すね。

こっちはトランセンデンスという、まあ噴飯物

の映画です。噴飯物の映画を勧めてもしょうがな

いんだけれども、この映画ではトランセンデン

スっていう題名が引っかかるわけですよ。トラン

センデンスと言う言葉は超越と訳して、これは立
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る［スライド 5］。その基礎にあるのは、ムーア

の法則という観察です。ムーアの法則というのは、

コンピュータの CPUを作るインテルという会社

の創始者の一人であるムーアという人の予測で。

コンピュータを構成しているトランジスタのサイ

ズがどんどん小さくなって、集積回路（IC）の

上のトランジスタの個数は、18 ヶ月ごとに倍に

なると言う予想です。そうすると、計算能力が最

初のうちは、段々このピースワイズ。つまり少し

ずつ線形に増加するので、みんな大したことない

だろうと思っていたんだけれども、これが、段々

傾きが上がってきている。つまり、指数関数だと

いう話になって。指数関数だとそのうちドカンと

爆発をするわけですね。

爆発をするっていうともう駄目だと。駄目と言

うか、人間の知恵なんか絶対追いつかないところ

が来るというのを、このカーツワイルという人が

言ってるわけです。カーツワイルは超楽天主義者

で、リバタリアンだから、人間なんていなくても

人工知能が宇宙に満ち満ちるとかって能書きを垂

れてます。実は、この講義をやるために人工知能

の本を何だか山のように読んだけれども、入門と

いうか大衆向けの本はどれも大体たわごとです。

しかし、実際問題としてこのスライドのように

なっちゃうわけですよ。1週間前だっけ。ダラス

で警察が爆弾をくくりつけたロボットを現場に

突っ込んで、爆弾をドンとやって犯人を殺すとい

う事件がありました。あのロボットは、米軍の払

い下げなんだってね。そいつの先にあるのは、ター

ミネーターですよね。ターミネーターも皆さん見

ただろうけど、あれは結局スカイネットっていう

人工知能が、ある日ある時目を覚まして、人間っ

ていうのは邪魔だ、いらねぇって。じゃあ滅ぼし

てしまえって話になるっていう話が下敷きにあ

る。

かって名前を付けたもんだから流行らなくて、ア

メリカ人がそいつにバックプロパゲーションって

やったらば、一発で流行ったという話なんですが

ね。

その基本は何かというと、要するにこれは人間

の脳の単位構造であるニューロンを模擬しようと

いう話です。ニューロンというのは多入力で 1出

力あるシステムです。これは実際の神経細胞の写

真で、赤く点々と蛍光を発しているのが、シナプ

スという構造で、これを含む神経細胞、つまり、

ニューロンを模擬した電気回路（ま、いまは、す

べてコンピュータ上のシミュレーションですが）

を適当につないでいくと、どういうわけだか知ら

ないけれども、脳ができるんじゃないかという話

なわけです。

こういう、言ってみれば、あいまいな理論です

が、このディープラーニング技術の本質的なとこ

ろはスライドの右下の図です。これは主成分分

析って言って、ばらけているデータに、まず何か

ありそうな 1番の線を引いて、その次にそいつに

直交する線を引いて、これが 2次元だけれども、

こいつをN次元にすると、N次元に直交する線

を引けば、結局、そのデータすべてを記述できる

という話になります。問題は、その引っ張られた

線が何だかよくわからないんですよ。私も商売で

主成分分析の近いことを研究したりしているんだ

けれども、主成分分析の線を引いたからって、そ

れはそういうふうに線が引けるけど、その線がど

ういう意味を持っているんだかわからない。それ

をこの、ディープラーニングにくっけるというと、

つまり何だかわからないけど、何かできるという、

そういうシステムができて、そいつが碁では勝っ

ちゃった。

こういう技術が、これから先どうなるかと言う

と、大変なことになるのではないかと言われてい
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イクロセカンド早い。こういう話になって、ダー

クプールの普及が進むと、そのうち株の取引とい

うのがもうどうにもならないほど機械化されて、

人間が介入する余地がなくなって来ます。結局の

ところこういう市場では、こういう機械を、AI

を持っているものだけが一人勝ちをする。実は、

すでにして一人勝ちになっている。金儲けがから

む、ということは、すべての他の分野にもこうい

う動きが当然及ぶだろうと予想される。折角大学

に入って、さて、何かの専門家になろう、知的労

働者になろうと思っている学生を目の前にして言

うのも何だけど、多分このスライドに示したタイ

プの専門家、知的労働者は、もうすぐ機械に勝て

なくなる［スライド 7］。スライドに示す、記憶・

検索・類推型という職種ですね。諸君はみたとこ

ろ、この会場で話しを聞きながら、ポチポチって

スマートフォンをやっている人は多くないようだ

けれど、このごろの若い人は、下手すると朝から

晩までスマートフォンでポチポチやっている。ス

マートフォンをコチョコチョってやるということ

は、つまり検索エンジンに全部依存しているわけ

で、その検索エンジンが速くなってインテリジェ

ント化すると、弁護士とか会計士とか税理士とか

不要になります。私はもともと医者だったもんだ

から、医者の話は興味あるのだが、多分、遅かれ

速かれ内科系の医者というのもいらなくなる。そ

れからもちろん、経理なんていうのはとっくの昔

にいらなくなっている。格差が進んでいるという

のは、結局経理の担当者とかそういったものがど

んどんクビになっているということです。さらに

定型的な技能従事者も怪しい。自動車の運転が完

全に自動化されるのは、あと数年だと見積もられ

ている。飛行機も自動車も全部自動運転が可能に

なったとしたらば、運転者は誰もいらない。医者

で言えば、外科系の医者もいらない。今でもロボッ

それで、何が、良い未来か、あるいは、悪い未

来かについて、何が本当なのかってことがよくわ

からない。わからないんだけど、とりあえずその

結果はどうなりそうなのかということは一応考え

ておく必要があるだろうと思います。実は、こう

いう技術進歩による影響は今もうすでに起こって

います［スライド 6］。株の取引に興味のある諸

君は聞いたことがあるかも知れないが、株取引の

世界では、今、High	frequency	trading、HFTっ

ていうのが大問題になっている。HFTっていう

のは、簡単に言うと株の売買の指図書を運んでい

る飛脚がいてね、飛脚が歩いている間ににそいつ

の中身を読んで、追い抜いて走っていって売買を

先回りにやるっていう話なのですね。それが今は

電子化されているから、電子的なボタンをポチッ

と押して、その信号が行くまでのミリセカンドを、

何マイクロセカンドか先回りするというと、薄く

広く金が儲かるという話です。これはもう、実は、

世界中で普通に行われています。

さらに、そいつを速くするためのダークプー

ルっていうのが組織されている。このダークプー

ルという、いかにもダークな感じのものは何かと

いうと、人間がいない、完全に電子化された株式

取引で、アメリカの株式取引所は、80％以上がこ

のダークプールになっているんだそうです。つま

り株式市場というのには、人間が要らない。さら

に、それを早くするために何をしているかという

と、この図で示したように、たとえば、ニューヨー

クとシカゴを結んでいる通信線で、赤い線と青い

線で示された、専用の通信線を作っている。最初

はグラスファイバーでなるべく短くつないで速

いって喜んでいた。今は、グラスファイバーすら

まどろっこしいって言うんで、まっすぐここにマ

イクロウェーブの、つまり空中の電波を飛ばすよ

うになっています。これだと光ファイバーよりマ
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までの話に、本質的には関係ないんだけれど、年

寄りとしては、ここから先は同じお説教をするし

かないんです。申し訳ないんだけど将来がどうな

るか本当にわからない。はっきり言うと、こうい

う時代に、君たちがこれから面と向かう 45 年間

が、どういう時代になるのかは絶対わからないわ

けですよ。私も皆目見当が付かない。だけど、こ

のような状況で、すがることができるとすれば、

それは教養だと思う［スライド 10］。その教養を

深めて新たなことをクリエーションするというヒ

トの最終の能力に、AI が到達するのは少なくと

も最後だろうと思いたいわけです。ま、実際の所

は、わからないよ。AI がクリエーションをする

ようになるかもしれないけれども、その時は人間

はきっともうおしまいだろうと思うんだけどね。

おしまい、という言葉で思い出すのに、フェル

ミのパラドックスという、有名なパラドックスが

あります。この宇宙に無数と言ってよい恒星が

あって、そこに無数の惑星があって、従って、そ

こにきっと無数の生命が生まれる筈である。その

ような生命体が、どうしてここ地球に来ないのか

と。我々人類はどうしてひとりなのかという疑問

だね。それは、みんな絶滅したからだというのが

フェルミが言ったことなんだけれどもね。つまり、

どんな文明もそんなに長く保たないということの

結果として、我々地球の人類は孤独であるという

ことかも知れない。

結論を急ぎますが、今とにかく君たちに求めら

れているのは卒業後直ちに役に立つ技能ではな

い。少なくとも東北大の学生たる諸君たちは、生

涯にわたってこういう激変の中を切り抜けていく

だけのための、基礎となる考え方というものを大

学での経験を通じて学ばなくてはいけない。それ

で、何をするべきかというと［スライド 11］、さっ

きから言っているように、究極、機械にかなわな

ト手術っていうのがあるしね。今のところ、ロボッ

ト手術というのは単なるマニピュレーターなんだ

けど、それが本当に自動化されるという時代がき

たら、ブラックジャックは失業するというふうに

なるだろうと思うわけです。これが、20 年くら

いの内には実現する。

それでは、それに、どう対処するかという話に

なります［スライド 8］。もうとにかくリバタリ

アニズムだったら、自分が儲かれば全てがOKで、

これにテクノ・ユートピアニズムを加味すれば、

技術が進めばバラ色の未来があるっていうことに

なるけど、そんなことはありえない。今、何でも

ビッグデータだと騒いでいます。ビッグデータと

いうと、私のような昔のひとは、オーウェルが書

いた「1984 年」という SF小説に出てくるビッグ

ブラザーっていうのを思い出します。実際のとこ

ろ、1984 年というのは、もう 30 年も前に来てし

まっていて、既に、街角のそこら中に監視カメラ

があって、それが全部集約して個人の行動が監視

されている。現実の経済というのが、どんどん仮

想化されていて、貨幣というのがブロックチェー

ン技術にもとづくビットコインになりつつあるわ

けです。

結局、今我々が考えなくちゃいけないのは、人

工知能技術の進歩というのは、一体誰のためのも

のであるかということです。現状このままいくと、

サンダースというアメリカの大統領候補が言って

いたけど、世界の富の 90％は、たった 62 人に抑

えられているんだそうです。それがもっとひどく

なる。それをどうするかと。どうするかって言っ

てどうにかなるもんなら嬉しいんだが、とにかく

今のところ、どうにもならない。その個人的な対

策ですが、まずこの［スライド 9］をみてください。

君たち、日本の大学生は他の国の大学生にくらべ

て、ホント、勉強をしないんだね。これは、いま
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たけど、人間というものがね、これまでどれほど

馬鹿なことをして、どれほど回り道をして、どれ

ほど残酷で、どれほどどうにもならないかという

ことを学ぶためには、それは歴史を学ぶしかない。

ということで［スライド 12］、教養は死活的に重

要なんですよ。「学んで思わざれば則ち罔（くら）

し、思いて学ばざれば則ち殆（あやう）し」って

孔子も言ったんだけど、そういうことを考えなが

ら勉強をしていただきたい。これが駆け足になっ

てしまったけれど、私のメッセージです。

（拍手）

司会（工藤）：ありがとうございました。質問が

なかなか難しい講義ではなかったかなと思います

が、いろいろと質問用紙に書いてください。今か

ら 15 分間休憩します。その間に書いてもらって、

それを速やかに回収して、それをもとにして後半

の討論をやりますので、今から 15 分よろしくお

願いします。後ろの方から回りますから。もうす

でに書いた人は提出してください。

い検索ではなくて、探索をしなくてはいけない。

パソコンというか、スマートフォンへの依存をや

めなさい。ネットじゃなくて本を読む。本を読ん

で、自分の将来の専門とはかけ離れたことを学ば

なければならない。どうせ将来の専門科目という

のは、大学を出てから、もうそいつを死ぬまでや

らなくちゃいけないんだ。自分が専門としようと

思うこととかけ離れたことを学ぶ。それから実社

会の現状に注意を払わなければならない。

諸君らのうちで新聞を毎日読んでいる人って手

を挙げてごらん。多分、ひとりかふたりしかいな

い。おお、ちゃんと3人いる。4人いる。えらいね。

でも、こういう状況なんだよ。まず、新聞を読ま

ないといけない。新聞は確かにくだらないけれど、

そのくだらないことを読まないと世の中のことが

本当にわからないんだよ。検索で出てくるネット

の噂話ではダメなんだよ。そして基礎の学問、古

典を学ばなければならない。何といっても歴史で

すよ。宮岡先生もおっしゃったし、野家先生も言っ
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教養は死活的に重要である
‐シンギュラリティを超えるために‐

教養教育院総長特命教授

山口隆美

教養教育院総長特命教授合同講義
2016.7.14

1

人工知能とシンギュラリティ

3

シンギュラリティは天国か地獄か

5

問題提起の概要

• 人工知能(AI) と人類の未来ーシンギュラリティ

• AI は現実の脅威かーDeep Learning の意味

• 誰が AI を所有するかが問題だ

• 専門的知的労働者の未来

• 大学教育は何を目標とするべきか

• 学生が学ぶべきことは何か

• 教養は死活的に重要である。

2

ディープラーニングの問題点

4

経済のグローバル化とAI

6

［スライド 1］ ［スライド 2］

［スライド 3］ ［スライド 4］

［スライド 5］ ［スライド 6］
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専門家・知的労働者の市場価値

• 記憶・検索・類推型の専門家

–法曹（弁護士 etc) 、会計士、税理士…
–医師（内科系）

• 計算的な業務従事者

–経理

• 定型的な技能従事者

–機器運転

–医師（外科系）

7

我が国の大学教育の問題

出所）http://toyokeizai.net/articles/‐/13446?page=3
9

シンギュラリティをめぐる世界

• サイバーリバタリアニズム
– 自分が儲かればすべてOKか

• テクノ・ユートピアニズム
– 社会が変わらないのに技術がユートピアを作るか

• ビッグデータとスノーデン･ショック
– ビッグブラザーはそこにいる

• ブロックチェーン技術とビットコイン
– 国家を離れた資本主義はあり得るか。

• 人工知能技術の進歩は誰のためのものか
– 格差社会、貧困化と技術

8

［スライド 7］ ［スライド 8］

［スライド 9］

学生はどう生きるべきか

• 検索ではなく、探索を

• ネットではなく、本を読む

• 自分の将来の専門とかけ離れたことを学ぶ

• サイバー空間ではなく、実社会の現状に注意
を払う（新聞を読む）

• 基礎の学問、古典を学ぶ

• 歴史と文学に学ぶ

11

大学はどうすべきか

• 技術者（理科系）学生に対する文化系教養（歴
史・哲学）教育の強化

• ジェネラリスト（文系）学生に対する、基本の技術
(理科・数学）教育の強化

• 卒業後直ちに役立つ技能ではなく、学生の生涯
にわたって基礎となる考え方を提供できるか。

10

教養は死活的に重要である

• 想像（＝創造）力が人類の最後のより所であ
る。

• 歴史に学ばなければ同じ誤りを犯す

• 学而不思則罔、思而不学則殆(為政第二)

12

［スライド 10］

［スライド 11］ ［スライド 12］
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司会（工藤）：それでは時間になりましたので、

後半の討論を始めたいと思います。討論をしてい

る最中でも、こういう質問をしてみたいという方

がいたら、書いて提出をしてください。それから

あとは挙手をしていろいろ討論をするというよう

なことを考えていますので、そういう形ででもい

いですから、色々なことを考えておいてください。

最初に、口火を切っていただくということで、た

くさん質問が出ました。その中からこの辺のとこ

ろを答えてみたいという、それぞれの先生の考え

方があると思いますので、最初に野家先生、それ

から宮岡先生、山口先生から皆さんの質問なり意

見に対する回答をいただいて、その上でまた討論

をしてみたいと思います。それでは、野家先生よ

ろしいですか。

野家：たくさんあって、分類に時間がかかってい

るのですが、ひとつだけ、これは花輪先生にお答

えいただいた方がいいような質問がひとつありま

して。さっき、僕の歴史的な大学改革の過程で、

A：「ミッションの再定義」とありますが、具
体的にはどのような区別があるのでしょう
か？旧帝大に対しても、高校生は自分の学力
に見合う大学に行くことが多く、大学を特色
ではなく偏差値で判断していることが多いよ
うに思われます。今後、そういった考えが改
善されるのでしょうか？

という、ミッションの再定義に絡まって、今後の

大学のあり方に関する質問だと思うのですが、花

輪先生が一番詳しいかと。

司会（工藤）：それでは、花輪先生にご回答いた

だきたいと思います。

討論「大学改革と教養
―人文系はいらないのか？―」

B：もっと文科系の講義を取れるようにして
もいいと思います。今の段階でもキソゼミく
らいなので。

と。教養教育院の院長、何とかしてくださいとい

う質問だと思いますが。

花輪：野家先生のところにあった、ミッションの

再定義のことなんですが、その結果として、今ど

うなっているかというのをお話しするとわかりや

すいので言いますけれども、国立大学法人、今

86 あります。東北大学含めてですね、もちろん。

それを、3つの類型に分けたんです。ご存知です

か。類型の 1。地域に貢献する大学。類型の 2、

ある特定の分野で世界と、言葉は悪いんですけれ

ども戦っていく大学。世界に伍して研究なんかを

していく大学。類型の 3というのは、大学全体と

して、総合大学ですね。世界と戦う、これは本当

に言葉が悪くて申し訳ないんですが、そういう 3

つの類型に分けて、文部科学省はそれぞれの大学

に対する運営費交付金の手当てをし始めました。

これが一番わかりやすいと思います。実際のミッ

ションの再定義というのは、ひとつひとつの学部

に対して、あなたのところはどういう強みを持っ

ていますかというのを聞いて。あなたの大学は今

後、どういうふうに活躍していくつもりですかと

いうことなんですね。例えば東北大学の色々な学

部というのは、世界のトップレベルの大学と、色々

な分野の研究に対して競争して、貢献していくん

だというような言い方なんです。途中、宮岡先生

のひとつ、大学もいろいろ類型化されて構わない

んじゃないのということがありましたけれども、

現実にそういうことが、国立大学法人では起こっ

ているということですね。これがミッションの再

定義のところのお答えです。それから、講義を自

由に文系、理系取れるようにしましょうと。全く
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その通りだと思うんですが、基本的には各学部、

あるいは学科ごとに入るようなところがあれば、

各学科ごとにどの皆さん基幹科目とか展開科目と

いうのがありますよね。ご存知ですね、そこのど

の部分から何単位を取るかというのは指定されて

います。大体全学教育科目は 40 単位から 60 単位

の間で色々な部局が指定するんですが、それが最

低であって、それ以上に取るのはもちろん構わな

いですね。ただ、ご指摘のある通り、カリキュラ

ムが相当窮屈になっていますので、そうは言って

もなかなか取れないというのが現状です。今、私

たちが何を考えているかと言うと、全学教育は初

年次、2年次で終わりではなくて、3年次も 4年

次も。さらには大学院に行っても取れるような、

その場合には教養科目というふうに呼びたいんで

すが、そういうものを皆さんに提供したいという

ことで、その科目の開発を進めているところです。

以上です。

司会（工藤）：今、質問の方はどなたですか。い

かがですか。今の院長のお答えを聞いて。わかり

ましたか。右脳と左脳と働かせてみろよ。とりあ

えず、いいですか。じゃあ、また何かあったら質

問してください。野家先生、どうぞ。

野家：一番多かったのは、

C：音楽がなぜ理科系なのか

ということについて、5人の方からありました。

これはちょっと歴史をひもとかなきゃならないの

で、簡単に言いますが、リベラルアーツという言

葉を聞いたことがあると思います。このリベラル

というのは、自由市民、ギリシア、ローマ時代は

奴隷制がしかれていたので、要するに奴隷階層で

はない自由市民が基本的に身に付けるべき教養と

いうことで、リベラルアーツ（自由学芸）と呼ば

れる 7科目が選ばれました。それが 3科と 4 科、

トリビウムとクアドリビウムという形に分かれ

て、どちらかと言うと 3科が言葉に関わる文科系、

それから 4科が理科系の科目ということになりま

す。3科はグラマティカ、文法学、ラテン語の文

法です。それからレトリカ、修辞学。これは美しい、

説得力のある文章を書く技法、レトリックですね。

それからロギカ、論理学。これは論理的に思考を

展開する技法。これらが言語に関わる 3科。それ

から 4科はアリスメティカ、ゲオメトリカ、アス

トロノミカ、ムシカ、つまり算術、幾何学、天文

学、音楽というのが 4科で、どっちかというと理

科系の科目になります。算術、天文学、幾何学と

音楽がなぜ一緒にされているかと言うと、音楽は

ここでは演奏ではありません。楽理、音楽理論の

ことです。自由 7科のひとつに音楽が入っている

理由は、音楽が極めて数学的な構造をもっている

からです。これは後で、宮岡先生に補足してもら

えればいいかと思うのですが、音楽の音階や音程、

これはもともとピタゴラスが一弦琴の名手で、弦

の長さと音程との関係を研究したのが最初なので

すが。それで、ヨーロッパでは音楽の音程と、そ

れから天文学ですね、惑星や恒星の位置というの

は関係があると古くから考えられていました。で

すから、音楽と天文学は密接に結びついています。

ケプラーの著作に『ハルモニア・ムンディ』、訳

すと『宇宙の調和（和音、和声）』という著作が

あるのですが、宇宙には天上の音楽が響き渡って

おり、それが星の運行などにも影響を与えている

と考えられていました。ですから、音楽が理科系

の科目だというのは楽理、音楽理論が天文学と関

係があると考えられていたので 7つの必修科目の

ひとつに入っていたわけです。数学と音楽との密

接な関係については、少し宮岡先生に補足してい

ただいた方がいいかなと思います。

宮岡：実際に数学をやっている人で、実は自分が
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数学者になるか、ピアニストになるか悩んだとか、

そういう人結構いるんですよね。だから何かその

脳のあれなのかよくわからないんですけれども、

だから数学と音楽がどこかで結びついて好みとい

うか、数学の好きな人は音楽が好きな人が多いし、

音楽の好きな人は数学的思考をする人が多いのか

というような気はします。ちょっとそれで、ピン

トがずれちゃったかもしれませんけれども、自分

の質問に夢中になってしまってすみません。そん

なことでお許しください。

司会（工藤）：学生さんの中で、私も結構音楽を

やるよという人いませんか。いますね。どうです

か、今のお話を聞いて。前の人。音楽は理系だと、

歴史的にもこうだというお話もありましたね。あ

なた自身やっていて、どういう感じしますか。

学生 D：確かに、自分も数学が得意なので。

司会（工藤）：数学が得意なの。

学生 D：はい。

司会（工藤）：じゃあ、数学が不得意な人は、音

楽に向かないのかな。

学生 D：それはわからないです。

司会（工藤）：後ろの女性の人も今手を挙げてい

ましたけど、どうですか。

学生 E：私はあまり数学が得意じゃないので。で

も音楽は好きなので、必ずしもそういうわけでは

ないのかなと思います。

司会（工藤）：では、結論は出ないということで

すね。また何かあったら、議論してもらいたいと

思います。宮岡先生、どうぞ。

宮岡：やっぱり削除した方がいいという、

F：大学の差別化

ということに対して色々なご批判の質問が 5つほ

ど来ています。ちょっと誤解されてしまったかな

というのにだけ反論させていただきたいんだけれ

ども、「かつての大学は国家に尽くすためのエリー

トを養成するためという文脈があったと思うんで

すが」と書いてあります。私は、それは全く言っ

ておりません。それから、これからエリートを養

成する大学があってもいいという中にも、その国

家に尽くすためとか、そういう意図は全くありま

せん。むしろ、みんなが同じことを学んで、みん

なが同じような人間になるんじゃなくて、本当に

傑出した人、世界のトップを目指して、世界に伍

してやっていける人。そういう人をやっぱり養成

するということが必要だということが言いたかっ

たので。もうひとつの質問の中に、

G：海外で“本当のエリート”を育成する大
学があるならばどこですか？

という、ちょうど私が用意してきたものに合致す

る質問でしたので、これに対して答えさせていた

だきます。日経新聞の 7月 6日ですからつい最近

なんですけれども、フランスのエコール・ポリテ

クニーク学長に聞くという記事が出ていまして、

ここでジャック・ビオさんという学長さんが言っ

ているんですけれども、今世界でどのような人材

が必要とされているかと言うと、どんな状況にで

も対応できる学際的なリーダーの育成が必要であ

ると。それから、じゃあそういう人を選抜するに

はどうしたらいいかというと、選考に当たっては、

数学と物理学、哲学の成績を重視している。フラ

ンスというのは皆さんご存知かどうかわかりませ

んが、エコール・ポリテクニークというのはテク

ニックですから、理系なんですね。だけどここが

もう超エリート校で、ここを出た人が総理大臣に

なったり、首相になったり、企業のトップになっ

たりカルロス・ゴーンさんとか。みんなそういう

理系のところから、本当にエリート教育を受けて

社会で活躍する人が出ている。そういう大学は実
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際にあります。そこで最後の方に書いてあるんで

すけれども、学問と科学の世界は政治的な不測の

事態から離れたところにある。だから国家のため

とか、政治がどうとか、そういうこととは離れた

ところにあるんですね。だから学問とか皆さんが

まず目指さなくてはいけないのは、そういうこと

であって決して何のためなのか。そういうことで

はない、純粋に学問の発展のためとか、自分が好

きなことを貫くでもいいですが、そういうことを

私は言いたかったので、単なる何か目的を持った、

特化した大学を専門化した大学を作ろうとか。そ

ういうことは決して意図しなかったので、ちょっ

と誤解があったら解いておきたいと思います。そ

れから、色々な質問があって、例えば

H：どんな本を読めばいいですか

みたいな質問もあったんですけれども、ここにい

らっしゃる野家先生とか花輪先生もエッセイのよ

うなものを書いていらっしゃって、私は最近おふ

たりの本を読んで、とても感銘を受けました。例

えば、それは身近なところに東北大学出版会とか

ですね。身近なところにある本を手に取れる、さっ

きの『読書の年輪』もそうですけれども、いくら

でもそういうのがありますし、自分がいいと思っ

た本を読めばいいので、別に誰かに勧められたか

らとかそういうことではなくて、とにかく手当た

り次第読んでほしいなというふうに思っていま

す。それは映画でも同じですね。

H：どんな映画を見ればいいですか

という質問があったんですけれども、ちょっと私

も今すぐここでどれがいいですとは言えないの

で、自分で手当たり次第見て、いい映画だったな、

涙を流して一晩思い出したら感動に心が躍るみた

いなそういうのがたまにあるので、そういうのを

探してみてほしいなと思います。そうですね、あ

とまだいっぱいあるんですけれども。

司会（工藤）：一区切りしましょう。

宮岡：はい、じゃあ、後にします。

司会（工藤）：それでは映画の話と本の話が出ま

したので、ちょっとその点について山口先生がさっ

きいろいろ映画と本の話をしましたので、山口先

生のお勧めの映画と本があったら、若干それを説

明していただいて、その後山口先生に対する質問

に対するコメントということでお願いします。

山口：それを聞かれるとは予想していなかったの

で、もうちょっと気の利いたことを言えればいい

んですけれどもね。この中にひとりかふたり、受

講者がいるかもしれないが、私は、映画を観ると

いう基礎ゼミをやっていて、いろんな映画を観る

んですよ。どういうふうに映画を観るかというと、

その表面のストーリーじゃなくて、そのバックグ

ラウンドに流れている歴史を一生懸命勉強しよう

というのに主眼をおいています。取り上げている

のは、『マイ・フェア・レディ』であるとか、あ

るいはあまりポピュラーではないんだけれども、

『ハンナ・アーレント』であるとか、6つほど今

年は取り上げました。そういうのを観てバックグ

ラウンドを調べて報告してもらいます。来年は

ちょっと変えようと思っているんだけど、これを

講義でやる時に、長い映画が観られないのが難点

です。現代の映画ってみんな興行上の問題があっ

て、1時間半で終わってしまうんです。それだと

やっぱり言いたいことが言えなくて薄っぺらな活

劇になってしまいがちかも知れないと思います。

これに比べれば、昔の映画はそういう興行的配慮

なんて全然関係なくて、時間お構いなしのとてつ

もなく長い映画というのがあって、それが良かっ

たと思うんだよね。今質問されたので思いつくの

は、やっぱり『アラビアのロレンス』かな。『ア
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学、あとは本の方は、これもここから私の回答に

なるんですけれども、ここにも

I：どういう本を読んだらいいんですか

って。宮岡先生もおっしゃったけど、自分に合っ

た本があるんだよ。自分に合った本はどうやって

見つかるかというと、読んでみて見つけるんだよ。

だからそんなことはわからない。人に聞いて、ど

うのこうのというもんではない。だから、『読書

の年輪』を読めというのは正しい方針で、あれだ

けここにいる先生方、その先生方がこういうのを

読んだらどうかねと言っているのだから、それを

とりあえず片っ端から読んでみる。それから、私

は野家先生を尊敬しているんですが、野家先生の

講義に一昨年でしたかね、お邪魔したんです。ずっ

と学生の一員として。そこで紹介された本を片っ

端から読んでみた。これはすごく役に立つ。ぜひ、

野家先生の講義に出てみたまえ。問題なのは、い

つも超満員なことだけれども、もっと満員にした

ら、花輪先生がきっと大きい教室を用意してくれ

ますから、聞きに行ってみてそこで勧められる哲

学の本を読んでみてください。これが本に関して

は、私のお勧めです。いくつも、色々なタイプの

質問があるんだけれども、これは絶対行きたいな

と思うのは、3枚ほどめくって、

J：「新聞を読め」とおっしゃったが、ネット
上のニュースを読めば十分ではないか

と、まさしく予想される反応が返ってきていま

す。こういうあまりにもティピカルな反論を聞

くと、何だか嬉しくなってしまうんだけれども、

ネットでニュースを見るというのと、新聞を読む

というのは決定的に違うわけだよ。どう違うかと

いうと、そこには論理の、文章化ということがあ

る。ネットもそれは一応文章化されているけれど

ラビアのロレンス』という映画は、これまた長い

映画で、第一次大戦のときアラビアにいたT・E・

ロレンスという、ケンブリッジを出た考古学者な

んだが、イギリス帝国主義の尖兵の言ってみれば

とんでもないやつが、ラクダに乗った放牧民、と

いうより盗賊集団だね、それと戦場で冒険をする

という話なんだよね。そこのバックグラウンドに

ある中東における歴史というのは本当に複雑なわ

けです。今、中東ばかりでなく、世界が不安定な

のは、あいつがお先棒をかついた大英帝国主義の

せいなんだよね、つまり。言ってみれば、大英帝

国主義が、第 1次大戦の中東で、勝手に無茶苦茶

やったから、今そこら辺でいつまでも無茶苦茶が

起こっているんだと言えないこともない。あとは

来年やってみたいと思ったのは、『ドクトル・ジ

バゴ』という映画。この『ドクトル・ジバゴ』と

いう映画は、同じ題目のパステルナークという人

が書いた小説に基づいていて、小説はノーベル文

学賞を貰ったんだけれども、パステルナークはロ

シア共産党に睨まれてスウェーデンに受賞に行け

なかったというものです。話は、ロマンスなんだ

けれども、やっぱりこのバックグラウンドにはロ

シア革命というのがある。ロシア革命というのは、

最終的にベルリンの壁の崩壊以降を見れば歴史的

に負けちゃったという話になっちゃったから、そ

こから学ぶことは何もないみたいな話になってい

るんだけれども、そんなことはないんだよ。1917

年から 1990 年まで約 70 年間に、どれだけの実験

がなされて、どれだけの人類社会の可能性が試さ

れたのかということを考えると、非常に重要な経

験で、これの経験を踏まえないで、脳天気なリバ

タリアニズムとか、儲かればそれでいいみたいな

ことを言う現代の社会というのは、ちょっとどこ

ろか多いに反省してもらわなくちゃいけない。映

画は今ふたつ思い出すとそのぐらいですかね。文
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となく頭の中でゴチャゴチャだけれども、混沌と

した世界のモデルを形作るわけです。新聞も社会

欄の隣に国際欄があって、国際欄の隣に文化欄が

あって、それをとにかく読むことによって、当面

必要ないものを読むという習慣が読書につながる

非常に重要な経験だというふうに思うので、新聞

を、是非、第 1面から、全部読んでください。

次に、本については、お勧めの本は何かという

質問が来ています。先ほどの話に矛盾するかも知

れないが、本というのは、結局、人に勧められて

読むものじゃないと思います。自分で見つけて読

むものである。暇があったら本を読むと。そうい

うふうに習慣付けることが必要です。それで、シ

ンギュラリティに勝てるかどうかは、正直言って

よくわからないんだけれども、その他に方法がな

いことは確かなんだよ。人工知能の圧倒的な量的

能力に基礎をおくシンギュラリティを正面から突

破しようとしても絶対勝てないと思うんだけれど

も、それを乗り越えるにはやっぱり人間力を高め

るしかないんだという、陳腐な結論になってしま

うというのが、私の今の答えです。

司会（工藤）：ありがとうございました。ネット

のニュースで足りるのではないかと。わざわざ新

聞を読む必要もないだろうというコメントをした

人は誰ですか。じゃあ、一番前のお嬢さん、どう

ぞ。いや、今の話を聞いたけど、納得できないっ

て何かありませんか。

学生 K：納得できました。

司会（工藤）：納得しちゃった。他に同じ質問を

した人、3人いるそうですがどなたですか。はい

どうぞ。あなたはどうですか。反論はありませんか。

学生 L：納得できました。

司会（工藤）：いやあ、簡単に納得してもらっちゃ

討論にならないんだけど。もう一人いますか。帰っ

ちゃった。山口先生、納得しちゃったようですね。

も、ネットで検索して出てくるのは、あれがこう

なって、これがああなって、炎上してどうのこう

のという、そういう現象の話ばっかりで、そこに

深い考察ってものが、普通はない。公平を期すれ

ば、ネット上にも、そういうことを延々と論じて

いるブログも確かにあることはある。私も時々読

むけど。だけど、それがきちんと言ってみれば体

系付けて存在しているかと言えば、それはネット

のニュースにはない。勿論、ジャーナリズムって

ものには体系って関係ないんだけれども、きちん

としたジャーナリズム、新聞とか雑誌に出てくる

ものは現象を文章化されたものです。自分で何か

の考えを表現しようと思ってやってみるとわかる

けど、そのためには文章を書いてみなくてはいけ

ない。文章にした時に、初めて自分の考えが、思

想になると言ってよいと思う。頭の中でアレコレ

と思って、ポチポチとやっていても、そいつは自

分の考えにならない。それがきちんと文章化され

ることによって、血となり肉となると言うことだ

ろうと思う。そういうことがあるので、やはり新

聞を読まないといけない。新聞、できれば左と右

の極端な両方が必要です。私はどちらかというか、

もう完全に左の人だから左の新聞しか読まないけ

れども、できれば、現実に対して批判的な新聞を

読むべきだと思う。そうすると、それで心配にな

る人がいるわけだ。たとえば、朝日新聞を読むと

頭が赤くなるんじゃないかとか。思っている人が

いるだろうけれども、それは批判的に読めばいい

んじゃないかと。そういうものをちゃんと読むよ

うにしてもらいたい。百科事典を読んだことがあ

る人はいるかい。この頃はいないだろうね。私た

ちの若い時は、5分冊くらいになった国民百科事

典というのがあって、それを端から端まで読んで

みた。そうすると、百科事典だからある項目の隣

にまた、全然違う話があって、これが段々と、何
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出ましたが、新聞を見ればどんなところにでも転

がっています。ですから事実認識、逆にその事実

認識だけ、あるいは価値判断だけで解決できる問

題というのはほとんどないと言っていいくらいだ

と思います。それからちょっと誤解があるので、

訂正しておきますが、

O：あまりにも極端な例ですが、仮に教員養
成系学部を廃止するとなると、将来児童・学
生に教育を行う、学問を教えるのはロボット・
人工知能になるのでしょうか。

という。先ほどの文科省の通知というのは、教員

養成系学部で一時期教員が余り過ぎたので、教員

免許を取らなくてもいいコースというのが設けら

れたのです。「ゼロ免課程」と言われるコースで

すけれども、つまり教育学部と称してはいながら、

教員免許を取らなくても卒業ができるような課程

が教育学部の中にあります。そういうところは、

文科省は廃止すべきだと言っていて、その教員養

成課程全部を廃止しようと言っているわけではあ

りませんので、そこだけ誤解しないようにしてく

ださい。それからここに前の方に並んでいる先生

方の中で、純粋に人文系というのは座小田先生お

ひとりです。それで、他の方よりも座小田先生に

お答えいただいた方がいいんじゃないかと思う質

問は、

P：理系と比べながら文系の価値を探す必要
が出てきた原因は、やはり「人文系がお金を
もうけられないから」という理由でしょうか。

と。それからもうひとつは、

Q：理系が教養を得るには文系が必要だとわ
かりました。しかし、文系が理系の教養とし
てあるなら専門としての文系学部は縮小して
もよいのではないでしょうか。それとも文系
はそれ自体で価値があるものでしょうか。

山口：大体ね、教師の言っていることは大方嘘だ

からね。頭から信じちゃ駄目だよね。言っておい

て、こういうことをいうのも何だけど。やっぱり、

そう簡単に納得しないで、ネットの方がいいとい

う証拠を探すぐらいの根性があってほしいな。

司会（工藤）：野家先生、もう納得するというこ

とはどういうことか。さっきのお話の中にもあり

ましたけれども、ちょっとコメントをお願いしま

す。何か質問はないですか。それに関連して。

野家：おふたりから、先ほど

M：自然科学との「棲み分け」と「協働」と
いうことですが、その具体例を教えてくださ
い。

というのと、

N：事実認識と価値判断の協働で成果を上げ
た例はありますか？

というのが出ています。今、社会に起こっている

色々な問題というのはほとんどが事実認識だけ、

あるいは価値判断だけでは解決できない問題が。

例えば原発の再稼働にしてもそうですし、それか

ら災害の防災、あるいは減災の問題にしても、理

系的な知識、科学知識と同時に人文的な知識が必

要な問題ばかりで、そういうのを最近ではトラン

スサイエンスという言い方をします。つまり、科

学の領域を超えて、他の分野と結びつかないと解

決ができないような問題が社会にはたくさんあり

ます。私の友人の大阪大学の平川秀幸先生は、そ

れを「科学なし／だけ問題」と言っています。科

学なしには解決できないけれども、科学だけでも

解決できない。そういう問題が今、社会の様々な

ところに起こっている。それには、ですから理系

の知識だけでは解決ができない。ただ、理系の知

識は解決には必要なわけですね。ただそれだけで

も解決ができないという問題が、今新聞の話題が
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ね。そんな古臭いものをやって、一体どうなるん

だと 2000 年も 3000 年も前の西洋の哲学を勉強し

て、一体何になるんだというふうに当然思うかも

しれませんが、人間の真実というのは、そんな歴

史の言わば、私たちの身近にあるものでしか図る

ことができないわけではなくて、むしろ人類がこ

れまで蓄積してきた様々な文化的な遺産と言って

いいのかな、むしろ遺産というよりは、仕事とい

うんでしょうかね。業績。そういったものの中に

ずっと蓄積されているわけですよね。それを読み

起こすことを通して、私たちにとって何が大事な

のか。将来の私たちにとって何が問題なのかとい

うことを考える機縁になっていく。例えば先ほど

の山口先生の話のように、2045 年でしたか。そ

のような、皆さん方がこれから生きていく時代の

先に一体何が起こるのかということについて、自

分自身がどういうような対応をすることが可能な

のか。これは当然即応的な形で考えるわけにはい

かないので、人間にとっては何が大事なのか、自

分にとっては何が大事なのかということを、歴史

に蓄積されているものを読み返すことを通して、

明らかにしていくということが必要だと私は思う

んですね。例えば文学部等はやっぱりそういうと

ころで、特化された研究を皆さんはやっているわ

けです。悪く言えば、タコツボ化しているという

ふうにも言われますけれども、そういったものを

総合的に受け止めていくような形での読み取り

方、それを皆さん自身がこれから自分の将来に向

かってぜひとも身に付けてやっていってもらえれ

ばいいなというふうに思います。ちょっと答えに

はならないかもしれません。あまり純粋ではない

ので、純粋と言われると、俺は不純だよと言いた

くなりますけれども、ちょっとその辺は色々な意

味合いがあるかと思いますが、とりあえずそうい

うことで。

という質問なのですが、座小田先生、どうでしょ

うか。

司会（工藤）：では文系を代表して。

座小田：純粋という意味がよくわかりませんが、

とりあえず私は文学部出身で、ずっと文学部で教

育を受けて、文学部でずっと教えてきましたの

で、それ以外のところを知らないという意味では

純粋というふうに言えるかもしれません。文系の

存在価値っていったようなものについて言うと、

これは一番わかりやすい例として挙げれば、歴史

的、文化的蓄積と言ったようなものを、現代にど

うやって反映させて考えていくのかという点にあ

るかと思うんですよね。野家先生のお話の中でも

詩的情操という言葉がありましたね。詩的な情

操。ポエティカルエモーションと言うんでしょう

かね。詩的情操。そういったようなものについて

も、やっぱり文系的なものの考え方、あるいはそ

れについての研究と言ったようなものが、いかに

大事であるかということは、ちょっと私はその方

面があまり詳しくないのですが、とりあえずは胸

を張って、文系の教育の重要性ということは主張

できるのではないかというふうに思っています。

私は今、基礎ゼミで『徒然草』という本を皆さん

と一緒に、ここにも何人も出てきていますが、一

緒に本を読んでいますが、例えばそういったよう

なものもという文化的な意味、さらに言えばそ

れの持っている人間的な価値というんでしょう

か、そういったものを学んでいくというのは、不

可欠の仕事ではないのかなというふうに思ってい

ます。私自身は、もともと西洋の哲学をずっと勉

強してきたので、最近になってそういう日本の古

典に対しても目を向けるようになっています。西

洋の哲学とか思想と言ったようなものに関して言

えば、まさに価値的な問題意識というものを不可

欠な形でしか取り組むことができないわけですよ
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それからもう 1点、ちょっと違う話になります

けれども、シンギュラリティのことに関してなん

ですが、むしろこれは科学ということをあまりわ

かっていないことを白状することになるかもしれ

ませんが、この棋士がゲームソフトに負けたとい

う話で、私は当然だろうとむしろ思った。という

のは、碁というのは、19 かける 19 のマス目でそ

れで、ひとつのマス目には何も置いていないか、

白か黒か、3通りしかないわけですね。そうする

と、その全てのケースが簡単に計算できるはずな

んです。あとはその、コンピューターの計算能力

の問題だけ。ですから早い計算ができるようにな

れば、いくらでも勝てる布石がわかるわけですか

ら、いつかは碁のゲームはプログラムが勝つに決

まっていると。そういうふうに思っていたのに、

相当の衝撃が世界に与えられたというのがどうし

てなのかなと、むしろ私は疑問に思いました。誰

か、いい答えを持っていたら、教えていただけれ

ばありがたいということです。以上です。

司会（工藤）：パネルディスカッションできそうに

なってきましたので、碁の話は山口先生、どうぞ。

山口：数学の高木先生がお答えいただければ。

司会（工藤）：そうですか。では高木先生。

高木：数学の高木です。費用対効果とか、全部

定量的な話を持ち出されると、ちょっと困って

いるんですが。私が今の論点で問題になるのは、

Taxpayer と財務省の官僚と、同一視している。

そこが問題点のすり替えだと思うんですね。大阪

市だったか、大阪府だったか忘れたけれども、文

楽に補助金を出すか出さないかということが問題

になった時に、多分（橋下）市長時代だったのかな。

とにかく実際に文楽を鑑賞してみて、何となく価

値は認めるけど、税金を出すほどのものではない

と判断したという新聞記事を読んで、もう怒り心

頭に発したんです。普通の人は、そういう文化活

司会（工藤）：質問した学生、どなたですか。今

のでいいですか。納得、それともそうではない。

それでは、いろいろお話が出ていますが、それぞ

れ専門が違う先生が壇上に上がっていますから、

今言った文系と理系の話、あるいは教養の話、そ

れぞれの研究を通して、どういうそのことを考え

ておられるのか。米倉先生から順番に紹介してく

れませんか。

米倉：米倉です。今日はお三方の先生方のご報告

を聞いて、実に深く納得したような気分でありま

して、やっぱり文系大事だなというふうに、つく

づく思わされた感じがします。ただ、私は経済学

をやっていまして、経済学的な観点から考えてみ

ますと、文系が大事だねという話は、文科省とか、

あるいは国の政策として、税金を支出していると

いうことがあるわけですから、結局Taxpayer に

対して、納税者に対して文系は大事だねという説

明をどうするかということに、大学がどうこたえ

るかという、そういう問いが突きつけられている

のかなというふうにも思うんですね。今日のお三

方の先生の話を聞いていても、その論理的には説

得力のあるお話が続くわけなんですけれども、そ

れでTaxpayer を納得させられるかどうかという

ことに関していうと、私はまだかなり疑問が残っ

ていて、税金に対する費用対効果ということの説

明を求められた時に、どう答えられるか。経済学

者なので、どうしてもそういう思考になるんです。

やっぱりその役に立っているという、そういう実

証がほしいんだと思うんですね。教養を身に付け

たことによって、例えば経済の活動が活発になる

とか、優れた人材がこのくらい出たとか、かなり

具体的なデータを伴った実証がないと、多分最終

的にはTaxpayer は納得しない。そのことが常に

あるものですから、繰り返しこういう問題が出て

くるんじゃないかというふうに私は思いました。
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と、僕は今聞いていて考えました。

司会（工藤）：それであなたはどう思う。

学生 R：そうですね。これからそういった計量的な

部分の、どう役に立っているのかということに対し

て、実際にまだ文系／理系まで踏み込んではいな

いんですが、大学で学んだこととは別に、学んだ

習慣であったり、本を読む習慣。これはまさに一種

の教養だと僕は考えるんですけれども、これが所

得に対して正の効果を持っているという研究が実

際にあるんですね。これが今後文系／理系と分け

られて、さらに発展していけば、文系も役に立って

いるんだというエビデンスとして提示されると思う

ので、そういった議論といいますか、そういった風

潮はなくなっていくのかなと考えます。

司会（工藤）：ありがとうございました。仲を取

り持つようなお話になりましたが、どうぞ。

野家：今発言された方、そのお考えはよくわかる

のですが、「役に立つ」というのはいいことだと

いうふうに考えているんですか。

学生 R：そうですね、どう役に立つかは人それぞ

れだと思うんですけれども、基本的にはそう考え

ております。

野家：僕は先ほども言ったけど、役に立つという

のは自明の概念ではないんですね。役に立つこと

がいいことだというのは価値判断なわけで、役に

立つことがいいことかどうかというのは、きちん

と検証してみる必要がある概念です。それじゃあ

原発は発電に役に立っていますよね。そうすると、

原発はいい、喜ばれる存在だということになりま

すか。

学生 R：それは人によります。

野家：あるいは自動車って役に立っているけれど

も、同時に排気ガスを出して地球温暖化の原因に

もなっていますね。だから、役に立つというのは

一義的なことではなくて、複雑な事柄が絡まって

動にお金を出すとか出さないとかで、費用対効果

とか、ほとんど関心がないと思うんです。それを

楽しめる人がいて、それが連綿と続いていくこと

にみんなが一定程度の文化的価値を見出していた

ら、それこそ納得すると思うんですね。それに、

そんなことにまで理屈というか定量的なデータを

出せと言う官僚の、文化程度が問題だと思います。

そういう人たち全部文系のような気がするんです

よね。文系はいらないと言っているのが、文系出

身者だ。そこが私は一番の問題だと思う。違いま

すか。これだけは一言言おう、と思っていたのは、

同じことの別の側面ですけれども、二次方程式の

根の公式を義務教育から追放しろと言ったのは、

文系の出身者です。ロジックは極めて単純である。

学校を出てから一度も使ったことがないから、関

係ないよと。みんなもそうでしょう？だから、こ

んなものは教える必要がない。他の人たちの中に

は、その恩恵を被っている人がいっぱいいるとい

う事実に、全く思いやらない。こういうふうに考

えるのが文系だったら、文系学はいらないと。そ

ういうふうに私も思ってしまいます。以上です。

司会（工藤）：ありがとうございます。文系がい

らないと言っているのは文系出身だというような

話がありました。今かなり対立的なお話になって

いますが、学生さんの方で、いや僕はこう思うと

いう、何か意見はありませんか。特にありません

か。どうぞ。

学生 R：高木先生に対してなんですけれども、文

系が文系をいらないと言っていることが理解でき

ないということだったんですけれども、おそらく、

文系が卒業してから習ったことを使っていない。

だからいらないというふうに今はなっていると思

うんですが、だからこそ、学んだことがどう生き

ているのかというのを、エビデンスとして求めて

いるからそういう計量的な話になっているのかな
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という言葉を使っています。そういう意味で教育

システムとしては日本の建築学というのは幅広く

捉えていて、総合的に構成されており、非常に優

れていると評価されています。最近は学問の分野

が広がって来ており、その全てを勉強することは

時間的に難しくなってきており、デザイン系、構

造系、あるいは環境系に分かれて、履修の内容が

共通ではなくなってきています。建築を作るため

には、その土地の歴史を知らなくてはいけないし、

社会的な背景も知らなくてはいけない、またデザ

インを考える場合には理屈だけではできない。何

かインスピレーションを持って形にすることが求

められます。あらゆる事柄が関係しているという

ところが非常に難しいという言い方もあります

し、面白いともいえます。僕はそういった建築を

学んでよかったと思います。建築はそういう意味

では総合的な学問で、理工学系も人文系も全ての

学問分野と関わっていますので、建築に進む学生

に対してはとにかく何でも興味を持って勉強しろ

というように言っております。

司会（工藤）：建築は総合学問だと。両方やらな

いと駄目だよというような話になりましたが、誰

か建築志望の学生はいますか。はい。今の話に対

する感想をどうぞ。

学生 S：自分もそういう幅広い知識が必要だなと

いうことは、大学に入ってからも感じていたので、

やっぱり教授の方からもそういうお話を聞けてよ

かったと思います。

司会（工藤）：もうひとりの方もどうぞ。

学生 T：僕は、どちらかと言うと数学、物理が苦

手で建築学科に入ってしまったので、今四苦八苦

しているところです。どちらかと言うと、僕は文

系科目を建築に生かしたいということで最初は

入っているんですけれども。そちらも生かしつつ、

数学の方も頑張っていきたいと思います。

いることなので、役に立つとはどういうことかと

いうことを、きちっともういっぺん根本から考え

直すのが人文系の学問の役目だというふうに僕は

考えています。つまり、世の中に流通している役

に立つという価値を自明のこととはみなさない

で、それをもういっぺん疑って問い直すというこ

とが、人文系の学問の一番重要な役割だと僕は考

えています。

司会（工藤）：野家先生にここまで攻められると

は思っていなかったと思いますので、何かありま

すか。意見なり。

学生 R：そうですね。人文系についてはもう、納

得してしまったんですけれども、役に立つという、

ひとつの尺度として経済的なものがあるのかなと

思うので、そこで人文系とはまた別の社会科学の

経済学で…。すみません、よくわからなくなって

きました。

司会（工藤）：まあこれから時間はありますから、

ゆっくり勉強してください。吉野先生、どうぞ。

吉野：吉野です。私の専門は建築学の中の建築環

境工学という分野です。今日のお話を聞いていて

感じたことは、建築という学問を目指す場合では

全て関係があるかなという感じがしました。実際

に建築を学ぶ学生は、建築の歴史とか経済、或い

は安全に作るための構造工学、設備といったもの

はありますが、建築を作る上ではあらゆる分野が

関係すると思います。当然のことながら社会、経

済、法律などの人文系も必要です。日本では、建

築の分野は工学系に入っていますが、海外では芸

術分野に入っています。建築の構造的な分野は海

外では土木工学に入っており、設備はメカニカル

ですから海外では機械とか電気の分野で扱ってい

ます。海外で建築というと歴史的にデザインが中

心となっています。日本の建築学の場合は、それ

らの分野を全部含んでいて、holistic、総括的な
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U：女性の数を増やそうとか、リケジョを増
やそうというのは、それは人から押し付けら
れてやるものではなくて、自然に自分がやり
たいから女性でもこれをやろう、あれをやろ
うという、そういうことじゃないんですか

という質問をいただいて、まさにその通りと私

も思います。今政府が 202030 とか言って、2020

年に女性のトップの人を 30％にしましょうとか、

何かそういう色々なことをやっているんだけれど

も、お上からそんなことを言われる筋合いはなく

て、自分たちがやりたいことを女性はやればいい

と私も思っているんですが、ひとつ言っておきた

いのは、例えば 1960 年か 1964 年に、東京オリン

ピックというのがありましたね。あの時にマラソ

ンという競技がありました。マラソンは、その時

は女性が走るなんて夢にも考えられなかった競技

なんですね。42km、女性が走るなんて。それが今、

多分皆さん全く普通に女性がマラソンで 42km走

るのは当たり前のことだと思っていると思いま

す。そういう社会の何か偏見も、私は、マラソン

は男の人がやることだからできないわとか、そう

いうことをなくしていきたいというのが私の言い

たいことで、数値で 30％女性にしましょうとか

いうことではなくて、何もしがらみもないし、規

制もないんです。女性でも何でもできるんです。

そういうつもりで、これから生きてほしいなとい

うふうに思っています。以上です。

司会（工藤）：ありがとうございます。先生どうぞ。

高木：一言だけ。先ほどわざと分類をがさつにし

て、文系とひと括りにして言いましたけれども、

実はタイトルにある人文系、ヒューマニティーで

すね。ここがポイントで、文系の中にも、例えば

法科とか経済とかいろいろ分野があって、要する

に実学と、それからわけのわからない役に立つか

司会（工藤）：悩みもあるようですから、先生か

らちょっとアドバイスを。

吉野：動機としては、格好いい建築を作りたいと

思って私も入ったのですが、他の学生の作品を見

て、並べるとやっぱりわかるんですね、自分の実

力が。だからその中で、自分が生きる道はどうだ

ろうかと考えて今の建築環境学の分野に進みまし

た。他の学生と比較しながら自分の得意分野を

段々絞っていけばいいと思います。オールマイ

ティーになる必要は全くなくて、数学が得意な人

は例えば構造系、耐震建築とかそういったものに

進むことができますし、数学があまり得意じゃな

い人は、デザイン系に。ただし、デザイン系でも

数学の原理を知らなくても数学的な色々な思考能

力とか、そういったことはやっぱり必要になって

来ると思います。重みが違ってくると思いますが、

心配ないと思います。自分の好きな道にぜひ歩ん

で行ってほしいと思いますが、他の分野について

も十分勉強をしてください。

司会（工藤）：だいぶ表情が安心したような感じ

になりましたけれども。さっき宮岡先生のお話に

もそういうことがありましたが、得意分野を伸ば

すと。だいぶ時間も過ぎて間もなく終わりですが、

今日いろいろ議論を聞いて、これだけは聞いてお

きたいとか、これだけは言っておきたい。何か一

言ある方は、手を挙げてください。どうぞ。宮岡

先生から女性というお話もありましたけれども。

女子学生の方も残っていますが。

宮岡：じゃあ私から。

司会（工藤）：学生気分でですか。

宮岡：すみません。ご質問の中に、
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いは科目を作るということを頑張るんですけれど

も、それに乗っかって、それを利用して。あるい

はそこで得たことを授業科目、授業以外のところ

で自由に、朝起きてから寝るまで使うのは皆さん

自身かなというふうに思うんですね。そういった

ところでは、もう理系も文系も、人文系も社会科

学系も何もないんではないかなというふうに思い

ます。それが感想です。

司会（工藤）：ありがとうございます。そろそろ

終わりで閉めますけれども、皆さん、最後に聞き

ます。今日の色々な討議を聞いて、やっぱり人文

系を少し圧縮した方がいいと思った方はどなた

ですか。いや、あまり役に立ちそうもないから、

ちょっと考え直した方がいいという方、いません

か。手を挙げ辛いよね、確かに。逆に、何となく色々

な話があって、人文系も必要だなと。やっぱり両

方二項対立でAだとか Bだとかというんじゃな

くて、両方もやっぱり考えざるを得ないねと。何

となく納得した人は誰ですか。それで今日の話だ

けでは、僕はまだ全然納得できないという方。は

い。それでは、そういう疑問を残しながら、以上

で今日の討論会を終わりにしたいと思います。い

ろいろ質問については、先生方がお答えしますの

で、それに対してまた質問がある方は、なお質問

をしてください。ただ、せっかく今日は消化不良

でよくわからんという手を挙げていただいている

ので、一言何か。閉めの言葉を。

学生 V：すみません、閉めにこんなことを言う

のも何なんですが、この形式がちょっとまずいん

じゃないかなと私は見ていて思いました。ひとり

の教授がひとりの学生に問いかけをして、学生が

それに対して答えるという形式でしたが、でも僕

たちはやはり教授たちに比べると、まだまだ未熟

ですから、すぐに答えられないんですよね。でも

考えているうちに、時間はどんどん過ぎちゃうし、

どうかわからないような分野との象徴として、多

分人文系という言葉が出ていると思うんです。そ

ういうふうに、問題をやっぱり設定していただき

たいと。そういうふうに、皆さん理解していただ

きたいというのが、私がこの場で一番言いたかっ

たことです。以上です。

司会（工藤）：花輪先生、感想をどうぞ。

花輪：感想でもないんですが、一言ということで。

Google	Scholar という検索エンジンを知っていま

すか。あれに入れると、論文なんかが一発で探せ

ます。ある人の業績なんかもすぐにわかる。その

トップページに何て書いてあるか、ご存知ですか。

「巨人の肩の上に立つ」と書いてあるんですよね。

何を言いたいかというと、今まで人類が築き上げ

た知というのは、ものすごい膨大なものがありま

すよね。それで、研究者というのは、それを土台

にして少しずつ積み上げて行くんだよと。過去に

そういうすごい営為があって、今あるんですとい

うことを思わせるような文章が書いてあるんです

ね。確かにそうで、じゃあ大学の教育って何だろ

うというと、こういう知識の体系がありますよと

皆さんに与えるんではなくて、私はそういうもの

がどこにあって、それにアプローチするのは、ど

ういうやり方がありますよという誘う仕事が教育

ではないかなと私は思っています。たった 4 年

間、あるいは医、歯、薬なんかは 6年間ですけれ

ども、そんな短い時間で、とてもじゃないけど全

ての知識をもちろん覚えるわけじゃないし、わか

るわけではないんですけれども、それに近付くや

り方を与えていると。だから、のどの乾いた馬を、

水のあるところはここですよって連れて行くんだ

けれども、水を飲むのは馬自身なんですね。それ

と同じように、そういうチャンスを皆さん生かし

てほしいなと。東北大学は、そういうことができ

るようなことをする、カリキュラムを作る、ある

総長特命教授合同講義の記録　討論「大学改革と教養―人文系はいらないのか？―」　　2.2
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全員の時間を止めてしまうという状態だと、やっ

ぱりしょうがないとなると、納得しましたという

ふうにしか答えられないんですよ。だからやっぱ

り、もっとたくさん教授がいて、たくさん意見が

あった上で、生徒たちもたくさん意見があるん

だったら、何人かの教授が席を離れておいて、そ

こに生徒たちが行って、そこの中で討論をするみ

たいな、僕は最初そういう形を想像していたので。

ここはこうやって教授たちが並んで、僕たちがそ

れに対してひとりで頑張って質問をするというス

タイルは、何かちょっと難しいなと思いました。

僕自身が野家教授と、山口教授と、あとは花輪教

授に対してひとりひとりに終わってから質問した

いなと思ったことができているので。でもそうい

うのって、やっぱりみんなあると思うんですよ。

だからもうちょっとこのスタイルをうまく変えら

れないかなと、今日の講義を聞いていて思いまし

た。

司会（工藤）：貴重な意見ですね。来年から少し、

やり方を工夫してみたいと思います。それと、今

はこれで閉めますけれども、それぞれあなたが質

問したい先生方を捕まえて、この会場で質問して

ください。大丈夫。先生は、時間は大丈夫ですよ

ね。みんな大丈夫だそうですから。それでは、あ

りがとうございました。いろいろ話が弾みました。

課題もいろいろ残りましたが、以上を持ちまして、

今日の合同講義を閉めたいと思います。ありがと

うございます。

（拍手）

2.2　　総長特命教授合同講義の記録　討論「大学改革と教養―人文系はいらないのか？―」
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合同講義を実のあるものとするため、次のような工夫をした。第一に、1週間前の個別講義を利用して、

参加予定学生にレジュメを配布した。第二に、前半の講義を踏まえた討論を活性化させるために、当日

の配布資料に予め「質問・コメントシート」（95 ページ参照）を添付し、休憩時間に回収することとした。

各受講生にはシートを 5枚ずつ配付し（必要に応じて追加）、質問したい講師の名前をチェックし、1件

ごとに 1枚のシートに記入するよう依頼した。受講者数 73 人からのシート提出数は 99 件であった（複

数提出あり）。それぞれの講師に対するシートの提出数は下段の表のとおりである。

シートは前半・後半の間の休憩時間（15 分程度を予定）に回収し、質問対象とされた講師ごとに仕分

けして渡し、それを踏まえて、各講師が順次コメントを行った。ただし、シートの数が多く時間的制約

もあることから、すべての質問に逐一答えることは困難であり、代表的・特徴的な質問を各講師の判断

で選んで回答した。

野家教授の「人文系のための弁
アポロギア

明」には、「ファストサイエンスとスローサイエンス」についての質問

が多かった。これに対して、教授は「私が主張したのは既成の価値観を転換する必要性であり、そのた

めに果たす人文社会学の役割の重要性です。実用性だけで学問を測ることはできません」と回答した。「ス

ロー」の価値を見直したらというアドバイスである。そのほか、「自分の研究が社会の中でどういう意味

や価値を持つのかを冷静に捉え直す必要があります。」、「現代社会の仕組みは複雑化しており、意思決定

がいかになされるかを知るためにも政治は現代人の不可欠の教育です」などと述べている。いずれも教

養が「自分の立ち位置を知ることだ」という教授の考え方に基づくコメントであろう。

宮岡教授の「ダイバーシティとバリアフリーを目指して」には「真のエリート」、「エリート教育」に

ついての質問が多かった。教授の回答は「真のエリートを見極めるのはむずかしいが、ノーベル賞やフィー

ルズ賞を取っている人は少なくとも真のエリート」ではないか、また「エリート教育」については「スポー

ツ選手や音楽家を養成するのと同じように、学問に秀でた人材をきちんと育成することが重要」だとい

う回答があった。そのほか、「自分の得意分野を追求することは必要ですがそれで満足してはいけません」、

合同講義　受講生の質問・意見と教員からのコメント2.3

話題提供者別質問・意見事項数（件）
 ※質問・コメントシート提出者ベース

野 家 先 生 29

宮 岡 先 生 41

山 口 先 生 29

計 99
（複数提出あり）

出席者数：73名

合同講義　受講生の質問・意見と教員からのコメント　　2.3
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「ワインの銘柄をなんだかんだ言うのは知識、自分で味わって『おいしい』と思うものを判定できるのが

教養」という興味深いコメントがあった。

山口教授の「教養は死活的に重要である―シンギュラリティを超えるために」には、「シンギュラリ

ティ」、「AI」についての質問が多かった。例えば、「もはや創造性も、人間だけが持っているものとはい

えないのでは」という質問に、教授は「思いやりとか想像力も十分に模擬できるロボット・人工知能は、

それを持っているのと等価であるという人たちもいます。つまり創造性も同じことかもしれません」と

回答している。そのほか、弁護士のような「人間臭い業務を直ちに代替することはできないでしょうが、

それも時間の問題」、「芸術の分野はAI の浸食を比較的に免れているようですが、これも安心できませ

ん」、「AI は、人間ができることをすべて出来るようになるのが必然だ」など、刺激的なコメントがあった。

「なぜ本を読むのか」という問いには、ネットのニュースは浅薄で「物事の本質的な理解には不十分です」

と指摘している。「教養は死活的に重要だ」ということではないか。

自由討論では、活発な質疑応答のあと最後に学生から「合同講義の形式を学生と討論し易いように変

えたらどうか」という意見が寄せられ、今後その方向で検討する旨を伝えた。

なお、すべての質問やコメント、教員からの回答は、ホームページで公開するとともに、本報告書の

巻末に資料として掲載した。

2.3　　合同講義　受講生の質問・意見と教員からのコメント
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東北⼤学教養教育院 総⻑特命教授合同講義  
「⼤学改⾰と教養―⼈⽂系はいらないのか︖―」 

2016 年 7 ⽉ 14 ⽇（⽊）16:20〜18:30 マルチメディア教育研究棟 M206 

質問・コメントシート 

学籍番号  所属  ⽒名  

◇講義内容に関する質問・コメント（どの講義かチェックしてください） 

□ 野家 啓⼀    □ 宮岡 礼⼦   □ ⼭⼝ 隆美 

(質問・コメント） 
 

 

 

 

 

 

 

 

◇講義内容以外の質問・コメント 

（質問・コメント） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同講義　受講生の質問・意見と教員からのコメント　　2.3
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合同講義に対する学生の評価を知り、今後の改善に役立てるためにアンケート調査を行った。教養教

育院総長特命教授が担当する総合科目の履修生に渡す予備資料の最後のページに質問事項を記し、回答

用紙を講義終了後に出口で回収した。回答数は 73 名である。

アンケート回答者の学部別構成は、下表のとおりで、歯学部・薬学部以外の学生が回答を寄せた。

アンケートでは 7つの質問項目を準備した。総合タイトル（「大学改革と教養―人文系はいらないのか？

―」）に興味がもてたかという設問には、「興味をもてた」27％と「やや興味をもてた」48％を合わせる

と 75％と、否定的回答の合計 10％を大幅に上回った。テーマ自体は、マスコミ等でも話題になったせいか、

興味をもって受け止められたようである。難易度は「どちらともいえない」が 43％と最も多く、これに「や

や難しかった」24％、「難しかった」11％を加えると 78％と多かった。面白さについては、「面白かった」

と「やや面白かった」で 81％と 8割を超え、大多数の学生は肯定的に評価してくれた。また理解度は「理

解できた」、「少し理解できた」両者で 64％と、難しかった割には理解してくれた学生が多かったのでは

ないか。関心増減度は、「関心が増した」と「やや関心が増した」で 7割以上の学生が関心が増したと答

えている。ただ、「どちらともいえない」「関心が減った」が合わせて 27％と 3割近くを占め、この問題

に関心が薄い学生も一定程度いることがうかがえた。

討論充実度は、「充実していた」と「やや充実していた」という肯定的回答が 43％あったものの、否定

的回答も 10％ほど見られた。最後の継続希望は、「今後も続けてほしい」と「どちらかといえば続けてほ

しい」を合わせると 70％であり、否定的回答の合計 13％を大きく上回った。とりわけ、昨年 25％であっ

た「今後も続けてほしい」が、今回は 44％と大幅に増えている。学生たちが合同講義に興味と関心をもっ

てくれたことの証左であろう。合同講義を継続する方向で来年度の計画を進めるのが、妥当な選択だと

考えられよう。

合同講義に対する学生の評価2.4

学部別受講者数と東北大学 1 年生との対比
受講者 東北大学 1年生 対在籍者

提出率実数 全体比 実数 全体比
文学部 12人 16％ 227人 9％ 5％
教育学部 7人 10％ 74人 3％ 9％
法学部 4人 5％ 174人 7％ 2％
経済学部 11人 15％ 270人 11％ 4％
理学部 4人 5％ 327人 13％ 1％
医学部 5人 7％ 289人 12％ 2％
歯学部 0人 0％ 54人 2％ 0％
薬学部 0人 0％ 83人 3％ 0％
工学部 21人 29％ 849人 34％ 2％
農学部 7人 10％ 160人 6％ 4％
その他 2人 3％

計 73人 100％ 2,507 人 100％ 3％

2.4　　合同講義に対する学生の評価
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【質問 2】タイトルへの興味

総合タイトルに
興味を持った
27％

やや
興味を持った
48％

どちらとも
いえない
15％

あまり
興味を持てなかった

6％

興味を持てなかった
4％

【質問 4】面白さ

面白くなかった
3％

面白かった
30％

やや
面白かった
51％

どちらとも
いえない
15％

あまり面白く
なかった
1％

【質問 6】関心増減度

関心が減った
0％

関心が
増した
28％

やや関心が
増した
45％

どちらとも
いえない
24％

やや関心が減った
3％

【質問 8】継続希望

どちらかと
いえば

続けてほしい
26％

どちらかといえば
続ける必要はない

5％

今後も
続けてほしい
44％

どちらとも
いえない
17％

続ける必要はない
8％

【質問 3】難易度

易しかった
3％

やや
易しかった
19％

どちらとも
いえない
43％

やや難しかった
24％

難しかった
11％

【質問 5】理解度

理解できた
24％

少し
理解できた
40％

どちらとも
いえない
28％

あまり理解
できなかった

6％

理解できなかった
2％

【質問 7】討論充実度

不十分だった
6％ 討論は

充実していた
11％

やや充実
していた
32％どちらとも

いえない
47％

やや不十分だった
4％

合同講義に対する学生の評価　　2.4
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総長特命教授合同講義

「大学改革と教養―人文系はいらないのか？―」に対する評価

（注 1）この評価は、今回の合同講義に対する皆さんの率直な感想などをお聞きし、今後の教育改善に役
立てようとするものです。基礎ゼミ履修学生はこの提出をもって出席確認としますので、必ず提
出してください。上記履修学生以外の方は、無記名で結構です。回答は別紙のミニットペーパー
にご記入のうえ、退場時に教室出入り口にある箱に入れてください。

（注 2）基礎ゼミ履修学生の今回の合同講義に関するレポート提出については、各担当教員の指示に従っ
てください。

【ミニットペーパーの表面の記入】
　●基礎ゼミ履修学生
	 （学籍番号）（所属学部）（氏名）マークシート、記入式ともすべて記入してください。
　●履修学生以外（学生、教職員、その他）
	 学生の場合は、マークシート、記入式とも（所属学部）を記入してください。
	 （学籍番号）と（氏名）は記入しないでけっこうです。
　○共通
	 （提出月日）	 今日の日付（7月 14 日）を記入してください。

【ミニットペーパーの裏面の記入】

〔質問 1〕
あなたが受講している基礎ゼミの担当者はだれですか。以下の番号で答えて下さい。
1　野家　　2　座小田　　3　宮岡　　4　米倉
5　基礎ゼミは履修していない（学生、教職員、その他）

今回の合同講義を、次の各項目の観点から評価してください。（報告者による違いはあるかもしれませ
んが、全体を通しての印象を記入してください。）下記の表で各質問の答となる 1～ 5を選んで、ミニッ
トペーパーの該当する箇所の○を塗りつぶしてください。

〔質問 2〕
興味

5 4 3 2 1
総合タイトルに
興味を持った

やや興味を
持った

どちらとも
いえない

あまり興味を
持てなかった

興味を
持てなかった

〔質問 3〕
難易度

5 4 3 2 1

易しかった やや易しかった どちらとも
いえない やや難しかった 難しかった

〔質問 4〕
面白さ

5 4 3 2 1

面白かった やや面白かった どちらとも
いえない

あまり
面白くなかった 面白くなかった

〔質問 5〕
理解度

5 4 3 2 1

理解できた 少し理解できた どちらとも
いえない

あまり
理解できなかった

理解
できなかった

〔質問 6〕
関心増減度

5 4 3 2 1

関心が増した やや
関心が増した

どちらとも
いえない

やや
関心が減った 関心が減った

〔質問 7〕
討論充実度

5 4 3 2 1
討論は充実して

いた
やや

充実していた
どちらとも
いえない

やや
不十分だった 不十分だった

〔質問 8〕
継続希望

5 4 3 2 1
今後も続けて
ほしい

どちらかといえば
続けてほしい

どちらとも
いえない

どちらかといえば
続ける必要はない

続ける必要は
ない

その他、印象に残った点、改善すべき点などは、各担当教授宛のレポートに記入してください。
履修学生以外の方は、ミニットペーパーの裏表空白の場所のどこでも良いので記入して下さい。

■	基礎ゼミ（木 5講時）：哲学・ゼロからの出発（野家）／『徒然草』の思想世界へ（座小田）／
　　　　　　　　　　　統計学入門（宮岡）／ユーラシアの農業と人々：その起源と社会経済制度（米倉）

2.4　　合同講義に対する学生の評価
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あ　と　が　き

東北大学総長特命教授が協力して行う催しとして、2010 年に合同講義を始め、2011 年には教養教育特

別セミナーを始めた。

今年度はこれらの企画を継続発展させ、教養教育特別セミナー「異文化理解と教養―留学に寄って身

につく力―」と総長特命教授合同講義「大学改革と教養―人文系はいらないのか？―」を実施した。ただ、

両企画とも教員の授業配置の関係から開催時期が前期に偏ってしまったが、この点は今後再検討の必要

があると思われる。

今年度の教養教育特別セミナーは、昨年に引き続き萩ホールを使って行い、里見総長に挨拶をお願い

した。今年度も昨年度に引き続き工学部の協力があり、新入生の参加は 954 名となった。

本年度の教養教育特別セミナーと合同講義では、昨年度と同様に討論の時間を長く取り、また出席し

た学生の意見や質問を求めた。そのうち「異文化理解と教養―留学によって身につく力」についての質

問や意見からは、多くの学生が留学や異文化との接触に関心を抱いていることが分かり、本企画が有益

であったことが確認された。また「大学教育と教養―人文系はいらないのか？―」に関しては活発な質

疑応答がなされ、特に合同講義の進め方について建設的な提案がなされたことは有意義であった。

これらの企画を実施し報告書を作成するまでには、多くの方々の御支援とご理解が必要であった。教

養教育院長の花輪公雄理事、ならびに高度教養教育・学生支援機構の安藤晃副機構長と関根勉副機構長

には、多くのご指導とご協力をいただいた。高度教養教育・学生支援機構の事務関係者の方々には、財

政面を含め、多大なご支援をいただいた。また、教養教育院秘書の鈴木かおるさんには、報告書作成の様々

な場面で献身的なご協力をいただいた。これらの方々に改めて感謝するとともに、今後とも、東北大学

における教養教育の可能性を追求して行きたいと考えている。

2017 年 3 月

野家	啓一・高木	　泉（特別セミナー・合同講義コーディネイター）
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たくさん質問やコメントをいただきましたが、すでに会場でお答えしたものも幾つかありますし（「音

楽はなぜ理科系か？」や「事実認識と価値判断の協働とは具体的にどういうことか？」など）、また花輪

先生や座小田先生からお答えいただいた質問もあります。以下では、同じようなテーマの質問にまとめ

て回答することにいたします。

［講義内容について］
質問 1：ファストサイエンスとスローサイエンスの区別について

回答 1：ファストサイエンスが自然科学、スローサイエンスが人文社会科学と必ずしも正確に対応して

いるわけではありません。自然科学にも天文学や素粒子論のようにすぐに生活に役立つわけで

はない基礎科学もありますし、人文社会科学にも心理学のように交通事故の防止や化粧品の開

発などにすぐに役立つ分野もあります。ただ、一般に人文社会系の学問が結果を出すのに時間

がかかり、効率性や有用性という観点からは「スロー」であることは事実です。講演で述べたかっ

たのは、「ファスト」と「スロー」の価値の逆転です。スローフードには「地域の食材の持ち味

を生かしてゆっくりと熟成させた自然食品」という意味が、スローライフには「スピードと成

果に追われる従来の生活を見直し、自分らしい生活スタイルを見出す」という意味があります。

それに対して、ファストフードだけを食べていては栄養が偏りますし、ファストライフは過労

死を招きます。私が主張したのは既成の価値観を転換する必要性であり、そのために果たす人

文社会科学の役割の重要性です。実用性だけで学問を測ることはできませんし、その意味で「ス

ロー」は決して欠点ではありません。ご参考までに、文化人類学者の辻信一さんが書いた『スロー・

イズ・ビューティフル』（平凡社ライブラリー）を読むことをお勧めします。

質問 2：理系の人間には「インサイダーでありかつアウトサイダーであること（サイード）」は難しいの

でしょうか。

回答 2：そんなことはありません。ただ「科学技術立国」といわれるように、理系の人間はどちらかと

いえばインサイダーの立ち位置に立ちやすいので、アウトサイダーの視点をもつためには、目

先の成果や利益から一定の距離を置いて、自分の研究が社会の中でどういう意味や価値を持つ

のかを冷静に捉え直す必要があります。理系の学生には人文社会科学を基盤とする「社会文化

リテラシー」が必要だと述べたのはそのような意味です。

質問 3：既存の価値観に対する批判的な意見を誰かが言っても・・・結局専門家の間だけの閉じたお話

になって、どこかに埋もれてしまうだけではないですか。

野家「人文系のための弁
アポロギア

明」への質問・コメントへの回答

合同講義 受講生の質問・意見と教員からのコメント一覧資 料

　　　　資　　料
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回答3：既存の価値観に身を任せるのは楽な生き方ですので、そのような無力感があるのは理解できます。

しかし、東日本大震災と福島原発事故はわれわれの価値観を大きく揺さぶりましたし、私が学

生時代を過ごした 1960 年代、つまり高度成長期の大量生産・大量消費の時代と比べれば、「大

きいことはいいことだ」や「消費は美徳」から「スモール・イズ・ビューティフル」や「地球

にやさしい」への価値観の転換は信じられないほどのものがあります。たとえ小さくとも声を

上げていくことが大切です。

質問 4：現代日本では自然科学は国益のためのものとして扱われているように思われる。どうすれば国

が人文科学的な価値判断に基づいた政策を行うようになるだろうか。

回答 4：たしかに政府が叫んでいる「イノベーション」は技術革新によって経済成長を目指すという短

絡的な政策に聞こえます。しかし「イノベーション」とはもともとシュンペーターが唱えた経

済学用語で、社会全体の価値観の転換を伴うものです。そのために必要なのは、人類社会全体

の進むべき方向を見据えた歴史的展望と俯瞰的視点にほかなりません。それゆえ大学の役目は

「科学技術リテラシー」と「社会文化リテラシー」の双方をバランスよく備えた人材を育成する

ことだと私は考えています。

質問 5：人文知と科学知の棲み分けの部分で、パスカルは神を信じていたので自然科学は「悪意」があ

るとしていたが、神を信じない立場でもそうだろうか。

回答 5：パスカルは宗教的信仰をも科学的に説明するような立場に「悪意」を感じたのだろうと思います。

人間が古来尊重してきた価値には「真・善・美・聖」などがありますが、「真」は自然科学の領

域だとしても、「善」「美」「聖」などの価値を科学的に説明して終りとするような科学主義的立

場は、神を信じようと信じまいと、悪意とは言えないまでも短絡的だと思われます。

質問 6：人文系を学んだ人達は、そうでない人達に対して何をしてくれるのでしょうか？

回答 6：J．F．ケネディの言葉ではありませんが、「他人が何をしてくれるかではなく、自分が何をでき

るのか」を考えることをお勧めします。たとえ理工系の学生であっても、人文知を学ぶことな

しに「トランス・サイエンスの時代」である現代を生きていくことはできません。つまり、現

在われわれが直面している人類的課題は「科学＜なし＞には解決できないが、科学＜だけ＞で

も解決できない」問題ばかりだからです。さいわい東北大学は総合大学であり、人文社会科学

を学ぶ機会にも大いに恵まれています。

［講義内容以外の質問］
質問A：文系的知識および思考、理系的知識および思考が大切なことはわかりました。教養とはどうい

うことでしょうか。

回答A：これは今回のセミナー全体のテーマでもありましたが、教養とは「現代社会のなかでの自分の

立ち位置を知ること」だと私は考えています。歴史的・社会的・文化的な立ち位置を知り、自

分の現在位置を確認できる地図を描けてはじめて、次の行動への展望、今ここで何をなすべき

資　　料　　　　



－　　－102

かが見えてくるからです。

質問 B：人文系の学問は「いつか役に立つ」から必要です、といった論が多く見受けられます。しかし「い

つか」といった曖昧な点によって、説得力が欠けていると感じます。「いつか」に対して大きな

説得力を持たせる話はありませんか？

回答 B：質問Aへの回答でも述べましたが、教養とは自分の現在位置を知ることであり、その基盤になっ

ているのは人文社会科学の学問です。それがなければ、日々のニュースを理解することすらで

きません。また皆さんが不十分ながら身に着けつつある「読む」と「書く」の能力は、古くか

ら人文系の学問によって培われてきたものです。そのいみでは、人文系の学問は「いつか」で

はなく「いま現在」役に立っています。

質問C：教養の中に政治の知識も含まれると思われる。しかし、一般人が政治に参加できるのは、選挙

のときだけである。ほとんど影響のないたかが一票を投じるために政治を学ぶ意味があるのか。

回答C：たしかに「ほとんど影響のないたかが一票」の虚しさはよく理解できます。しかし、アメリカ

にトランプ大統領を誕生させ、イギリスに EU脱退を選択させたのも「たかが一票」であるこ

とを忘れるべきではありません。現代社会の仕組みは複雑化しており、意思決定がいかになさ

れるのかを知るためにも政治は現代人の不可欠の教養です。

質問D：理学部物理学科から哲学科に移られた野家先生は哲学をなさる際、他の哲学者と異なる思考回

路をたどっておられるのですか？

回答D：現在では物理学は理科系、哲学は文科系と水と油のような関係にありますが、ニュートンの時

代までは物理学は自然哲学の一部であり、両者は共通の基盤の上になりたっていました。した

がって、自分の中では物理学から哲学に転向したことに余り違和感は覚えていませんし、「他の

哲学者と異なる思考回路」をもっているとも思いません。強いて言えば、理系出身なので他の

文系出身の哲学者と比べて数式コンプレックスをもっていないことと、神秘主義的な哲学は敬

遠する傾きがある、といったことでしょうか。

質問 E：大学の学費・授業料は以前よりはるかに高いと工藤先生がおっしゃっていましたが、それについ

て先生方はどう思われますか。

回答 E：私の学生時代は工藤先生と同様に月千円（！）の授業料でしたので、たしかに現在の学費は高す

ぎると思います。本来なら、ヨーロッパの大学のように無償にするのが理想でしょうが、せめ

て奨学金と多少のアルバイトで賄える程度の額にすべきだと考えています。そのためには、フ

ランスのように、まず学生が声を上げることが重要です（私たちの頃は「学費値上げ反対闘争」

なるものがありました）。

　　　　資　　料
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野家「人文系のための弁明（アポロギア）」への質問・コメント
講義内容について

回
答
済

C

音楽は何故理系なのでしょうか。

音楽がどうして理科系なのか、ぜひ知りたいです。また、人文社会系なものであるといえる文学作品などは
市場価値に還元できるとはいえないのでしょうか。

スライド 7枚目の下から 3行目に「音楽」が含まれている理由が知りたいです。音楽は完全に文系だと思っ
ていましたので…。

何故音楽は科学系に分類されるのか。

音楽はなぜ科学系に分類されるのか。

M 自然科学との「棲み分け」と「協働」ということですが、具体的に教えて下さい。

N 事実認識と価値判断の協働で成果を上げた例はありますか？

O あまりにも極端な例ですが、仮に教員養成系学部を廃止するとなると、将来児童・学生に教育を行う、学問
を教えるのはロボット・人工知能になるのでしょうか。効率性、有用性を求めすぎるのは危険な気がします。

P 理学と比べながら人文系の価値を探す必要ができた原因は、やはり「人文系がお金をもうけられないから」
でしょうか。

Q 理系が教養を得るには文系が必要だとわかりました。しかし、文系が理系の教養としてあるなら専門として
の文系学部は縮小してもよいのではないでしょうか。それとも文系はそれ自体価値があるのでしょうか。

質問 1

ファストサイエンス・スローサイエンスのお話がありましたが国のお金が分配される国立大学には実学系＝
ファストサイエンスを重視させ、私立大学に文科系を極めてもらうという話を聞いたことがあるのですがど
う思われますか。（歴史的にも国立大学は理系重視だったと聞いたことがあります。「国立大学」文系の必要
性はあるのでしょうか…。）

人文社会系学問が「スローサイエンス」であり、じっくりと問うていかねばならぬことはとてもわかりました。
しかし、いくらスローとはいえ、ようやく答えにたどり着いたころにはもう死の間際であるかもしれないこ
とを考えると、私たち文系はそれだけのことを考える価値があるのでしょうか？もしかしたら死ぬまで答え
が出せず、自分のやってきたことが無意味になるのではと思うと不安になります。

科学がファストサイエンスで、人文学がスローサイエンスなら科学を優先されるのは必然ではないのですか？
スローという点は一見欠点に見えますが、美点であったりしますか？あるいは欠点であってもそれを補う美
点が他にありますか？

スローサイエンス、ファストサイエンスという話がありましたが、人文系は結果が出るのが遅いからという
ことが人文系が評価されない要因の 1つと考えてよろしいのでしょうか。

質問 2 サイードの引用に、「人文学者に求められるのは～インサイダーでありかつアウトサイダーであることだ」と
ありますが、理系の人間には「インサイダーでありかつアウトサイダーであること」は難しいのでしょうか。

質問 3
既存の価値観に対する批判的な意見を誰かが言っても、多分世の中の大半の日とは自分の身に直接的な危険
が訪れるまでそんなこと全く興味なくて、結局専門家の間だけの閉じたお話になって、どこかに埋もれてし
まうだけではないですか。

質問 4

自然科学は「役に立つ」物を産み、人文科学は「役に立つ」とは何かという価値判断を担うと述べていたが、
現代日本においては自然科学は国益のためのものとして扱われているように思われ、人類全体の発展のため
として科学をとらえる意志が国に欠如していることから人文系の軽視という問題が生じているのは国の意志
が自然科学的な価値判断に基づいていると感じられたがどうすれば国が人文科学的な価値判断に基づいた政
策を行うようになるだろうか。

質問 5 人文知と科学知の住み分けの部分で、パスカルは神を信じていたので自然科学は“悪意”があるとしていたが、
神を信じない立場でもそうだろうか？

質問 6 人文系を学んだ人達は、そうでない人達に対して何をしてくれるでしょうか？

質問A
※講義内容
以外として
回答

文系的知識及び思考、理系的知識及び思考が大切なことは分かりました。教養とはどういうことでしょうか。

資　　料　　　　
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講義内容以外について

回
答
済

A
「ミッションの再定義」とありますが、具体的にはどのような区別があるのでしょうか？旧帝大に対しても、
高校生は自分の学力に見合う大学に行くことが多く、大学を特色ではなく偏差値で判断していることが多い
ように思われます。今後そういった考えが改善されるのでしょうか？

B もっと文科系の講義を取れるようにしてもいいと思います。今の段階でもキソゼミくらいなので。。

質問 B
人文系の学問は「いつか役に立つ」から必要です、といった論が多く見受けられます。しかし、「いつか」と
いった曖昧な点によって、説得力が欠けていると感じます。「いつか」に対して大きな説得力を持たせる話は
ありませんか？

質問C 教養の中に政治の知識も含まれると思われる。しかし、一般人が政治に参加できるのは、選挙のときだけで
ある。ほとんど影響のないたかが一票を投じるために政治を学ぶ意味はあるのか。

質問D
佐藤優『読書の技法』東洋経済新報社の中に、鳩山元首相（スタンフォード大で学位取得）が偏微分の考え
を応用し政治的決断をした（故に周囲に理解不能）とあります。
理学部物理学科から哲学科に移られた野家先生は哲学をなさる際、他の哲学者と異なる思考回路をたどって
おられるのですか？

質問 E 大学の学費・授業料は以前よりはるかに高いと工藤先生がおっしゃっていましたが、それについて先生方は
どう思われますか。

　　　　資　　料
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宮岡「ダイバーシティとバリアフリーを目指して」への質問・コメントと回答
講義内容について

質問
明治－大正時代、大学進学者は 3%以下ということですが、その理由はどういったものだったのでしょうか。
経済力なども関係していたのでしょうか。また「旧制高校では哲学を論じ、教養を身につけた」ということ
ですが、哲学のどんな内容、どんな側面が教養へとつながっていくのでしょうか。

回答
1941 年まで、義務教育は尋常小学校のみで、大学進学者はほんの一握り。旧制高校は全寮制で互いに与える
影響は大きく、デカルト、カント、ショーペンハウエルに代表される「デカンショ」哲学を読み、論じて教
養を身につけたとか。

コメント
今と昔では大学のとらえ方が違うと知りました。専門と教養の幅広い知識は不可欠であると私も思います。
しかし、自分の得意なことばかりを貫くのであれば視野は広がらないとも思います。得手不得手に関わらず
様々なことに取り組む姿勢も教養の一部だと私は考えます。

回答 このセミナーに参加してくださった意義がありましたね。

F
「かつての大学」は国家に尽くすためのエリートを養成するため、という文脈があったと思うのですが（明治
－大正など）、最近は国家・政府のやり方に異を唱える者＝知識人を減らして自分たちのやりたいようにした
いということを聞いたことがあるのですがどう思われますか。（「国家のための大学」は仕方がないのでしょ
うか…。）

回答 これは会場で既に答えましたので本文をごらんください。1957 年ころ普及したテレビで「一億総白痴化」す
るという危惧も生まれましたが、人間そこまでバカではありません。

F

かつての大学のように、真のエリートを育てる大学が存在しなければならないということでしたが、エリー
トを育てるならばその教育をする人はどのような人なのでしょうか。真のエリートを育てる大学がないから
作らなければならないというなら、教育者はエリートの中のエリートでなければならないと思うのですが、
そのようなエリートの教育者はどのように生み出すのですか。つまり、質問としては、真のエリート大学で
は教育者側はどのような人材を用意するのかということが聞きたいです。

回答
お言葉ですが、大学では厳選されたメンバーが教員となっています。10 年、20 年と真理を追求し続けること
は普通の人間にはできません。「変人」と言われるこうした人種と接するのは一生のうち、大学にいる間だけ
です。いや、真のエリートと思える先生は見たことないって？人間にはいろいろな側面があるのです。

F 真のエリートは、文系も理系も学ぶべきだとあったが、それ以外の人はどうなのか？特に東北大のような中
途半端な位置の場合、文系科目に時間を割いた場合、第一線では戦えないのではないか？

回答 あのね、東北大を過小評価しないこと。世間で言えば超エリートで、みなさんはすごい力をもっているので
すよ。

F

数多くの大学の中で、差別化した特定の「エリート大学」を置くべきという主張には疑問があります。私の
母国の韓国の事例（大学進学率 9割以上）から「多くの大学の中のエリート大学」という制度が、学問の発
展は旦ておき、国民の幸せを深刻に侵害するということを私ははっきり体験し、理解してきました。学生た
ちは小学校時代から「倒さねば倒される」という無制限競争に徹底的に犠牲にされます。社会人になってか
らも同じです。多数の凡才と極少数のエリート養成という政策の惨めな失敗を、私は母国の人材に対する待
遇（新入社員年収平均 130 万円、勤労時間OECD1 位、過労死 1位、社会的階級化）から学習しました。国
民全体の幸福を追求する国は、こういった政策を行ってはいけません。

回答 日本は島国なので平和です。ただ良い意味での競争がなければ学問は衰退します。スポーツ選手や音楽家を
養成するのと同じように、学問に秀でた人材をきちんと育成することが重要です。

質問 大学の差別化については同感ですが、先生の考えられる「真のエリート」とはどういうものでしょうか？

回答
「真のエリート」だと思える人と出会える可能性は「差別化された大学」により多くなるでしょう。これを見
極めるのはむずかしいですが、ノーベル賞やフィールズ賞を取っている人は少なくとも「真のエリート」でしょ
う。

質問 大学の差別化を進めると学歴格差は広まりませんか。

回答 皆、気を使って「差別化」とはいいません。「多様化」です。「レジャークラブ」とよばれる大学もあります。
でも全部そうなったら困るでしょう？

G 海外で“本当のエリート”を育成する大学があるならばどこですか？

回答 会場でフランスのエコールポリテクニークの例をお答えしました。他にもハーバードやオックスブリッジな
ど、育成されているのか、元からエリートが入学するからかはわかりませんが、多数あると思います。

質問 映画を見ることは、どのように教養と関わりがあるのか。文系出身者が経済などの分野以外でトップになる
利点とは？

回答 最近生まれて初めてアニメ映画を見ました。「君の名は」です。一つ話題の引き出しが増える、そして引き出
しをたくさん持つ、これがトップになる秘訣ではないでしょうか。

資　　料　　　　
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H おすすめの本・映画を教えて下さい。

回答
漱石の「こころ」。久しぶりに読んで考えさせられましたね。「シンゴジラ」や「スターウオーズ」、「アバター」、
こういう CG映画をこの歳で初めて見て引き出しは増えました。一番楽しめた映画「旅するジーンズ」の２
編です。純粋に娯楽ですが。

コメント
「大学進学後も多くを学ぶキャパシティのない学生が増える」という現状の中で、さらに教養教育を受けさせ
るというのは、より教育の質を低下させてしまう危険性をはらんでいると考えます。そこはどうしたら良い
のでしょうか。学生の努力不足もあると思いますが、無理やり積め込むだけでは受動的な教育になり、簡単
に解決はできないのではと思いました。

回答
人は切実なことがあれば自然と書物を開いたり、今ならネット検索で情報を探したりしますね。ただ切実で
ないと怠けます。だから大学でいろいろな機会を提供するのです。切実になったとき、学んだことがきっと
ヒントになります。

質問
「大学生全員に対し教養教育を行うのは難しい」という意見に賛成です。しかし、「教養教育を学べる余裕の
ある学生」に時間をかけてそれを教えるのは現在の社会では不可能だとも感じます。この社会においてそれ
が可能となるにはどのような改善が必要だと思いますか？

回答 嫌で嫌で仕方のないことも小学校なら全員課せられますね。後で考えるとありがたいこともあるわけです。
だから教養教育をカリキュラムに入れてしまうのです。

コメント 大学で専門化がなされているが、高校でも文理で分かれる。教養を身につけるには高校から何かしらの改革
が必要になるのではないかと思う。

回答 そのとおりです。昔は、高校で文理を分けてはいませんでした。苦手なことこそ若いうちに最低限の知識と
して身につけておくべきです。

質問 現在の情報化社会において、昔よりも情報があふれています。そして情報を選択していかなければなりませ
ん（例えば文理選択）。そんな中で多様性をおいかけるのは、「選択」に対して反しているのではないですか？

回答 自分の得意分野を追求することは必要ですが、それで満足してはいけません。貪欲に生きましょう

質問
社会が即戦力として役に立つ人材を欲しているというお話がありましたが、実際大学で専門的に学んだこと
はどれくらい社会に出てから役立つのでしょうか。医学部や法学部などの資格が必要になる分野では有用だ
と思いますが、文学部だとどうなのでしょうか。

回答 人間関係を円滑に行う術を獲得してください。一生役に立ちます。

質問 教養とはすぐには役に立たないもの。では、いつ役に立つとお考えですか？私は、死にたくなるほど精神が
追いつめられたときに自身を救ってくれるものが教養だと考えています。

回答 奥深いですね。そこまで追い詰められなくても、日常的に何か判断しなければならないとき、教養が役に立
ちます。

質問 教養を学ぶことはもちろん必要で大切なことだと思うのですが、トップへの道を目指すならば、大学の専門
化は必要なことだと思います。どうすればどちらとも得ることができると思いますか。

回答 いわゆる「偉人」は人よりエネルギーのある人だと思います。人よりたくさん学び、人よりたくさん働く。
自分のキャパをどんどん高める努力と忍耐が必要です。

質問 「教養」を専門教育だけでは培われない、得るべきものと定義されていると感じました。多様化する社会に対
応するためには必要なことかと思いますが、「知識」と「教養」の違いとは何でしょうか？

回答 ワインの銘柄をなんだかんだ言うのは、知識。自分で味わって「おいしい」と思うものを判定できるのが教養。

コメント
学生は複数路線を目指そうということが述べられましたが、専門化が進んだ現代の学問分野において、少し
難点があるのではないでしょうか。（昔と今の学問の蓄積は全く違って、昔の学者のようにはいかないと思う
のです）もちろん、そこまでの深い了解はいるとは思いませんし、あくまでたしなむ程度のことが述べられ
ていると思います。

回答 ダビンチの時代のようにオールマイティはありえないけれど、情報が誰にでも提供される良い時代になりま
した。

質問 得意なことを貫くことを重視するというのは、理系分野しか学ばない理系、文系分野しか学ばない文系を増
やすだけではないですか。

回答 ハンドルに「遊び」のない車は運転できません。運転できる車をつくりましょう。

コメント
私は理系で、これまで歴史や文学などの文系科目をあまり勉強してこなかったが、あらためて文系科目の必
要さを感じた。いままでは受験勉強でそういった科目になかなか手を伸ばせなかったが、大学生になり時間
に余裕がでてきた今、歴史などの本を読んでみたいと思った。

回答 歴史漫画もありますよ。私も時々みます。

　　　　資　　料
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質問 教養教育を見直すきっかけとして、地下鉄サリン事件が挙げられていたが、理系エリートに教養がなかった
ためにその事件が起きたということか？

回答
これは鋭い指摘です。教養の定義にも関わります。生い立ち、環境、社会情勢などいろいろな要因はあった
でしょうが、やっぱり「新興宗教」の危うさを見分けられなかったのは「教養がなかった」と言われても仕
方ないでしょう。

質問 社会のトップは文系出身の人が多いのに、その人たちは大学の文系枠を減らそうという動きに反対しなかっ
たのか。

回答 文系の人は社会に出て働く人が圧倒的に多いと思います。早くから社会に適合してトップになるのです。大
学の文系枠なんて彼らには問題ではないでしょう。

質問 生物学を学ぶことの重要性は何か。

回答
オスとメスのどっちが子育てすべきかとか、子孫を増やすにはどうしたらいいかとか、敵と共存するにはど
うしたらいいかとか、それからDNA組み替えには「組紐理論」という数学が関わっていたりとか、おもし
ろいですよ。

質問 人間としての能力という点で、女性の総合的能力と男性の総合的能力は数量的に比較できるのでしょうか。（総
合的：身体能力・頭脳・思いやり等全てを吟味して。）

回答 性差はあるが、能力差はない、私はこう考えています。赤ちゃんを産み育てることから他者への思いやりは
女性に多いかも。

U 多様性の推奨とのことで女性の理系を増やそうとの記述があったのですが、何を勉強するのも自由な社会の
今、理系の女性が少ないのは本人たちの意思の問題であり、社会として推し進めるものではないと思います。

回答
これも会場でお答えしました。社会として推し進めるものではない、という以前に社会が阻害するものでは
ない、といいたい気持ちがあります。私は理系の大学で助手（今は助教という）を 18 年やりました。「出て
行け」とか「子供を３人も産んだら科学者としてはお終いだ」とか言われ続けました。今こんなことを言っ
たらセクハラ、アカハラ、パワハラです。いい時代になりました。

質問 リケジョを増やそう、というお話がありましたが、最近になって女性への偏見等は減ってきたように思います。
どうしたら数多くの女性が立場を確立できるようになると思われますか。

回答 数として 30%を獲得すると、意見が通るようになるというデータがあります（ロザベス・モス・カンター	ハー
バード大教授）。日本はまだそこまで行ってませんが、そろそろだと思いますよ。

質問 先生は女性がより理系に進むためにはどういった事が必要だとお考えですか？

回答 少なくとも親が足を引っ張らないこと。自由にさせること。

質問 サークルには多くの種類がありますが、中には有益、無益なものはあると思いますか。あるとすれば、どの
ようなものがそれらにあたると考えますか。

回答 KOのミスコン、最低ですね。

講義内容以外について
コメント 今の時代は、女性のほうがいろいろな面で強いと思います…。

回答 その通り。ただそれでスポイルされている面もある。ホイホイされていい気持ちになっていてはいけません。

質問 現在も女性で数学科に進む人は少ないですが、それと同様に、何故理系の方が女性の割合が低く、文系の方
が高いのか。これも理系＝実学、文系＝虚学という観念と何か関係があるのか。

回答
例えば小説を読むのと、数学のバズルを解くのと、どっちが楽しいか。私は数学者ですが、小説の方が楽し
いです。でも小説はひとりで読めるけれど、数学は大学で学ばなければできませんでした。この辺に鍵があ
りませんか？

資　　料　　　　
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山口「教養は死活的に重要である―シンギュラリティを超えるために」への質問・コメントと回答
講義内容について
質問 シンギュラリティがよくわかりませんでした。

回答 シンギュラリティというのは、技術、とくにAI	の技術が進歩して、その先が、現在の知識の外挿からでは
全く予想できなくなることを言うと思います。

コメント イ・セドルとアルファーゴとの対局後、韓国のインターネット上で「特異点が近づく」（The	Singularity	 is	
near）ということばがはやっています。大衆の興味が急増していると思います。

回答 問題は、「群盲象を撫ず」で、専門家ですら真の問題点や、現在の研究の限界がどこにあるのか分からないと
いうことです。

質問
将棋の世界では人間が考えもしなかった囲いや、定跡手を上回る手が出現しています。もはや創造性も、人
間だけが持っているものとはいえないのではないでしょうか？そうだとしたら人間がAIに勝っている点は他
にありますか？

回答

そういうことですね。少なくとも、ゲームの類いでは、人間が、機械、正確に言えば、プログラムに勝つこ
とはないようです。人間がもっている能力というものの再定義が必要なんだろうと思います。人工知能・ロボッ
トを研究している人たちの一部には、確実に、ヒトのすべての能力が機械で代替可能であると考えている人
たちがいます。そのような考えでは、つまり、ヒトが機械に勝っていると思っている能力、たとえば、思い
やりとか想像力とか言ったものは、言ってみれば、外部からみたヒトの行動によって示されているものであっ
て、それを、十分に模擬できるロボット・人工知能は、つまり、それを持っているのと等価であるという人
たちもいます。つまり、創造性もおなじことかも知れません。		

質問 AI にとってかわられる職業は挙げられたが、逆にこれだけは生身の人間がやらなければ意味がない、人間で
ないとできないという職はどういったものがあるでしょうか。

回答 私の悲観的な意見では、究極のところないと思います。

質問 弁護士が機械に置きかえられることは？

回答

弁護士、そして、判事、検事といういわゆる法曹の主要な（外形的な）職務は、訴訟などにおける人（法人を含む）
の争いに、実定的な法律の条文およびその判例による解釈をあてはめることであると考えられます。訴訟と
はまさしくそのようなプロセスです。とすれば、法の条文と、判例のすべてを検索し、必要な情報を見いだ
すことができる	AI	はこのような業務を代替できると言わざるを得ません。勿論、言外の意図や、力関係を
見極めて、交渉し、妥協策を探るというような、いわば、人間臭い業務を直ちに代替することはできないでしょ
うが、それも時間の問題だと思います。

質問 機械化が進むと、職の数の減少と賃金格差が広がると思うのですがどうでしょう。

回答
指摘の通りです。まず、AI	に適合できるかどうかで、人間の職が変化し、適合できない、あるいは、置換さ
れる職は低賃金になるか、消滅するでしょう。現在の半導体技術の革新のスピードは、ますます加速してい
ますから、今、人の方が効率が良い仕事も、AI	に置き換えられるでしょう。自動車の運転がその例です。

質問 将来、AI に職を奪われてしまう人々が出てきた場合、その人々はどうしたらいいとお考えですか。

回答

それは、本当に難しい。産業革命のときに、仕事を機械に奪われた手工業業者が、都市に流入して、下層階
級となったというのは有名な事実ですが、この場合には、やや長期に見れば、社会全体の生産力の増強によ
り、何らかの形で救済が図られたという見方が可能です。しかし、AI、とくに、強い	AI	の場合、こういう
形での救済はあり得ないかも知れません。私は、これについては、一つの方向では、AI	に条件付けを行うと
いう社会的合意ができるという何らかの可能性、もう一つの方向では、その	AI	の所有者の権利を制限する
ことが必要でないかと考えています。後者の方向では、極めて急進的にこれを行えば、映画「ターミネータ」
に描かれた、機械対人間の闘争あるいは革命と言った形態の摩擦になるでしょうし、現行の社会秩序の枠内
で行くなら、独占禁止法の体系が参考になるのではないかと考えています。

質問 AI の向上において、一部の専門化・知的労働者の市場価値が下がりつつあると仰っていましたが、芸術分野
におけるAI の向上による影響についてどのように考えていますか。

回答
いまのところ、芸術の分野は、AI	の浸食を比較的に免れているようですが、これも安心できません。すでに、
AI	に小説を書かせる試みは相当良いところまで行っており、それが、絵画や彫刻などの造型芸術に影響する
のも時間の問題であると思います。音楽も、初音ミクの例を見ればわかるように、絶対的な障壁はないよう
に思われます。

質問 現状では、人と同じ感情を持ったAI は作れるのだろうか。

回答
この種の問題を研究している人たちは、つまるところ、”人間らしい“”感情”とは何かということを問題に
します。それが、どこから見ても、”感情”をもっているように見えるなら、その存在は、”感情”をもって
いると言ってよい、という議論に反論できますか？

2.2　　特別セミナーの記録
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質問 AI は何に使われれば理想的ですか？

回答

十分な発展を遂げた人工知能	AI	は、人間ができることをすべて出来るようになるのが必然だと思います。
それに外形的な枠をはめることも結局不可能でしょう。AI	を所有している人、企業のことを考えれば、それ
らの存在が、	AI	の能力を制限することに抵抗するのは明白ですし、それを禁止したとしても、地下に潜るだ
けで、事態はもっと悪くなります。原子力発電の事例を見れば明らかですね。つまり、何に使うのが理想か、
という、人間主体の思惑は、あっという間に踏みにじられると思います。

コメント 人工知能を持つロボットによる人類の支配はありえると思いません。ただ、このまま技術進歩が発展しすぎ
ると、人間の労働が必要とされなくなってしまいそうで、怖いです。

回答 人間の労働が必要とされなくなったとき、そもそも人間が必要とされると思いますか？この問題はそういう
ことです。

質問 技術の進歩につれて、技術者の倫理観への問題意識が高まっているように思いますが、それでも、人間の職
を奪うほどにまでAI の開発は進むのでしょうか。

回答
既に進んでいます。講演でお話したように、株の取引では人間の介入が必要でなくなりつつあります。つまり、
株式市場の現場の人（いわゆる場立ち）は必要なくなりつつあります。その他の面でもこの傾向はますます
顕著になるでしょう。

質問 人工知能が今以上に発達すれば、今の世の中は成り立たなくなる。人間ができること以上のことをAI ができ
る可能性がある。そのことに対して、倫理的にどう思うか。

回答
ぶち壊しのことを言いますが、”倫理”の”倫”というのは、”ひとの道”という意味です。人工物である	AI	
が従うべきものではない、という主張も可能です。その場合、”ひと”である現在の我々が全く理解できない
行動様式の	AI	が出現してもおかしくないと思います。

質問 超知能が生まれたら結局人類は具体的にどうなると思いますか。

回答 分かりません。滅びるというのも、かなりの確率であるかも知れません。

I 歴史と文学に学ぶとありますが、おすすめの本があったら教えて頂きたいです。

回答 講演と質疑応答でも説明しましたが、大学初年級のいまこそ、手当たり次第に読んでみることです。読書の
年輪を参考してください。

J なぜネットではなく本を読むのか。また、ネットでもニュースは読めるのになぜ新聞なのか。

J 「新聞を読む」とおっしゃっていたが、ネット上のニュースを読むだけではだめなのか。新聞の重要な点につ
いて知りたい。

回答
これについては、質疑応答のところで詳しく述べました。一言で言えば、ネットのニュースは現象のみの浅
薄なものであることが大部分だからです。いわば、新聞記事で言えば、冒頭のリードの部分だけのことが多
いようです。ツィッターのように字数の制限があれば当然そうなります。物事の本質的な理解には不十分です。

コメント
今までは、社会で通用するような専門的な知識を大学では身につける必要があると思っていたが、それ以外
の歴史や技術のような教養を本や映画を通して身に付けることが大切だと思った。それが自分の専門分野を
学ぶ上で役立つと思う。

回答
ある一面ではその通りです。しかし、野家先生が、質疑のなかで述べたように、人は、”役に立つ”から勉強
するのではないと思います。教養、そして、学問は、”役に立つ /立たない”という価値判断を超えたものだ
と思います。

質問 まず歴史から学んでみようと思った。東北大学で行っている教養教育を受けた学生が社会に出てから、文理
を越えて活躍した例はありますか。

回答 まず、野家先生が良い例です。野家先生は、本学理学部の物理を卒業して、最終的に、我が国を代表する哲
学者になりました。

講義内容以外について

質問
お話がとてもおもしろかったです。私も映画が好きで、人工知能が登場するものもいくつか見ました。私は
身近に人工知能にふれる機会がないので映画の世界の話のように思ってしまうのですが、先生は将来、人間
は人工知能に支配されるとお考えですか？

回答

スマホを持ってませんか？	iPhone	の	SIRI	などは、まさしく人工知能	AI	です。皆、喜んで使っていますが、
その応答は、すべてネットを通して、サーバーに記録されています。パソコンで、WikiPedia	や、Google	の
検索機能を使ったことはありませんか？これらもすべて背後に	AI	が居ます。スマホに位置情報の取得を許
していませんか、あなたの通った経路は、すべて記録されて、分類されています。どういう状況を支配と呼
ぶかは難しいのですが、あからさまでない支配なら、既に相当程度実現していると思います。

資　　料　　　　
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複数の講義担当者に対する質問・コメントと回答
講義内容について
質問 文系的知識及び思考、理系的知識及び思考が大切なことは分かりました。教養とはどういうことでしょうか。

宮岡回答 私は歴史が苦手です。でも旅行したり、外国人の相手をしたりするときに、歴史を知っていれば人生、倍楽
しめると思います。教養とはそういうことでは？

山口回答 教養とは、結局、そういう知識と思考の全体であり、正直言えば、大学で教えることができるものではない
と言うのが私の理解です。一生かけて身につける、あるいは、身についていくものではないでしょうか。

講義以外について

質問
人文系の学問は「いつか役に立つ」から必要です、といった論が多く見受けられます。しかし、「いつか」と
いった曖昧な点によって、説得力が欠けていると感じます。「いつか」に対して大きな説得力を持たせる話は
ありませんか？

野家回答 野家コメント一覧内

宮岡回答 私は 65 歳ですが、若い方にこうした偉そうな口がきけるのがその「いつか」かもしれません。自分が積み上
げてきたものに自信が持てる、そのときが「いつか」だと思います。

山口回答

質疑応答で、野家先生が述べたように、人文系に限らず、すべての学問はいつか”役に立つ”から必要なの
ではありません。そもそも、人は、学問が”面白い”からするのです。その結果、役に立つこともあり、人
の一生程度のスケールでは一向に役に立たないということもあるでしょう。しかし、それは、学問という観
点から、言わば、どうでも良いことなのです。その学問がなされてから、200 年、300 年たってから役に立っ
たという例も数限りなくあります。

質問
専門教育は卒業して役に立つ場合が文系は特に多いと思いますが、私は大学で学んだり論文を読んだりする
習慣をつけることで、役立つと考えています。（実際に所得に対して正の効果があると先行研究で述べられて
います）これについてのお考えを聞かせて頂ければと思います。

宮岡回答 種々の問題に出会ったとき、どう筋道をたてて解決するか、例えば数学で「論理的思考力」をつけておくと、
こうした対処ができる人材になります。

山口回答 上の回答で書いたとおりで、結果、所得に対して正の効果があるかも知れませんが、それは、学問にとって
はどうでもよいことです。

質問
佐藤優『読書の技法』東洋経済新報社の中に、鳩山元首相（スタンフォード大で学位取得）が偏微分の考え
を応用し政治的決断をした（故に周囲に理解不能）とあります。
理学部物理学科から哲学科に移られた野家先生は哲学をなさる際、他の哲学者と異なる思考回路をたどって
おられるのですか？

山口回答

野家先生への質問ですが、少し補足しておきますと、偏微分方程式（流体力学のそれは、私の商売道具であ
る	Navier-Stokes	の方程式と言います）の考え方というのは、別に理解不能なものではありません。つまり、
世の中の現象を左右している原因というものは、他の原因とは関係なく（つまり独立に）現象を左右するも
のと、いくつかの原因が組み合わされて現象を左右するものに分けることができ、それらの程度は、ものご
との始まりの時に、どういう状態であったか（初期条件）と、考えている範囲の終わり（空間なら境界）で
どうなっているかが分かれば予想できる。というもので、つまり、我々が自然現象や、社会現象について直
観的に体得している原理です。鳩山由紀夫氏は、システム工学の出身ですから、それを政治現象に応用する
のは、自然なことで、むしろ、偏微分方程式という言葉を聞いてアレルギーを起こす方が間違っています。と、
ここまで、余計な回答を書いて思ったのですが、そもそも、鳩山由紀夫氏は、工学者としては、OR	( オペレー
ションズ・リサーチ）を専門とする人ですから、「偏微分」と言ったのではなく、「変分」と言ったのかも知
れません。佐藤優氏は、神学が専門の人ですから、聞き間違えたと言うか、そもそも、その区別が分からな
かったので理解できなかったのかも知れません。この場合は、そもそも	OR	というのが、米軍あたりが作戦
（オペレーション）を計画する手法として用いたのが広く応用されるようになった端緒であるという事情もあ
り、政治的決断に応用するのは、むしろ簡単かも知れません。文系だからと言って、理系の基礎を知らないと、
とんでもない誤解をするという例としても良いかもしれませんね。

質問 大学の学費・授業料は以前よりはるかに高いと工藤先生がおっしゃっていましたが、それについて先生方は
どう思われますか。

野家回答 野家コメント一覧内

宮岡回答 我々の頃は月 1000 円。先生は休講したい放題。学生はサボり放題。今は月 40000 円。先生も学生も真面目に
なりました。

山口回答

非常に問題だと思います。欧米諸国を例にとるまでもなく、少なくとも国立大学の授業料は無料、あるいは、
非常に低額であるべきです。これは、ひとつに、営利企業である私学が、我が国の教育において大きな割合
を占めているので、私学出身の政治家、官僚が、教育を商品だと考えているという点に大きな理由があると
思っています。財務省や文部科学省の高級官僚たちの多くが、私学（高等学校までのレベルで）の出身であり、
そのことを、自分たちの特権的地位の源泉だと思っている（頭がいいからそんなことはおくびにもだしませ
んが）ので、ますます、そうなるという悪循環になっています。

　　　　資　　料




